
〔資料編〕※各調査の数値は３地区の計をもとにしたものである。 
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１ 検証結果 
（１）各種アンケート・調査の検証結果 

 ①ＡＡＩ 

  ■学力の向上を目的に、児童生徒の学習場面での意欲や態度、学習の習慣や方法などを幅広く調べるため 

   のアンケート。 

  ■仮説①【学習の基礎基本の定着】を検証。 

  ■平成 19年度、20年度は小学５年生・小学６年生・中学１年生・中学２年生・中学３年生 

   平成 21年は小学６年生・中学１年生・中学２年生・中学３年生 

   平成 22年は中学１年生・中学２年生・中学３年生 

   平成 23年は中学２年生・中学３年生を対象に実施 

 

 ＡＡＩ（小学５年～６年用）質問項目一覧 
１ 
  １ もっと勉強して、いろいろなことを知りたいと思いますか。 
  ２ 学校の勉強は楽しいですか。 
  ３ 成績の悪い教科は、もっと勉強しようと思いますか。 
  ４ がんばって、今よりも勉強ができるようになりたいと思いますか。 
  ５ むずかしい勉強にも、取り組んでみたいと思いますか。 
  ６ 自分なりに努力して、いっしょうけんめい勉強しようと思いますか。 
  ７ 家の人に、「勉強しなさい」といわれなくても、自分から進んで勉強していますか。 
  ８ 学校の宿題以外にも、自分で決めた勉強をしていますか。 
  ９ 計画を立てて、勉強していますか。 

   10 まとめのテストのときなどには、計画を立てて準備していますか。 
   11 家で勉強するとき、何時から何時まで、何を勉強するか決めていますか。 
     12 いつテストされてもいいように、ふだんから勉強したことをまとめていますか。 
     13 目標を立てて、それを目ざして勉強していますか。 
   14 遊んでしまって、勉強の時間がなくなることがありますか。 
   15 夜おそくまで起きていて、朝起きられないことがありますか。 
   16 授業でわからないことが残ったときには、休み時間や放課後に先生や友達に聞きますか。 
   17 授業で出された宿題は、できるだけ早くやるようにしていますか。 
   18 授業の復習をするとき、ドリルなどで力だめしをしますか。 
   19 授業で、実験や観察があるときは、自分から進んでやるようにしていますか。 
   20 授業で習ったことは、できるだけ早く復習しますか。 
   21 授業がわからなくて、いやになることがありますか。 
   22 授業中、ぼんやりしたり、おしゃべりをしたりして、先生の話を聞かないでいることがありますか。 
   23 教科書や本を読んだあとで、どこが大切かを考えてみますか。 
   24 大切なところに線を引いたり、印をつけたりしますか。 
   25 教科書を読むとき、グラフや表はめんどうになって、とばしますか。 
   26 図や表をかくとき、できるだけきちんとかきますか。 
   27 教科書や本を読んでわからないときには、辞書で調べたり、人に聞いたりしますか。 
   28 ノートにまとめるとき、自分なりに工夫をしていますか。 
   29 一度読んでもわからないときには、くり返して読みますか。 
   30 必要なことを覚えようとするとき、どんな意味か、どこがだいじかを考えますか。 
     31 一度覚えたことでも、もう一度復習しますか。 
   32 習ったことを思い出しながら、問題を解いていますか。 
   33 覚えたことを、それを見ないで言えるかどうか、確かめていますか。 
   34 問題が解けないときには、すぐにあきらめないで、いろいろと考えてみますか。 
   35 習ったことを覚えるとき、覚えやすいように工夫しますか。 
   36 友達が勉強でわからないでいるとき、教えてあげることがありますか。 
     37 勉強のことで、友達とはげまし合ったり、競争したりすることがありますか。 
     38 先生は、あなたの話をよく聞いてくれると思いますか。 
     39 クラスは勉強しやすいふんいきだと思いますか。 
     40 自分の思ったことや考えたことを発表するとき、クラスの人たちは、ひやかさないで聞いてくれると思

いますか。 
     41 クラスの人からたよりにされていると思いますか。 
     42 家の人は、どんなことを勉強しているかを聞くことがありますか。 
     43 家の人と、将来の夢や希望について話をすることがありますか。 
     44 勉強していると、家の人がはげましてくれることがありますか。 
     45 家の人に勉強のことで相談することがありますか。 
     46 家の人が勉強のことをうるさく言うので、勉強するのがいやになることがありますか。 
     47 家の人は、あなたの話をよく聞いてくれると思いますか。 
     48 家にいると気持ちがおちつきますか。 
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     49 一度やりかけたことは、すこしくらいつらくても、やりとげようと思いますか。 
     50 勉強しているときに、ぼんやりして時間が過ぎてしまうことがありますか。 
     51 授業が終わった後で、授業の内容が理解できたかどうか、ふり返ってみますか。 
     52 むずかしい勉強が長く続いても、あきらめないでがんばろうと思いますか。 
     53 学校に出かけるとき、わすれ物をしないように、自分でよく確かめますか。 
     54 算数や理科の問題でまちがえたとき、なぜまちがえたのかを考えますか。 
     55 やり始めたことは、最後までがんばろうと思いますか。 
     56 何かを決めるときは、それがよいか悪いかをよく考えてから決めますか。 
     57 問題を解いたあとで、まちがえていないかどうか、見直しをしますか。 
     58 問題がむずかしいとすぐにあきらめてしまおうと思いますか。 
     59 席に着いていなければならないときには、席に着いていますか。 
     60 ひととおり勉強した後で、勉強した内容がよくわかったかどうかを、ふり返ってみますか。 
     61 努力すれば、成績はよくなると思いますか。 
     62 何かをしようとするときには、よく考えてからしますか。 
     63 うまくいかなかったときには、なぜうまくいかなかったかをよく考えますか。 
     64 やる気になれば、たいていのことは、みんなと同じようにできると思いますか。 
     65 まわりのことに気をとられて、勉強に集中できないことがありますか。 
     66 成績を上げるためには、どんなことを勉強したらよいか、わかっていますか。 
     67 がんばれば夢はかなうと思いますか。 
     68 やりたいことを先にやってしまって、大切なことができなくなってしまうことがありますか。 
     69 失敗すると、かえってやる気が出てきますか。 
     70 あなたは、家の人に言われないと、なかなか勉強しませんか。 
     71 授業中は、いつも集中して先生のお話を聞いていますか。 
     72 教科書などを読むとき、グラフや表もめんどうがらずに見るようにしますか。 

 
２ 勉強やテストに関する質問 

１ １週間の勉強の計画をたてました。しかし、計画通りに勉強できたのは１週間のうち３日でした。そのと
き、あなたならどんな気持ちになると思いますか。 

２ 『～について調べよう』という宿題が出ました。調べてみると、いろいろなことに気がつきました。しかし、さら
に続けて調べたほうがよさそうなこともわかりました。そのとき、あなたならどんな気持ちになると思いますか。 

３ テストで７０点取りました。今度のテストは何点取れれば自分としてはよいと思いますか。 
４ 算数で、むずかしい問題に取り組んでいます。しかし、なかなか解けません。そのとき、あなたならどん

な気持ちになると思いますか。 

 

 ３ テストで悪い点を取ってしまいました。そのとき、あなたならどのように考えますか。 

 

４「勉強するのは、どうしてですか」と聞かれたら、あなたは何と答えますか。 

 

５ 次の中で、あなたが悩んでいるものがあれば選んでください。 
１ 授業がよくわからない ２ どうしても好きになれない教科がある 
３ 勉強のしかたがわからない ４ 自分の計画どおりに勉強が進められない 
５ いろいろなことを話せる友達がいない ６ 家の人が自分の話を聞いてくれない 
７ 毎日が楽しくない ８ 体力や健康に自信がない 

 

６ 

１ 学校へ行くのが楽しいですか。 
２ 学校に行くとき、朝ごはんを、食べないことがありますか。 
３ 家では、平日（休みをのぞいたふつうの日）に、毎日どれくらい勉強していますか。 

（学習塾や家庭教師の指導をのぞきます） 
４ いつもだいたい何時ごろにねていますか。 

 

  ７ 次の教科の中で、あなたがこれからもう少し力を入れてがんばりたいと思っている教科はなんですか｡
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ＡＡＩ（中学校用）質問項目一覧 

１ 

  １ 人に言われなくても自分から進んで勉強している。 
  ２ 学校の勉強は楽しい。 
  ３ 自分なりに努力して、一生懸命勉強しようと思う。 
  ４ 苦手な教科をなくすように努力している。 
  ５ 難しい問題を解くのが好きだ。   
  ６ 学校の勉強のほかにも、ふだんから自分で決めた勉強をしている。 
  ７ もっと勉強して、いろいろなことを知りたいと思う。 
  ８ 家で勉強するとき、何時から何時まで、何を勉強するか決めている。 
   ９ 自分で立てた勉強の計画は守るようにしている。 
    10  自分の勉強のしかたがよいか悪いかを考えて、うまく勉強しようと考えている。 
    11  遊んでしまって、勉強の時間がなくなることがよくある。 
    12  目標を立てて、それを目指して勉強する。 
    13  授業の予習をしておく。 
    14  授業で習ったことは、できるだけ早く復習する。 
    15  授業中はいつも集中している。 
    16  授業で出された宿題は、できるだけ早くやるようにしている。 
    17  実験や実技の授業では、人に任せないで自分から進んでやる。 
    18  授業でわからないことが残ったときには、休み時間や放課後に先生や友達に聞くようにしている。 
    19  授業の復習をするとき、問題集などで力だめしをしている。 
    20  教科書や参考書を読んでわからないときには、辞書で調べたり、人に聞いたりする。 
    21  教科書や参考書を読んだあとで、どこが重要かを考えるようにしている。 
    22  参考書や問題集などで勉強するときには、教科書のどの内容と関係があるかを確認するようにしている。 
   23  重要なところに線を引いたり、印を付けたりする。 
    24  図や表をかくとき、できるだけきちんとかいている。 
    25  ノートにまとめるときには、自分なりの工夫をしている。 
    26  必要なことを覚えようとするとき、どんな意味か、どこが大切かを考える。 
    27  年代、地名、人名などを覚えるとき、覚えやすいように工夫する。 
    28  覚えるときには、要点をまとめたり、関連することをまとめたりする。 
    29  一度覚えたことでも、もう一度復習する。 
    30  問題を解くときには、前に勉強したことを思い出して応用するようにしている。 
    31  問題が解けないときには、すぐあきらめないで、いろいろと考えてみる。 
    32  難しい問題が解けたときには、もう一度、解き方を見直してみる。 
    33  学期末やまとめのテストのときには、計画を立てて準備する。 
    34  いつテストをされてもよいように、ふだんから勉強したことをまとめている。 
    35  テストの前には、友達と問題を出し合って、力だめしをしている。 

     36  テストの準備をするときには、○×で覚えるのではなく、いつも文章で答えを 書くつもりできちんと覚え
るようにしている。 

    37  テストで答えを書き終わったときには、必ず見直す。 
    38  テストが返されたとき、得点だけでなく、どこがまちがっているかを調べる。 
    39  テストでできなかった問題について、あとで解き方を知りたいと思う。 
    40  困ったときに、相談できる先生がいる。 
    41  友達が勉強でわからないでいるとき、知っていることは教えてあげる。 
    42  勉強のことで、友達と励まし合ったり、協力しあったりすることがある。 
    43  クラスの人からたよりにされていると思う。 
    44  自分の思ったことや考えたことを発表したとき、クラスの人はひやかさないで聞いてくれる。 
    45  家にいると気持ちがおちつく。 
    46  家の人と将来のことについて話をする。 
    47  勉強していると、家の人は励ましてくれる。 
    48  家の人は自分の話を聞いてくれる。 
    49  家の人に、学校でどんな勉強をしているかを聞かれる。 
   50  家の人が勉強のことをうるさく言うので、勉強するのが嫌になることがある。 
    51  一度やりかけたことは、少しくらいつらくてもやりとげる。 
    52  学校に出かけるとき、忘れ物をしないように自分でよく確かめる。 
    53  自分が、何を勉強しなければならないのか、よくわかっている。 
    54  がんばれば成績はよくなると思う。 
    55  勉強しようとしたときには、すぐにとりかかれる。 
    56  うまくいかなかったときには、なぜうまくいかなかったのかをよく考える。 
    57  やる気になれば、たいていのことはみんなと同じようにできると思う。 
    58  何かを決めるとき、それがよいか悪いかをよく考えてから決めている。 
    59  勉強の中で、自分の得意なこと・苦手なことがわかっている。 
    60  苦手な教科でも、がんばればよい成績がとれるようになると思う。 
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    61  まわりのことに気をとられて、勉強に集中できないことがよくある。 
    62  授業が終わった後で、授業の内容がよく理解できたかどうかを、ふりかえってみる。 
    63  難しい勉強だと思っても、最後までがんばる。 
    64  行動をする前に、よく考えてみるほうである。 
    65  数学や理科の問題をまちがえたとき、なぜまちがえたかをよく考える。 
    66  私の希望は、将来実現できると思う。 
    67  やりたいことを先にやってしまって、大切なことができなくなってしまうことがある。 
    68  勉強するときに、どんな順序や方法でしようかと考える。 
    69  勉強しているときに、ぼんやりしてしまって時間が過ぎてしまうことがある。 
    70  ひととおり勉強した後で、勉強した内容がよくわかったかどうかを、ふりかえってみる。 
    71  人に言われないとなかなか勉強しない。 
    72  目標を高くもって、がんばっている。 

     73  授業中、ぼんやりしてしまうことがある。 
    74  目標を実現するためには、できるだけ努力しようと思う。 
    75  すぐにあきらめてしまうことが多い。 

     76  自分のもっている力を、できるだけ伸ばしたいと思う。 
 
 

テストで 70 点とりました。次のテストでは何点とれれば自分としてはよいと思いますか。 

 

      テストで悪い点をとってしまいました。そのとき、あなたならどのように考えますか。 

 

「勉強するのは、どうしてですか」と聞かれたら、あなたは何と答えますか。 
 

次の中で、あなたがこれからもう少し力を入れて、がんばりたいと思っている教科はなんです
か。 

 
      次の中で、悩んでいるものがあれば選んでください。 
     １  授業がよくわからない   ２ どうしても好きになれない教科がある  
     ３  勉強のしかたがわからない   ４ 自分の計画通りに勉強が進められない  
     ５  勉強と部活の両立ができない  ６ いろいろなことを相談できる友人がいない  
     ７  毎日が楽しくない          ８ 体力や健康に自信がない  

 

     あなたは、中学校を卒業してから、どのような進路を考えていますか。    

   ア 高校へ行き、卒業したら仕事に就きたい     

    イ 高校へ行き、その後、大学・短大・専門学校などへ進学したい    

    ウ 中学校を卒業したら、すぐに仕事に就きたい 

    エ 卒業後の進路について、迷っている     

    オ 進路について、特に考えたことがない  

   １ 学校に行くのは楽しいですか。  

  ２ 学校に行く前に、朝ごはんはたべていますか。  

  ３ 家では、平日（休みを除いた普通の日） に、毎日何時間くらい勉強しますか。 

  ４ 学習塾または家庭教師から勉強の指導を受けていますか。  
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

59



■ 表の見方について 

  ・すべての数値は３地区の計をもとにしたものである。 

  ・統計的な検証を根拠とし、多い、少ないを判定して、△▼をつけている。 

   △：多い、▼：少ない 

■ 検査結果の見方について 

  ns ：統計的に有意でない。 

  + ：統計的に有意である。但し有意ではない可能性が最大10％程度まである。 

  * ：統計的に有意である。但し有意ではない可能性が最大5％程度まである。 

  ** ：統計的に有意である。但し有意ではない可能性が最大1％程度まである。 

 

(1) AAI標準得点（偏差値） 

  ※「学習場面への適応の状況を概観できる総合的な指標」 

   ※５段階（５．大変よい、４．よい、３．ふつう、２.もう少し、１．がんばろう）の度数分布に関し、χ2 

    （カイ二乗）検定を用いて分析した。 

  ＜中学１年生＞ 

  ・（異なる生徒群間の比較：H20, H21, H22の各中学１年生の比較） 

 

 

 

 

 

 

 ＜中学２年生＞ 
・ （異なる生徒群間の比較：H19～H23の各中学２年生の比較） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  ＜中学３年生＞ 

・ （異なる生徒群間の比較：H19～H23の各中学３年生の比較） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・（同一生徒群の中学１年時からの変化の分析） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 4 3 2 1 検定結果

平成20年度 3 21 37 21 2

平成21年度 2 26 29 7 3

平成22年度 2 17 15 9 3

度数
(人)

ns

段階

5 4 3 2 1 検定結果

平成19年度 4 30 26 14 1

平成20年度 8 24 19 20 2

平成21年度 4 24 33 △23 2

平成22年度 6 30 26 ▼3 2

平成23年度 5 19 11 7 3

段階

度数
(人)

*

5 4 3 2 1 検定結果

平成19年度 4 40 26 13 8

平成20年度 ▼2 17 △35 11 6

平成21年度 △14 27 ▼19 11 2

平成22年度 4 27 30 19 4

平成23年度 5 31 22 5 3

段階

度数
(人)

**

5 4 3 2 1 検定結果

平成20年度中学1年生 3 21 37 21 2

平成21年度中学2年生 4 24 33 23 2

平成22年度中学3年生 4 27 30 19 4

5 4 3 2 1 検定結果

平成21年度中学1年生 2 26 29 7 3

平成22年度中学2年生 6 30 26 3 2

平成23年度中学3年生 5 31 22 5 3

段階

度数
(人)

ns

段階

度数
(人)

ns

60



(2) 学習の要因（各分野ごとの傾向） 
  ※５段階（５．大変よい、４．よい、３．ふつう、２.もう少し、１．がんばろう）の度数分布に関し、χ2 

    検定を用いて分析した。 

  ※同一生徒群の中学１年時からの変化の分析  
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 4 3 2 1 検定結果 5 4 3 2 1 検定結果

平成20年度中学1年生 6 18 37 19 4 平成21年度中学1年生 4 ▼14 △30 △18 2

平成21年度中学2年生 6 23 28 27 2 平成22年度中学2年生 8 △38 ▼12 8 1

平成22年度中学3年生 5 23 32 20 4 平成23年度中学3年生 6 26 25 ▼4 5

平成20年度中学1年生 7 10 35 27 5 平成21年度中学1年生 3 ▼13 △34 16 2

平成21年度中学2年生 7 17 33 24 5 平成22年度中学2年生 6 15 30 12 4

平成22年度中学3年生 4 24 29 22 5 平成23年度中学3年生 5 △29 ▼17 13 2

平成20年度中学1年生 2 17 34 28 3 平成21年度中学1年生 2 20 26 18 2

平成21年度中学2年生 5 23 34 22 2 平成22年度中学2年生 3 25 △33 ▼6 0

平成22年度中学3年生 4 26 24 25 5 平成23年度中学3年生 5 27 ▼19 14 1

平成20年度中学1年生 4 21 23 28 8 平成21年度中学1年生 4 24 20 17 2

平成21年度中学2年生 5 14 35 24 8 平成22年度中学2年生 7 17 30 10 3

平成22年度中学3年生 7 18 29 21 9 平成23年度中学3年生 8 20 26 8 4

平成20年度中学1年生 7 19 27 27 4 平成21年度中学1年生 2 19 29 16 2

平成21年度中学2年生 8 19 30 28 1 平成22年度中学2年生 3 22 31 8 3

平成22年度中学3年生 2 22 32 24 4 平成23年度中学3年生 4 23 26 9 4

平成20年度中学1年生 6 21 29 25 3 平成21年度中学1年生 5 21 25 15 2

平成21年度中学2年生 11 19 38 18 0 平成22年度中学2年生 6 37 16 6 2

平成22年度中学3年生 5 25 33 18 3 平成23年度中学3年生 8 24 23 8 3

平成20年度中学1年生 6 23 36 16 3 平成21年度中学1年生 12 25 21 8 2

平成21年度中学2年生 11 23 32 16 4 平成22年度中学2年生 19 24 16 7 1

平成22年度中学3年生 6 22 30 19 7 平成23年度中学3年生 11 29 15 9 2

平成20年度中学1年生 7 17 19 △35 6 平成21年度中学1年生 10 17 23 15 3

平成21年度中学2年生 7 18 38 ▼16 7 平成22年度中学2年生 8 20 26 9 4

平成22年度中学3年生 5 24 30 21 4 平成23年度中学3年生 8 20 29 5 4

平成20年度中学1年生 2 25 28 25 4 平成21年度中学1年生 3 17 28 19 1

平成21年度中学2年生 4 23 33 19 7 平成22年度中学2年生 3 25 28 8 3

平成22年度中学3年生 5 13 41 20 5 平成23年度中学3年生 6 16 33 8 3

平成20年度中学1年生 5 14 28 29 8 平成21年度中学1年生 5 17 20 19 7

平成21年度中学2年生 7 18 31 25 5 平成22年度中学2年生 11 18 23 12 3

平成22年度中学3年生 8 11 35 24 6 平成23年度中学3年生 11 17 21 13 4

平成20年度中学1年生 3 20 28 30 3 平成21年度中学1年生 4 19 30 14 1

平成21年度中学2年生 8 22 27 25 4 平成22年度中学2年生 5 26 28 6 2

平成22年度中学3年生 8 26 27 19 4 平成23年度中学3年生 6 23 26 9 2

ns

度数(人)

**

*

+

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

⑪
メタ認知
（ふりかえる力）

ns

⑨ 自己効力感 ns

⑩ 自己統制 ns

⑦ 学校の学習環境 ns

⑧ 家庭の学習環境 *

⑤ 覚え方・考え方 ns

⑥ テストの受け方 ns

③ 授業の受け方 ns

④ 本の読み方 ns

度数(人)

ns学習の意欲①

② 計画性 ns
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(3) 学習指導上の参考となる項目 
※４段階（１．大変よい、２．よい、３．もう少し、４．がんばろう）の度数分布を、χ2検定を用いて全国
の分布と比較した。 

 ＜中学１年生＞ 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜中学２年生＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 検定結果

３地区(％) △35 48 ▼17 ▼0

全国(％) ▼16 46 △32 △6

３地区(％) 22 37 24 17

全国(％) 18 33 37 12

３地区(％) 43 35 15 7

全国(％) 40 32 22 6

３地区(％) 26 22 35 17

全国(％) 15 30 34 21

３地区(％) 13 37 37 13

全国(％) 16 34 37 13

３地区(％) 46 30 15 9

全国(％) 37 33 23 7

３地区(％) 15 39 33 13

全国(％) 14 36 40 10

３地区(％) ▼13 △50 22 15

全国(％) △27 ▼36 27 10

３地区(％) 65 30 ▼2 2

全国(％) 53 32 △11 4

３地区(％) 9 35 35 22

全国(％) 11 33 41 15

平成２２年度

⑨ 答案の間違いを調べる +

⑩ 学習内容をふりかえる ns

⑦ 要点や関連を考えて記憶 ns

⑧ テスト前に計画を立てる *

⑥ ノートの工夫 ns

③ 宿題は早くやる ns

④ 先生や友達に聞く ns

**自分で進んで勉強する①

② 目標目指して勉強する ns

⑤ 教科書の重要事項を考察 ns

1 2 3 4 検定結果 1 2 3 4 検定結果

３地区(％) △28 △51 ▼18 ▼3 △22 △49 ▼29 ▼0

全国(％) ▼8 ▼35 △45 △12 ▼8 ▼35 △45 △12

３地区(％) 9 40 43 7 13 38 31 18

全国(％) 14 32 42 12 14 32 42 12

３地区(％) △37 45 ▼15 ▼3 29 38 29 4

全国(％) ▼23 35 △32 △10 23 35 32 10

３地区(％) 9 37 42 ▼12 △24 36 31 ▼9

全国(％) 11 26 39 △24 ▼11 26 39 △24

３地区(％) 16 42 33 7 20 42 24 13

全国(％) 16 34 37 13 16 34 37 13

３地区(％) 30 43 21 6 33 40 20 7

全国(％) 33 35 25 7 33 35 25 7

３地区(％) 13 37 42 7 13 42 29 16

全国(％) 14 34 40 12 14 34 40 12

３地区(％) 16 36 39 9 11 41 30 18

全国(％) 19 33 33 15 19 33 33 15

３地区(％) △60 28 10 ▼1 △64 27 ▼4 4

全国(％) ▼40 36 16 △8 ▼40 36 △16 8

３地区(％) 4 31 52 12 9 20 49 22

全国(％) 10 30 44 16 10 30 44 16

ns

ns

ns

**

ns

平成２３年度

**

ns

ns

**

ns

⑨ 答案の間違いを調べる *

⑩ 学習内容をふりかえる ns

⑦ 要点や関連を考えて記憶 ns

⑧ テスト前に計画を立てる ns

⑤ 教科書の重要事項を考察 ns

⑥ ノートの工夫 ns

③ 宿題は早くやる **

④ 先生や友達に聞く +

① 自分で進んで勉強する **

② 目標目指して勉強する ns

平成２２年度
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  ＜中学３年生＞ 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 悩み 

※同一生徒群の中学１年時からの変化の分析  
 ＜中学３年生＞ 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 検定結果 1 2 3 4 検定結果

３地区(％) △20 43 ▼30 7 △24 44 ▼26 6

全国(％) ▼8 36 △45 11 ▼8 36 △45 11

３地区(％) 12 40 37 12 8 △59 27 6

全国(％) 16 34 40 10 16 ▼34 40 10

３地区(％) 22 47 28 4 26 50 21 3

全国(％) 26 38 28 8 26 38 28 8

３地区(％) 8 33 46 14 17 35 41 ▼8

全国(％) 12 28 40 20 12 28 40 △20

３地区(％) 14 33 39 16 21 39 33 6

全国(％) 14 37 37 12 14 37 37 12

３地区(％) 34 35 28 5 36 38 21 5

全国(％) 32 36 26 6 32 36 26 6

３地区(％) 11 45 35 11 23 36 33 8

全国(％) 15 36 38 11 15 36 38 11

３地区(％) 12 29 43 17 11 41 36 12

全国(％) 12 32 39 17 12 32 39 17

３地区(％) 45 39 12 6 48 35 11 6

全国(％) 38 37 18 7 38 37 18 7

３地区(％) 10 36 37 18 2 38 45 15

全国(％) 9 33 43 15 9 33 43 15

平成２２年度 平成２３年度

ns

ns

ns

**

ns

+

ns

ns

ns

**

⑨ 答案の間違いを調べる ns

⑩ 学習内容をふりかえる ns

⑦ 要点や関連を考えて記憶 ns

⑧ テスト前に計画を立てる ns

⑤ 教科書の重要事項を考察 ns

⑥ ノートの工夫 ns

③ 宿題は早くやる ns

④ 先生や友達に聞く ns

① 自分で進んで勉強する *

② 目標目指して勉強する ns

はい(人) いいえ(人) 検定結果 はい(人) いいえ(人) 検定結果

平成20年度中学1年生 24 60 平成21年度中学1年生 6 62

平成21年度中学2年生 23 63 平成22年度中学2年生 7 60

平成22年度中学3年生 24 60 平成23年度中学3年生 7 59

平成20年度中学1年生 51 33 平成21年度中学1年生 30 38

平成21年度中学2年生 50 36 平成22年度中学2年生 ▼20 △47

平成22年度中学3年生 46 38 平成23年度中学3年生 33 33

平成20年度中学1年生 ▼22 △62 平成21年度中学1年生 11 57

平成21年度中学2年生 35 51 平成22年度中学2年生 15 52

平成22年度中学3年生 37 47 平成23年度中学3年生 19 47

平成20年度中学1年生 20 64 平成21年度中学1年生 14 54

平成21年度中学2年生 20 66 平成22年度中学2年生 16 51

平成22年度中学3年生 27 57 平成23年度中学3年生 18 48

平成20年度中学1年生 16 68 平成21年度中学1年生 16 52

平成21年度中学2年生 19 67 平成22年度中学2年生 15 52

平成22年度中学3年生 ▼8 △76 平成23年度中学3年生 ▼5 △61

平成20年度中学1年生 5 79 平成21年度中学1年生 5 63

平成21年度中学2年生 10 76 平成22年度中学2年生 5 62

平成22年度中学3年生 6 78 平成23年度中学3年生 ▼0 △66

平成20年度中学1年生 12 72 平成21年度中学1年生 4 64

平成21年度中学2年生 11 75 平成22年度中学2年生 3 64

平成22年度中学3年生 13 71 平成23年度中学3年生 3 63

平成20年度中学1年生 22 62 平成21年度中学1年生 9 59

平成21年度中学2年生 13 73 平成22年度中学2年生 11 56

平成22年度中学3年生 14 70 平成23年度中学3年生 10 56

+

ns

ns

ns

ns

*

ns

+

ns

ns

ns

ns

ns

+

ns

*

⑦ 毎日が楽しくない

⑧ 体力や健康に自信がない

④ 勉強が計画通り進まない

⑤ 勉強と部活動の両立

⑥ 相談できる友人がいない

① 授業がわからない

② 好きでない教科がある

③ 勉強方がわからない
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(5) 学習の目的 
※同一生徒群の中学１年時からの変化の分析。 

 ＜中学３年生＞ 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6) 生活のようす 
  ①「学校へ行くのは楽しいですか」 
    ※４段階（下記）の度数分布を、χ2検定を用いて全国の分布と比較した。 

      1. とてもそう思う  2. そう思う  3. そう思わない  4. まったくそう思わない 
  ②「学校に行く前に、朝ごはんを食べていますか」 
    ※４段階（下記）の度数分布を、χ2検定を用いて全国の分布と比較した。 
      1. いつも食べている  2. だいたい食べている  3. あまり食べない  4. まったく食べない  
  ③「家では、平日に毎日何時間くらい勉強しますか」 
   ※５段階（下記）の度数分布を、χ2検定を用いて全国の分布と比較した。 
       1. しない  2. ３０分未満  3. ３０分以上１時間未満  4. １時間以上２時間未満 
       5. ２時間以上 
  ④「学習塾または家庭教師の指導を週に何回受けていますか」 
   ※４段階（下記）の度数分布を、χ2検定を用いて全国の分布と比較した。 
       1. 受けていない  2. １週間に１～２回  3. １週間に３～４回  4. １週間に５回以上 
 
 ＜中学１年生＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はい(人) いいえ(人) 検定結果 はい(人) いいえ(人) 検定結果

平成20年度中学1年生 7 77 平成21年度中学1年生 4 64

平成21年度中学2年生 10 76 平成22年度中学2年生 8 59

平成22年度中学3年生 5 79 平成23年度中学3年生 5 61

平成20年度中学1年生 △43 ▼41 平成21年度中学1年生 30 38

平成21年度中学2年生 ▼28 △58 平成22年度中学2年生 26 41

平成22年度中学3年生 34 50 平成23年度中学3年生 30 36

平成20年度中学1年生 15 69 平成21年度中学1年生 4 64

平成21年度中学2年生 17 69 平成22年度中学2年生 7 60

平成22年度中学3年生 12 72 平成23年度中学3年生 5 61

平成20年度中学1年生 ▼14 △70 平成21年度中学1年生 21 47

平成21年度中学2年生 35 51 平成22年度中学2年生 24 43

平成22年度中学3年生 △35 ▼49 平成23年度中学3年生 20 46

平成20年度中学1年生 33 51 平成21年度中学1年生 44 24

平成21年度中学2年生 40 46 平成22年度中学2年生 36 31

平成22年度中学3年生 37 47 平成23年度中学3年生 40 26

平成20年度中学1年生 19 65 平成21年度中学1年生 15 53

平成21年度中学2年生 15 71 平成22年度中学2年生 14 53

平成22年度中学3年生 20 64 平成23年度中学3年生 16 50

平成20年度中学1年生 22 62 平成21年度中学1年生 10 58

平成21年度中学2年生 16 70 平成22年度中学2年生 13 54

平成22年度中学3年生 17 67 平成23年度中学3年生 11 55

平成20年度中学1年生 △14 ▼70 平成21年度中学1年生 7 61

平成21年度中学2年生 9 77 平成22年度中学2年生 4 63

平成22年度中学3年生 ▼4 △80 平成23年度中学3年生 4 62

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

⑦ いい点数を取りたい ns

⑧ 友人に負けたくない *

⑤ 将来、役に立つ ns

⑥ 良い成績を取りたい ns

③ 問題が解けたときの嬉しさ ns

④ 希望進路実現 **

① 知識が増えて楽しい ns

② 能力を伸ばせる *

1 2 3 4 5 検定結果

３地区(％) ▼28 △52 17 2 ／

全国(％) △47 ▼34 13 6 ／

３地区(％) 83 17 ▼0 0 ／

全国(％) 83 9 △5 3 ／

３地区(％) ▼0 ▼0 20 △65 15

全国(％) △4 △10 28 ▼41 17

３地区(％) △91 ▼7 ▼2 0 ／

全国(％) ▼60 △29 △10 1 ／

平成２２年度

③ 平日の家庭学習時間 **

④ 通塾・家庭教師状況 **

① 学校に行くのが楽しい **

② 朝食を摂る **
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 ＜中学２年生＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜中学３年生＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(7) その他 

※同一生徒群の中学１年時からの変化の分析。 
 

1 2 3 4 5 検定結果 1 2 3 4 5 検定結果

３地区(％) 28 △57 ▼7 7 ／ 29 44 20 7 ／

全国(％) 40 ▼35 △17 8 ／ 40 35 17 8 ／

３地区(％) △91 6 1 1 ／ △91 7 2 ▼0 ／

全国(％) ▼78 12 6 4 ／ ▼78 12 6 △4 ／

３地区(％) ▼0 ▼3 12 △55 △30 ▼0 ▼2 16 △62 △20

全国(％) △17 △24 18 ▼31 ▼10 △17 △24 18 ▼31 ▼10

３地区(％) △97 ▼1 ▼0 1 ／ △93 ▼4 ▼0 2 ／

全国(％) ▼49 △36 △14 1 ／ ▼49 △36 △14 1 ／

平成２２年度 平成２３年度

ns

*

**

**④

学校に行くのが楽しい *

朝食を摂る +

平日の家庭学習時間 **

通塾・家庭教師状況 **

①

②

③

1 2 3 4 5 検定結果 1 2 3 4 5 検定結果

３地区(％) ▼19 45 29 7 ／ ▼23 △65 ▼8 5 ／

全国(％) △36 37 19 8 ／ △36 ▼37 △19 8 ／

３地区(％) 81 10 5 5 ／ △89 6 2 3 ／

全国(％) 76 12 7 5 ／ ▼76 12 7 5 ／

３地区(％) ▼4 11 19 △43 △24 ▼3 ▼3 ▼6 △53 △35

全国(％) △13 18 30 ▼29 ▼10 △13 △18 △30 ▼29 ▼10

３地区(％) △89 ▼10 ▼1 0 ／ △100 ▼0 ▼0 0 ／

全国(％) ▼38 △32 △28 2 ／ ▼38 △32 △28 2 ／

平成２２年度 平成２３年度

**

*

**

**

③ 平日の家庭学習時間 **

④ 通塾・家庭教師状況 **

① 学校に行くのが楽しい *

② 朝食を摂る ns

1 2 3 4 検定結果 1 2 3 4 検定結果

平成20年度中学1年生 27 40 17 ／ 平成21年度中学1年生 18 42 8 ／

平成21年度中学2年生 17 44 25 ／ 平成22年度中学2年生 18 39 10 ／

平成22年度中学3年生 17 43 24 ／ 平成23年度中学3年生 18 36 12 ／

平成20年度中学1年生 9 65 8 1 平成21年度中学1年生 6 58 4 0

平成21年度中学2年生 17 65 4 0 平成22年度中学2年生 9 55 2 1

平成22年度中学3年生 11 68 4 0 平成23年度中学3年生 6 54 5 0

平成20年度中学1年生 15 44 25 ／ 平成21年度中学1年生 11 35 22 ／

平成21年度中学2年生 17 52 17 ／ 平成22年度中学2年生 6 42 19 ／

平成22年度中学3年生 14 55 15 ／ 平成23年度中学3年生 5 47 14 ／

③ 学習スタイル ns

度数(人)

ns

ns

ns

度数(人)

① 学習面で自分に厳しいか ns

② 努力欠如の認識 ns
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②ＣＲＴ－Ⅱ 

 ■学習指導要領に準拠した絶対評価法による標準学力検査。 

 ■仮説①【学習の基礎基本の定着】を検証。 

 ■平成 19年度は小学５年生・中学１年生、平成 20年度は小学６年生・中学２年生 

   平成 21年度は中学１年生・中学３年生、平成 22年度は中学２年生、平成２３年度は中学３年生  

  を対象に実施。 

 ■表の見方について 

  ・すべての数値は３地区を合わせたものである。 

  ・統計的な検証を根拠とし、多い、少ないを判定して、△▼をつけている。 

   △：多い、▼：少ない 

 
 ■検定結果の見方について 

  ns：統計的に有意ではない。 

  + ：統計的に有意である。但し有意ではない可能性が最大 10％程度まである。 

  * ：統計的に有意である。但し有意ではない可能性が最大 5％程度まである。 

  **：統計的に有意である。但し有意ではない可能性が最大 1％程度まである。 

   
＜小学生＞ 

 ●全観点評定分布 

 

 

 

 

 

 

 ●観点別学習状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数の全観点評定の分布と検定結果（３地区）

評定段階 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

３地区(％) 60 31 9 60 35 5

全国(％) 61 29 10 61 29 10
ns

平成１９年度（５年生）

ns

平成２０年度（６年生）

小学生・算数の各観点別学習状況の分布と検定結果（３地区）

Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

３地区(％) 87 10 3 71 23 6

全国(％) 79 15 6 75 18 7

３地区(％) 50 22 28 32 37 31

全国(％) 42 27 31 31 35 34

３地区(％) 59 29 12 74 15 11

全国(％) 60 25 15 67 20 13

３地区(％) 81 9 10 66 28 6

全国(％) 77 15 8 64 25 11

ns

ns

ns

ns

平成２０年度（６年生）

数量や図形についての知識・理解

平成１９年度（５年生）

ns

学習状況

ns

ns

ns

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての表現・処理
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＜中学生＞ （平成 19年度～平成 21年度） 

 ●全観点評定分布（数学）（全国との比較） 

  

 

 

 
 
 

（３年間の比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●観点別学習状況（数学）（全国との比較） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３年間の比較） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

数学の全観点評定の分布と検定結果（３地区）

評定段階 5 4 3 2 1 検定結果 5 4 3 2 1 検定結果 5 4 3 2 1 検定結果

３地区(％) ▼5 20 49 24 1 10 19 51 19 1 21 36 30 12 1

全国(％) △14 27 38 16 5 13 25 38 18 6 25 27 28 14 6

平成１９年度（中学１年生） 平成２０年度（中学２年生）

＊ ns

平成２１年度（中学３年生）

ns

数学の全観点評定の分布と検定結果（３地区）

評定段階 年度（学年) 5 4 3 2 1 検定結果

H19(中学1年生) ▼4 15 △40 14 1

H20(中学2年生) 7 13 36 13 1

H21(中学3年生) △15 △26 22 9 1

度数（人）

＊
数学
(人)

中学生・数学の各観点別学習状況の分布と検定結果（３地区）

Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

３地区(％) 47 38 15 50 29 21 △68 ▼18 14

全国(％) 54 33 12 45 35 20 ▼53 △31 16

３地区(％) 22 38 41 ▼11 29 △60 40 33 27

全国(％) 32 33 35 △22 32 ▼46 40 26 35

３地区(％) 42 24 34 57 30 13 67 14 19

全国(％) 43 32 26 57 24 19 62 16 21

３地区(％) 39 41 20 46 41 13 48 38 14

全国(％) 49 34 17 46 32 22 52 30 18

平成２１年度（中学３年生）

+

ns

ns

ns
数量、図形などについての
知識・理解

ns ns

数学的な表現・処理 ns ns

学習状況
平成１９年度（中学１年生） 平成２０年度（中学２年生）

数学への関心・意欲・態度 ns ns

数学的な考え方 ns +

数学の観点別学習状況の分布と検定結果（３地区）

学習状況 年度（学年） Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

H19(中学1年生) ▼35 △28 11

H20(中学2年生) 35 20 15

H21(中学3年生) △50 ▼13 10

H19(中学1年生) 16 28 30

H20(中学2年生) ▼8 20 △42

H21(中学3年生) △29 24 ▼20

H19(中学1年生) ▼31 18 △25

H20(中学2年生) 40 △21 ▼9

H21(中学3年生) △49 10 ▼14

H19(中学1年生) 29 30 15

H20(中学2年生) 32 29 9

H21(中学3年生) 35 28 10

度数（人）

数量、図形などについての
知識・理解

*

**

**

ns

数学への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数学的な表現・処理
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●全観点評定分布（英語）（全国との比較） 

   

 

 

 
 
 
（３年間の比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●観点別学習状況（英語）（全国との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３年間の比較） 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語の全観点評定の分布と検定結果（３地区）

評定段階 5 4 3 2 1 検定結果 5 4 3 2 1 検定結果 5 4 3 2 1 検定結果

３地区(％) 14 31 42 12 1 23 26 43 6 1 15 26 △48 10 1

全国(％) 20 35 31 12 3 22 29 33 13 3 18 27 ▼33 17 6
ns ns ＋

平成１９年度（中学１年生） 平成２０年度（中学２年生） 平成２１年度（中学３年生）

英語の全観点評定の分布と検定結果（３地区）

評定段階 年度（学年) 5 4 3 2 1 検定結果

H19(中学1年生) 10 23 31 9 1

H20(中学2年生) 16 18 30 4 1

H21(中学3年生) 11 19 35 7 1

度数（人）

英語 ns

中学生・英語の各観点別学習状況の分布と検定結果（３地区）

Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

３地区(％) 53 26 22 70 23 7 66 23 11

全国(％) 51 34 15 66 24 11 55 28 16

３地区(％) ▼36 △35 28 ▼32 △51 17 29 △43 29

全国(％) △55 ▼21 23 △46 ▼31 23 39 ▼24 37

３地区(％) 65 19 16 61 30 9 51 △36 13

全国(％) 65 22 13 63 24 13 56 ▼23 21

３地区(％) 42 41 18 51 26 23 51 23 26

全国(％) 45 36 18 43 25 33 41 29 30

平成２１年度（中学３年生）

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

ns ns ns

学習状況
平成１９年度（中学１年生） 平成２０年度（中学２年生）

言語や文化についての
知識・理解

ns ns ns

表現の能力 * * ns

理解の能力 ns ns +

英語の観点別学習状況の分布と検定結果（３地区）

学習状況 年度（学年） Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

H19(中学1年生) 39 19 16

H20(中学2年生) 48 16 6

H21(中学3年生) 46 16 8

H19(中学1年生) 27 26 11

H20(中学2年生) 26 32 14

H21(中学3年生) ▼20 30 △20

H19(中学1年生) 40 19 15

H20(中学2年生) 43 19 10

H21(中学3年生) 36 25 9

H19(中学1年生) 37 29 8

H20(中学2年生) 33 25 14

H21(中学3年生) 36 16 18

度数（人）

ns

表現の能力 **

理解の能力 ns

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

ns
言語や文化についての
知識・理解
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＜中学生＞（平成 21年度～平成 23年度） 
 ●全観点評定分布（数学）（全国との比較） 
 

 
 

 

 

 

（３年間の比較） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ●観点別学習状況（数学）（全国との比較） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３年間の比較） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学の全観点評定の分布と検定結果（３地区）

評定段階 5 4 3 2 1 検定結果 5 4 3 2 1 検定結果 5 4 3 2 1 検定結果

３地区(％) 11 36 33 17 3 11 30 44 14 2 8 32 40 14 6

全国(％) 14 25 36 19 6 16 22 35 19 7 19 28 32 16 6

平成２１年度（中学１年生） 平成２２年度（中学２年生） 平成２３年度（中学３年生）

ns ns ns

数学の全観点評定の分布と検定結果（３地区）

評定段階 年度（学年) 5 4 3 2 1 検定結果

H21(中学1年生) 7 24 22 11 2

H22(中学2年生) 7 20 29 9 1

H23(中学3年生) 5 21 26 9 4

数学 ns

度数（人）

中学生・数学の各観点別学習状況の分布と検定結果（３地区）

Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

３地区(％) 52 38 11 50 36 14 52 31 17

全国(％) 54 34 12 47 34 19 52 29 18

３地区(％) 38 26 36 20 36 44 22 40 38

全国(％) 30 28 43 24 27 49 35 30 35

３地区(％) 52 26 23 64 26 11 57 26 17

全国(％) 41 29 30 54 27 20 65 19 16

３地区(％) 35 39 26 △70 18 12 34 38 28

全国(％) 44 34 22 ▼52 26 22 39 37 24

学習状況
平成２１年度（中学１年生） 平成２２年度（中学２年生） 平成２３年度（中学３年生）

数学への関心・意欲・態度 ns ns ns

数学的な見方や考え方 ns ns ns

数学的な表現・処理 ns ns ns

数量、図形などについての
知識・理解

ns * ns

数学の観点別学習状況の分布と検定結果（３地区）

学習状況 年度（学年） Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

H21(中学1年生) 34 25 7

H22(中学2年生) 33 24 9

H23(中学3年生) 34 20 11

H21(中学1年生) 25 17 24

H22(中学2年生) 13 24 29

H23(中学3年生) 14 26 25

H21(中学1年生) 34 17 15

H22(中学2年生) 42 17 7

H23(中学3年生) 37 17 11

H21(中学1年生) ▼23 26 17

H22(中学2年生) △46 ▼12 ▼8

H23(中学3年生) ▼22 25 18

数学への関心・意欲・態度 ns

度数（人）

数学的な見方や考え方 ns

数学的な表現・処理 ns

数量、図形などについての
知識・理解

**
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●全観点評定分布（英語）（全国との比較） 
 
 
 
 
 
 
 
（３年間の比較） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

●観点別学習状況（英語）（全国との比較） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３年間の比較） 
 

英語の全観点評定の分布と検定結果（３地区）

評定段階 5 4 3 2 1 検定結果 5 4 3 2 1 検定結果 5 4 3 2 1 検定結果

３地区(％) 12 39 33 15 0 24 29 32 15 0 11 40 32 15 2

全国(％) 18 30 33 14 4 21 28 32 15 5 19 26 33 17 5

平成２１年度（中学１年生） 平成２２年度（中学２年生） 平成２３年度（中学３年生）

ns ns ns

英語の全観点評定の分布と検定結果（３地区）

評定段階 年度（学年) 5 4 3 2 1 検定結果

H21(中学1年生) 8 26 22 10 0

H22(中学2年生) 16 19 21 10 0

H23(中学3年生) 7 26 21 10 1

英語 ns

度数（人）

中学生・英語の各観点別学習状況の分布と検定結果（３地区）

Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果 Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

３地区(％) 47 42 11 59 33 8 58 28 14

全国(％) 50 33 18 61 26 13 57 27 16

３地区(％) 42 27 30 45 30 24 35 29 35

全国(％) 47 23 29 43 28 29 40 22 37

３地区(％) 70 20 11 59 29 12 63 23 14

全国(％) 56 26 18 55 28 17 57 23 21

３地区(％) 52 36 12 44 41 15 46 31 23

全国(％) 46 37 17 37 35 27 43 28 29

学習状況
平成２１年度（中学１年生） 平成２２年度（中学２年生） 平成２３年度（中学３年生）

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

ns ns ns

表現の能力 ns ns ns

理解の能力 ns ns ns

言語や文化についての
知識・理解

ns ns ns

英語の観点別学習状況の分布と検定結果（３地区）

学習状況 年度（学年） Ａ Ｂ Ｃ 検定結果

H21(中学1年生) 31 28 7

H22(中学2年生) 39 22 5

H23(中学3年生) 38 18 9

H21(中学1年生) 28 18 20

H22(中学2年生) 30 20 16

H23(中学3年生) 23 19 23

H21(中学1年生) 46 13 7

H22(中学2年生) 39 19 8

H23(中学3年生) 41 15 9

H21(中学1年生) 34 24 8

H22(中学2年生) 29 27 10

H23(中学3年生) 30 20 15

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

ns

度数（人）

言語や文化についての
知識・理解

ns

表現の能力 ns

理解の能力 ns

70



③hyper－ＱＵ（Ｑ－Ｕ） 

■児童生徒の学級生活での満足度と意欲、学習集団の状態を測定するアンケート。 

■Ｑ－Ｕは「やる気のあるクラスをつくるためのアンケート」と「いごこちのよいクラスにするため 

 のアンケート」で構成。 

■仮説②【基本的な生活習慣の確立】、仮説③【望ましい進路意識の向上（中学生）】、仮説④【豊かな  

 人間性・社会性の育成】を検証 

■平成 19年度は小学１年生から中学３年生、平成 20年度は小学２年生から中学３年生 

 平成 21年度は小学３年生から中学３年生、平成 22年度は小学４年生から中学３年生 

 平成 23年度は小学５年生から中学３年生 

 平成 24年度からは hyper-QUを実施 小学５年生から中学３年生を対象に実施 

 
Ｑ－Ｕ（小１～３年用）質問項目一覧 
＜やる気のあるクラスをつくるためのアンケート＞ 
１ クラスのともだちは、あなたにしんせつにしてくれますか。 
２ クラスの中に、なかのよいともだちがいますか。 
３ こまったときに、はなしをきいてくれるともだちがいますか。 
４ むずかしいもんだいも、すぐにあきらめないでいろいろとかんがえてみますか。 
５ じゅぎょうのときに、じぶんのいけんをはっぴょうするのはすきですか。 
６ べんきょうがもっとできるようになろうとがんばっていますか。 
７ あなたのくらすは、あかるくてたのしいですか。 
８ あなたのクラスは、みんなでなかよくきょうりょくしあっているとおもいますか。 
９ クラスのみんなと、いろいろなことをするのはたのしいですか。 

 
＜いごこちのよいクラスにするためのアンケート＞ 

１ あなたは、うんどうやべんきょうなどで、クラスの人からすごいなといわれることがあります
か。 

２ あなたがしっぱいしたときに、クラスの人ははげましてくれることがありますか。 
３ クラスの中に、あなたのきもちをわかってくれる人がいますか。 

４ あなたがなにかをしようとするとき、クラスの人たちはきょうりょくしてくれるとおもいます
か。 

５ クラスには、いろいろなことにすすんでとりくむ人がいますか。 
６ ともだちは、あなたのはなしをきいてくれますか。 
７ クラスの人に、いやなことをいわれることがありますか。 
８ クラスの人に、らんぼうなことをされることがありますか。 
９ 学校にいきたくないことがありますか。 
10 学校でひとりぼっちでいることがありますか。 
11 あそびのなかまにいれてもらえないことがありますか。 
12 あなたはクラスの人たちから、むしされるようなことがありますか。 

 
Ｑ－Ｕ（小４～６年用）質問項目一覧表 
＜やる気のあるクラスをつくるためのアンケート＞ 
１ あなたのクラスの人たちは、あなたに声をかけてくれたり、親切にしてくれたりしますか。 
２ あなたのクラスには、いい人だなと思う友達や、すごいなと思う友達がいますか。 
３ あなたは、クラスの人から好かれている、仲間だと思われていると思いますか。 
４ 学校で勉強していて、できなかったことができるようになると、うれしいと思いますか。 
５ じゅ業中に、先生のしつ問に答えたり、自分の考えや意見を言うのは好きですか。 
６ よい成績をとったり、もっと勉強ができるようになろうと努力していますか。 
７ あなたのクラスは、明るく楽しい感じがしますか。 
８ あなたのクラスは、みんなでなかよく協力しあっているとおもいますか。 
９ あなたのクラスは、勉強やいろいろな活動に、まとまって取り組んでいると思いますか。 

 
＜いごこちのよいクラスにするためのアンケート＞ 

１  あなたは運動や勉強、係活動や委員会活動、しゅみなどでクラスの人からみとめられる。（すご
いなと思われる）ことがありますか。 

２ あなたが失敗したときに、クラスの人がはげましてくれることがありますか。 
３ クラスの中に、あなたの気持ちをわかってくれる人がいると思いますか。 

４ あなたが何かしようとするとき、クラスの人たちは協力してくれたり、おうえんしてくれたりする
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と思いますか。 
５ あなたのクラスには、いろいろな活動に取り組もうとする人が、たくさんいると思いますか。 

６ あなたが自分の思ったことや考えたことを発表したとき、クラスの人たちはひやかしたりしない
で、しっかり聞いてくれると思いますか。 

７ あなたはクラスの人にいやなことを言われたり、からかわれたりして、つらい思いをすることがあ
りますか。 

８ あなたのクラスの人にぼう力をふるわれるなどして、クラスにいたくないと思うことがあります 
か。 

９ あなたはクラスの人にばかにされるなどして、クラスにいたくないと思うことがありますか。 
10 あなたは休み時間などに、ひとりぼっちでいることがありますか。 

11 あなたはクラスでグループをつくるときなどに、すぐにグループに入れないで、最後のほうまで残
ってしまうことがありますか。 

12 あなたはクラスの人たちから、ムシされているようなことがありますか。 
 
Ｑ－Ｕ（中学校用）質問項目一覧表 
＜やる気のあるクラスをつくるためのアンケート＞ 
１ 学級内には、いろいろな活動やおしゃべりにさそってくれる友人がいる。 
２ 学校内には気軽に話せる友人がいる。 
３ 人と仲よくしたり、友人関係をよくしたりする方法を知っている。 
４ 友人との付き合いは、自分の成長にとって大切だと思う。 
５ 学校の勉強には自分から進んで取り組んでいる。 
６ 学校の勉強の中で、得意な教科や好きな教科がある。 
７ 授業の内容は理解できる。 
８ 学習内容をより深く理解するための、自分なりの学習の仕方がある。 
９ 学校内に自分の悩みを相談できる先生がいる。 
10 学校内には気軽によく話ができる先生がいる。 
11 担任の先生とはうまくいっていると思う。 
12 先生の前でも自分らしくふるまっている。 
13 自分のクラスは仲のよいクラスだと思う。 
14 クラスの中にいると、ほっとしたり、明るい気分になったりする。 
15 クラスの行事に参加したり、活動したりするのは楽しい。 
16 自分もクラスの活動に貢献していると思う。 
17 なりたい職業や興味を持っている職業がある。 
18 自分の将来に夢や希望を持っている。 
19 自分のすすみたい職業の分野について自分から調べている。 
20 進路について仲のよい友人などと話し合うことがある。 

 
＜いごこちのよいクラスにするためのアンケート＞ 
１ 勉強や運動、特技やひょうきんさなどで友人から認められていると思う。 
２ 私はクラスの中で存在感があると思う。 
３ 自分を頼りにしてくれる友人がいる。 
４ 学校やクラスでみんなから注目されるような経験をしたことがある。 
５ 自分の考えがクラスや部全員の意見になることがある。 
６ クラスで行う活動には積極的に取り組んでいる。 
７ 学校内で私を認めてくれる先生がいると思う。 
８ 仲のよいグループの中では中心的なメンバーである。 
９ 自分が何かしようと思ったとき、協力してくれる友人がいる。 
10 学校内に自分の本音や悩みを話せる友人がいる。 
11 クラスの人から無視されるようなことがある。 
12 クラスや部活動でからかわれたり、ばかにされたりするようなことがある。 
13 授業中に発言したり先生の質問に答えたりすると、冷やかされることがある。 
14 クラスメートから耐えられない悪ふざけをされることがある。 
15 クラスで班をつくるときなど、なかなか班に入れず、残ってしまうことがある。 
16 クラスの中で浮いていると感じることがある。 
17 休み時間などに、ひとりでいることが多い。 

18 クラスにいるときや部活をしているとき、まわりの目が気になって不安や緊張を覚えることがあ
る。 

19 学校に行きたくないときがある。私はクラスメートの友人関係についてあまり知らない。 
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hyper-ＱＵ（小４～６年用）質問項目一覧表 
 
＜やる気のあるクラスをつくるためのアンケート＞ 

１ あなたのクラスの人たちは、あなたに声をかけてくれたり、親切にしてくれたりしますか。 

２ あなたのクラスには、いい人だなと思う友達や、すごいなと思う友達がいますか。 

３ あなたは、クラスの人から好かれている、仲間だと思われていると思いますか。 

４ 学校で勉強していて、できなかったことができるようになると、うれしいと思いますか。 

５ じゅ業中に、先生のしつ問に答えたり、自分の考えや意見を言うのは好きですか。 

６ よい成績をとったり、もっと勉強ができるようになろうと努力していますか。 

７ あなたのクラスは、明るく楽しい感じがしますか。 

８ あなたのクラスは、みんなでなかよく協力しあっているとおもいますか。 

９ あなたのクラスは、勉強やいろいろな活動に、まとまって取り組んでいると思いますか。 

 

 

＜いごこちのよいクラスにするためのアンケート＞ 

１ あなたは運動や勉強、係活動や委員会活動、しゅみなどでクラスの人からみとめられる。（すごいなと

思われる）ことがありますか。 

２ あなたが失敗したときに、クラスの人がはげましてくれることがありますか。 

３ クラスの中に、あなたの気持ちをわかってくれる人がいると思いますか。 

４ あなたが何かしようとするとき、クラスの人たちは協力してくれたり、おうえんしてくれたりすると思

いますか。 

５ あなたのクラスには、いろいろな活動に取り組もうとする人が、たくさんいると思いますか。 

６ あなたが自分の思ったことや考えたことを発表したとき、クラスの人たちはひやかしたりしないで、し

っかり聞いてくれると思いますか。 

７ あなたはクラスの人にいやなことを言われたり、からかわれたりして、つらい思いをすることがありま

すか。 

８ あなたのクラスの人にぼう力をふるわれるなどして、クラスにいたくないと思うことがありますか。 

９ あなたはクラスの人にばかにされるなどして、クラスにいたくないと思うことがありますか。 

10 あなたは休み時間などに、ひとりぼっちでいることがありますか。 

11 あなたはクラスでグループをつくるときなどに、すぐにグループに入れないで、最後のほうまで残って

しまうことがありますか。 

12 あなたはクラスの人たちから、ムシされているようなことがありますか。 

 

 

＜ふだんの行動をふりかえるアンケート＞ 

１ 友達の気持ちを考えながら話をしていますか。 

２ 何か失敗をしたときに、「ごめんなさい」と言っていますか。 

３ 友達が話しているときは、その話を最後まで聞いていますか。 

４ みんなで決めたことにはしたがっていますか。 

５ 班活動で友達が一生けん命やって失敗したときは、ゆるしていますか。 

６ 友人が何かうまくしたとき、「じょうずだね」とほめていますか。 

７ 友達との約束は守っていますか。 

８ 何かをたのむときなど、相手にめいわくがかからないか考えていますか。 

９ みんなと同じくらい、話をしていますか。 

10 みんなのためになることは、自分で見つけて実行していますか。 

11 友達が楽しんでいるときに、もっと楽しくなるようにもりあげていますか。 

12 うれしいときは、え顔やガッツポーズなどの身ぶりで気持ちを表していますか。 

13 ほかの人に左右されないで、自分の考えで行動していますか。 

14 自分から友達を遊びにさそっていますか。 

15 係の仕事をするとき、何をどうやったらよいか、意見を言っていますか。 

16 友達の中心になって、何をして遊ぶか、アイディアを出していますか。 
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hyper-ＱＵ（中学校用）質問項目一覧表 
 
＜やる気のあるクラスをつくるためのアンケート＞ 
１ 学級内には、いろいろな活動やおしゃべりにさそってくれる友人がいる。 
２ 学校内には気軽に話せる友人がいる。 
３ 人と仲よくしたり、友人関係をよくしたりする方法を知っている。 
４ 友人との付き合いは、自分の成長にとって大切だと思う。 
５ 学校の勉強には自分から進んで取り組んでいる。 
６ 学校の勉強の中で、得意な教科や好きな教科がある。 
７ 授業の内容は理解できる。 
８ 学習内容をより深く理解するための、自分なりの学習の仕方がある。 
９ 学校内に自分の悩みを相談できる先生がいる。 
10 学校内には気軽によく話ができる先生がいる。 
11 担任の先生とはうまくいっていると思う。 
12 先生の前でも自分らしくふるまっている。 
13 自分のクラスは仲のよいクラスだと思う。 
14 クラスの中にいると、ほっとしたり、明るい気分になったりする。 
15 クラスの行事に参加したり、活動したりするのは楽しい。 
16 自分もクラスの活動に貢献していると思う。 
17 なりたい職業や興味を持っている職業がある。 
18 自分の将来に夢や希望を持っている。 
19 自分のすすみたい職業の分野について自分から調べている。 
20 進路について仲のよい友人などと話し合うことがある。 
 
＜いごこちのよいクラスにするためのアンケート＞ 
１ 勉強や運動、特技やひょうきんさなどで友人から認められていると思う。 
２ 私はクラスの中で存在感があると思う。 
３ 自分を頼りにしてくれる友人がいる。 
４ 学校やクラスでみんなから注目されるような経験をしたことがある。 
５ 自分の考えがクラスや部全員の意見になることがある。 
６ クラスで行う活動には積極的に取り組んでいる。 
７ 学校内で私を認めてくれる先生がいると思う。 
８ 仲のよいグループの中では中心的なメンバーである。 
９ 自分が何かしようと思ったとき、協力してくれる友人がいる。 
10 学校内に自分の本音や悩みを話せる友人がいる。 
11 クラスの人から無視されるようなことがある。 
12 クラスや部活動でからかわれたり、ばかにされたりするようなことがある。 
13 授業中に発言したり先生の質問に答えたりすると、冷やかされることがある。 
14 クラスメートから耐えられない悪ふざけをされることがある。 
15 クラスで班をつくるときなど、なかなか班に入れず、残ってしまうことがある。 
16 クラスの中で浮いていると感じることがある。   
17 休み時間などに、ひとりでいることが多い。 
18 クラスにいるときや部活をしているとき、まわりの目が気になって不安や緊張を覚えることがある。 
19 学校に行きたくないときがある。 
20 私はクラスメートの友人関係についてあまり知らない。 
 
＜日常の行動をふり返るアンケート＞ 
１ 友人が話しているときは、その話を最後まで聞いていますか。 
２ 友人の気持ちを考えながら話をしていますか。 
３ みんなで決めたことには従っていますか。 
４ 自分の係の仕事は、最後までやり遂げていますか。 
５ 班活動で友人が一生懸命やって失敗したときは、許していますか。 
６ 友人との約束は守っていますか。 
７ 友人とケンカをしたときに、自分にも悪いところがないか、考えていますか。 
８ 自分がしてもらいたいことを、友人にしてあげていますか。 
９ 友人が悩みを話してきたら、じっくり聞いてあげていますか。 
10 みんなと同じくらい、話をしていますか。 
11 みんなのためになることは、自分で見つけて実行していますか。 
12 友人が楽しんでいるときに、もっと楽しくなるように盛り上げていますか。 
13 うれしいときは、笑顔やガッツポーズなどの身ぶりで気持ちを表していますか。 
14 わからないことがあるとき、友人や先生に聞いていますか。 
15 自分から友達を遊びに誘っていますか。 
16 係の仕事をするとき、何をどうやったらよいか、意見を言っていますか。 
17 困っているときに、友人に「手伝ってほしい」とお願いしていますか。 
18 ほかの人に左右されないで、自分の考えで行動していますか。 
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＜小学生＞ 
 (1)学校生活意欲「やる気のあるクラスをつくるためのアンケート」 
  ①友人との関係（４段階評価） 
   ※質問項目例：「あなたのクラスの人たちは、あなたに声をかけてくれたり、親切にしてくれた
    りしますか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ②学習意欲（４段階評価） 
   ※質問項目例：「学校で勉強していて、できなかったことができるようになると、うれしいと思
    いますか」 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H19 12 3年 9.7 10.3 2年 10.6 9.8 1年 11.2 11.1

H20 12 4年 9.6 10.8 3年 10.7 9.5 2年 10.8 10.4

H21 12 5年 9.5 10.3 4年 10.1 10.3 3年 10.5 9.9

H22 12 6年 9.8 9.9 5年 10.8 10.7 4年 10.5 10.7

H23 12 6年 10.7 10.6 5年 10.3 10.5
hyper

-QU H24 12 6年 10.2 10.6

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 12 5年 10.1 10.4

H25 12 6年 9.9 10.4 5年 10.6 10.1

H26 12 6年 10.8 10.3 5年 10.9 10.7

H27 12 6年 10.9 10.7 5年 10.8 10.5

H28 12 6年 10.3 10.4

Q-U

hyper

-QU

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H19 12 3年 9.6 11.0 2年 9.2 9.3 1年 9.6 10.7

H20 12 4年 9.6 10.4 3年 9.9 10.4 2年 10.8 10.1

H21 12 5年 10.2 10.8 4年 10.0 9.7 3年 10.2 10.5

H22 12 6年 9.9 10.6 5年 10.7 10.6 4年 10.8 10.4

H23 12 6年 10.2 10.7 5年 10.8 11.0
hyper

-QU H24 12 6年 11.2 10.8

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 12 5年 9.8 10.6

H25 12 6年 10.7 10.6 5年 10.4 10.9

H26 12 6年 11.0 9.8 5年 10.3 10.6

H27 12 6年 10.9 11.1 5年 10.6 11.1

H28 12 6年 11.5 11.6

Q-U

hyper

-QU
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  ③学級の雰囲気（４段階評価） 
   ※質問項目例：「あなたのクラスは、明るく楽しい感じがしますか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2)学級満足度「いごこちのよいクラスにするためのアンケート」 
  ①承認得点（４段階評価） 
   ※質問項目例：「あなたは運動や勉強、係活動や委員会活動、しゅみなどでクラスの人からみ
    とめられる（すごいなと思われる）ことがありますか」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H19 12 3年 9.7 10.3 2年 10.2 9.8 1年 10.8 11.2

H20 12 4年 9.6 10.8 3年 10.4 10.2 2年 11.5 10.9

H21 12 5年 9.5 10.3 4年 10.1 9.9 3年 10.9 11.4

H22 12 6年 9.8 9.9 5年 11.1 10.2 4年 10.7 10.2

H23 12 6年 10.8 11.0 5年 11.0 10.7
hyper

-QU H24 12 6年 11.1 11.3

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 12 5年 9.9 10.4

H25 12 6年 11.1 10.6 5年 10.2 10.1

H26 12 6年 10.7 10.7 5年 11.4 11.3

H27 12 6年 11.1 11.3 5年 10.8 11.1

H28 12 6年 11.8 11.6

Q-U

hyper

-QU

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H19 24 3年 17.8 19.9 2年 17.0 15.8 1年 18.1 20.8

H20 24 4年 17.9 20.5 3年 18.6 18.7 2年 19.7 18.5

H21 24 5年 18.6 20.5 4年 18.6 18.3 3年 19.5 19.7

H22 24 6年 18.8 20.4 5年 20.2 18.8 4年 19.9 19.8

H23 24 6年 20.3 19.0 5年 20.8 20.8
hyper

-QU H24 24 6年 20.7 21.5

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 24 5年 18.6 20.6

H25 24 6年 20.2 20.6 5年 20.4 19.9

H26 24 6年 19.7 20.6 5年 21.4 20.9

H27 24 6年 21.3 21.6 5年 20.2 21.1

H28 24 6年 22.5 21.9

Q-U

hyper

-QU
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②被侵害得点（４段階評価） 
   ※質問項目例：「あなたはクラスの人にいやなことを言われたり、からかわれたりして、つらい 
          思いをすることがありますか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) ソーシャルスキル尺度「ふだんの行動をふりかえるアンケート」 

  ①配慮（４段階評価） 
   ※質問項目例：「あなたは友達の気持ちを考えながら話をしていますか」 
    
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ②かかわり（４段階評価） 
  ※質問項目例：「あなたはクラスのみんなと同じくらい、話をしていますか」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 
 
 
 
 
 
 

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 32 5年 26.3 29.6

H25 32 6年 27.9 29.1 5年 28.0 29.1

H26 32 6年 28.7 30.1 5年 30.1 30.6

H27 32 6年 29.1 30.3 5年 29.4 29.0

H28 32 6年 29.3 30.0

hyper

-QU

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 32 5年 25.2 26.3

H25 32 6年 25.5 26.6 5年 26.5 24.5

H26 32 6年 27.1 27.0 5年 28.8 27.9

H27 32 6年 26.8 26.4 5年 27.3 24.4

H28 32 6年 28.1 25.6

hyper

-QU

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H19 24 3年 12.3 9.5 2年 12.8 11.2 1年 12.4 11.2

H20 24 4年 12.2 10.4 3年 10.1 10.5 2年 10.9 10.0

H21 24 5年 11.3 9.8 4年 9.6 8.6 3年 10.2 9.8

H22 24 6年 10.6 9.1 5年 9.4 8.3 4年 9.8 9.5

H23 24 6年 8.7 9.3 5年 10.4 10.2
hyper

-QU H24 24 6年 8.3 8.7

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 24 5年 11.7 11.2

H25 24 6年 9.0 9.4 5年 9.6 10.7

H26 24 6年 12.0 9.0 5年 8.5 9.5

H27 24 6年 8.5 8.8 5年 9.3 9.7

H28 24 6年 7.4 7.6

hyper

-QU

Q-U
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＜中学生＞ 
 (1)学校生活意欲「やる気のあるクラスをつくるためのアンケート」 
  ①友人との関係（５段階評価） 
   ※質問項目例：「学校内には気軽に話せる友人がいるか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②学習意欲（５段階評価） 
   ※質問項目例：「学校の勉強には自分からすすんで取り組んでいるか」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H20 20 1年 17.6 17.2

H21 20 2年 17.0 16.4 1年 16.9 17.9

H22 20 3年 16.6 16.8 2年 17.2 18.1 1年 18.5 17.9

H23 20 3年 17.1 18.5 2年 16.7 17.3 1年 17.4 17.5

H24 20 3年 18.0 18.2 2年 17.3 18.1

H25 20 3年 16.6 15.1

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 20 1年 17.5 16.9

H25 20 2年 17.6 17.3 1年 18.4 17.1

H26 20 3年 18.2 18.2 2年 18.4 17.7 1年 17.6 18.8

H27 20 3年 18.1 18.5 2年 17.4 17.4

H28 20 3年 17.9 17.7

Q-U

hyper

-QU

hyper

-QU

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H20 20 1年 14.9 15.5

H21 20 2年 13.9 14.0 1年 15.0 15.9

H22 20 3年 13.6 14.1 2年 14.6 15.1 1年 15.0 15.4

H23 20 3年 14.2 15.8 2年 14.3 14.4 1年 14.5 14.7

H24 20 3年 13.2 15.0 2年 15.0 14.0

H25 20 3年 14.0 12.4

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 20 1年 15.4 15.7

H25 20 2年 14.4 15.6 1年 16.7 16.2

H26 20 3年 14.4 16.0 2年 16.6 16.1 1年 15.8 17.6

H27 20 3年 15.5 16.0 2年 14.6 15.7

H28 20 3年 14.1 15.0

Q-U

hyper

-QU

hyper

-QU
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  ③教師との関係（５段階評価） 

※質問項目例：「学校内には気軽によく話ができる先生がいるか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  ④学級との関係（５段階評価） 
   ※質問項目例：「クラスの中にいると、ほっとしたり、明るい気分になったりする」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H20 20 1年 14.6 15.6

H21 20 2年 12.8 13.8 1年 13.7 15.1

H22 20 3年 12.9 13.7 2年 14.6 16.2 1年 14.2 15.8

H23 20 3年 15.0 16.6 2年 15.2 14.2 1年 15.3 15.4

H24 20 3年 13.2 15.4 2年 15.9 15.1

H25 20 3年 15.4 15.5

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 20 1年 15.5 13.1

H25 20 2年 15.7 13.0 1年 17.0 16.2

H26 20 3年 14.6 14.9 2年 16.2 15.8 1年 15.6 16.7

H27 20 3年 15.0 15.8 2年 15.8 14.0

H28 20 3年 15.1 14.8

Q-U

hyper

-QU

hyper

-QU

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H20 20 1年 15.8 15.3

H21 20 2年 14.7 14.5 1年 14.9 16.6

H22 20 3年 14.5 13.6 2年 15.6 16.2 1年 15.7 16.8

H23 20 3年 16.2 17.6 2年 14.7 16.6 1年 16.4 16.3

H24 20 3年 15.2 16.9 2年 16.7 16.2

H25 20 3年 16.7 15.6

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 20 1年 15.9 14.8

H25 20 2年 15.6 15.3 1年 18.2 17.4

H26 20 3年 15.8 15.9 2年 17.4 17.7 1年 17.4 17.8

H27 20 3年 16.4 17.8 2年 16.6 15.8

H28 20 3年 16.9 16.6

Q-U

hyper

-QU

hyper

-QU
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  ⑤進路意識（５段階評価） 
   ※質問項目例：「なりたい職業や興味を持っている職業があるか」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2)学級満足度「いごこちのよいクラスにするためのアンケート」 
  ①承認得点（５段階評価） 

※質問項目例：「勉強や運動などで友人から認められていると思いますか。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H20 20 1年 12.4 14.0

H21 20 2年 12.3 13.8 1年 12.1 14.5

H22 20 3年 13.3 14.7 2年 13.2 15.1 1年 13.9 14.4

H23 20 3年 14.6 16.3 2年 12.1 13.9 1年 13.7 13.5

H24 20 3年 11.9 16.1 2年 14.2 14.8

H25 20 3年 14.7 15.8

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 20 1年 13.0 13.8

H25 20 2年 13.4 13.4 1年 15.6 15.0

H26 20 3年 14.5 16.4 2年 15.4 15.5 1年 14.8 15.9

H27 20 3年 15.6 15.8 2年 13.8 14.8

H28 20 3年 13.2 14.8

hyper

-QU

hyper

-QU

Q-U

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H20 50 1年 35.1 32.9

H21 50 2年 32.1 31.6 1年 33.2 36.9

H22 50 3年 32.4 31.5 2年 34.2 35.9 1年 36.3 34.9

H23 50 3年 34.1 37.7 2年 33.0 36.1 1年 32.3 35.1

H24 50 3年 32.5 37.0 2年 32.8 35.4

H25 50 3年 34.3 34.2

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 50 1年 34.0 34.2

H25 50 2年 35.9 34.9 1年 39.1 37.2

H26 50 3年 37.2 36.1 2年 38.6 38.1 1年 37.2 39.3

H27 50 3年 37.7 38.6 2年 35.4 35.1

H28 50 3年 36.6 35.6

Q-U

hyper

-QU

hyper

-QU
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  ②被侵害得点（５段階評価） 
   ※質問項目例：「クラスの人から無視されるようなことがあるか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) ｿｰｼｬﾙｽｷﾙ尺度「ふだんの行動をふりかえるアンケート」 

  ①配慮（４段階評価） 
   ※質問項目例：「あなたは友達の気持ちを考えながら話をしていますか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ②かかわり（４段階評価） 

   ※質問項目例：「あなたはクラスのみんなと同じくらい、話をしていますか」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H20 50 1年 21.1 22.4

H21 50 2年 20.7 21.5 1年 19.9 16.2

H22 50 3年 20.1 19.0 2年 18.5 17.0 1年 18.3 14.7

H23 50 3年 19.3 14.7 2年 20.6 15.3 1年 21.5 16.2

H24 50 3年 20.8 17.0 2年 20.6 18.1

H25 50 3年 19.0 20.5

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 50 1年 21.0 21.9

H25 50 2年 18.1 20.6 1年 16.0 17.0

H26 50 3年 18.9 18.4 2年 17.1 18.0 1年 16.2 16.1

H27 50 3年 18.0 19.1 2年 16.8 19.7

H28 50 3年 17.9 19.3

hyper

-QU

Q-U

hyper

-QU

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 36 2年 29.8 31.2 1年 30.5 30.5

H25 36 3年 29.7 31.8 2年 30.8 30.9 1年 32.5 32.9

H26 36 3年 31.2 32.3 2年 32.4 33.4 1年 30.8 32.7

H27 36 3年 31.8 34.0 2年 31.4 31.1 1年 32.1 32.7

H28 36 3年 32.0 31.4 2年 31.5 31.9

hyper

-QU

満点 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子 学年 男子 女子

H24 36 2年 27.2 28.4 1年 26.8 27.5

H25 36 3年 26.3 26.8 2年 28.1 27.4 1年 29.8 29.0

H26 36 3年 27.6 28.8 2年 29.8 28.7 1年 28.8 30.3

H27 36 3年 28.6 28.9 2年 28.6 27.9 1年 30.0 29.2

H28 36 3年 28.6 27.5 2年 29.5 29.2

hyper

-QU

81



④進路に関するアンケート 

 ■仮説③【望ましい進路意識の向上】を検証 

 ■高校１年生・高校２年生を対象に調査 

 ■アンケート内容 

  Ⅰ）進路不安・不決断に関する項目（11項目） 

 1 いろいろと考えすぎて、自分に合う進学先（職業）が決まらない。 

 2 進学先（将来の職業）を決めることに対して不安がある。 

 3 進学先（将来の職業）を決めることは自分にとって大きい問題なので不安になる。 

 4 どのようにして進学先（職業）を決めればよいのかわからないので不安である。 

 5 進学先（就職先）を決めることのむずかしさを考えると不安になる。 

 6 いろいろなことに興味があるので、どこを進学先にしたら（どの職業を選んだら）よいのかわからない。 

 7 進学（就職）した後での学校（職業）生活のようすが良くわからないので、進路先（将来の職業）が決ま

らない。 

 8 自分の能力や適性がよくわからないので進学先（将来の職業）が決まらない。 

 9 他の人の意見が色々とあるので、自分に合う進学先（職業）を決めることができない。 

10 進路先を決めるために必要な具体的な情報がないので進学先（将来の職業）が決まらない。 

11 魅力ある進学先（職業）がいくつもあるので、進学先（将来の職業）を決められない。 

  

  Ⅱ）進路決定モラトリアムに関する項目（５項目） 

 1 いままであまり進学（職業）のことを真剣に考えたことがない。 

 2 進学（職業）のことなど考えずに、自分の好きなことに集中していたい。 

 3 進学などせずに（将来、職業につかずに）、自分のすきなことをしていたい。 

 4 将来のことは分からないから、進学先（職業）のことは考えたくない。 

 5 自分のことについても、進学先（職業）のことについても、よくわからないので、進学先（将来の職業）

が決まらない。 

 

  Ⅲ）肯定的自己評価に関する項目（７項目） 

 1 自分の良い面を伸ばそうとしている。 

 2 自分なりの個性を大切にしている。 

 3 自分の個性を素直に受け入れている。 

 4 努力をおしまずに、自分のできることをしている。 

 5 情熱をもって何かに取り組んでいる。 

 6 自分には良いところも悪いところもあると思う。 

 7 自分の夢をかなえようとする意欲がある。 

 

  Ⅳ）自己評価の希求に関する項目（３項目） 

 1 他の人に比べて、自分の能力はどのくらいあるのか知りたい。 

 2 自分には、責任感があるのかを知りたい。 

 3 自分にあった生き方を、教えて欲しい。 
 

各項目を「よくあてはまる」から「全くあてはまらない」の５件法で回答してもらい、これら
に対して、「よくあてはまる」を５点、「全くあてはまらない」を１点とするように得点化した。 
それぞれの因子の点数は以下のようになる。 
Ⅰ）進路不安・不決断に関する項目（11項目）→55点満点 
Ⅱ）進路決定モラトリアムに関する項目（５項目）→25点満点 
Ⅲ）肯定的自己評価に関する項目（７項目）→35点満点 
Ⅳ）自己評価の希求に関する項目（３項目）→15点満点 
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 (1)進路意識尺度（数値は低い方が望ましい）（５点法） 

因子 進路不安・不決断 進路決定ﾓﾗﾄﾘｱﾑ 

学年 高１ 高２ 高１ 高２ 

H19 3.0 3.0 2.5 2.5 

H20 3.2 3.2 2.5 2.5 

H21 3.3 3.2 2.5 2.5 

H22 2.9 3.1 2.2 2.3 

H23 3.3 2.8 2.7 2.1 

H24 2.9 3.1 2.2 2.5 

H25 3.0 3.0 2.7 2.3 

H26 3.3 2.8 2.6 2.3 

 
   

 (2)自己意識尺度（数値は高い方が望ましい）（５点法） 

因子 肯定的自己評価 自己評価の希求 

学年 高１ 高２ 高１ 高２ 

H19 3.5 3.5 3.5 3.5 

H20 3.6 3.7 3.6 3.7 

H21 3.6 3.5 3.7 3.6 

H22 3.7 3.7 3.6 3.9 

H23 3.5 3.7 3.8 3.7 

H24 3.8 3.6 3.6 3.8 

H25 3.4 3.8 3.5 3.6 

H26 3.5 3.8 3.7 3.6 
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⑤悩み等に関するアンケート 

 ■長崎大学作成質問紙。中学１年生、高校１年生を対象に、学校生活上の不安について質問を行うこ 

  とで、中１・高１の入学時の不安を明らかにしようとするアンケート。 

 ■仮説②【基本的な生活習慣の確立】を検証。 

 ■アンケート内容 

①悩みの内容について 
○調査項目について因子分析を行った結果、２つの因子にまとめることができた。  
(a) 身体的反応・集中力の低下に関する項目（９項目） 

1 疲れやすいと感じることがある 

2 体がだるく感じることがある 

3 なにもやる気がしなくなることがある 

4 勉強が手につかなくなることがある 

5 いらいらすることがある 

6 怒りっぽくなることがある 

7 むずかしいことを考えることができなくなることがある 

8 頭が痛くなることがある 

9 一つのことに集中できないことがある 

 

(b)気分に関する項目（５項目） 

 1 悲しい気分になることがある 

2 泣きたい気分になることがある 

3 さみしい気持ちになることがある 

4 暗い気分になることがある 

5 誰かに怒りをぶつけたい気分になることがある 

 
各項目を「よくあてはまる」から「全くあてはまらない」の５件法で回答してもらい、これらに

対して、「よくあてはまる」を５点、「全くあてはまらない」を１点とするように得点化した。 
それぞれの因子の点数は以下のようになる。 

・身体的反応・集中力の低下に関する項目（９項目）→45点満点 
・気分に関する項目（５項目）→25点満点 

 

○ストレス反応得点（数値は低い方が望ましい）（５点法） 

因子 倦怠感・無気力・苛立ち 気分の落ち込み 

学年 中１ 高１ 中１ 高１ 

H19 2.8 3.1 2.4 2.9 

H20 3.2 3.3 3.0 2.9 

H21 2.9 3.0 2.4 2.7 

H22 2.7 2.6 2.6 2.7 

H23 3.0 3.3 2.8 2.9 

H24 2.7 2.8 2.5 2.3 

H25 2.6 3.2 2.3 2.7 

H26 2.6 3.2 2.5 3.1 
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⑥出席状況・問題行動等の発生状況調査  ３地区 

 

■３地区の全児童生徒について、平成 16年度～25年度の「いじめ発生件数」「不登校児童生徒数」

「暴力行為発生件数」「退学者数（高校）」の実態を調査。 

■仮説②【基本的な生活習慣の確立】を検証。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

上表は、平成１６年度から平成 25年度までの調査結果をまとめたものである。 

 「いじめ発生（認知）件数」及び「暴力行為発生件数」は、１校あたりの発生件数を、また「不登校

児童生徒数」は実数を示している。 

 

 

項   目 
学

校 

H16 

年度 

H17 

年度 

H18 

年度 

H19 

年度 

H20 

年度 

H21 

年度 

H22 

年度 

H23 

年度 

H24 

年度 

H25 

年度 

いじめ発生（認知）件数 
※ 国：公立学校１校あたり

の発生（認知）件数の全
国平均 

※ 平成 17 年度までは発生
件数、平成 18 年度から
は認知件数 

小 0 0 0.75 0 0 0 0 0 0 0 

国 0.2 0.2 2.7 2.2 1.8 1.6 1.7 1.5 5.5 5.7 

中 0.33 0 0.33 0.66 0 0 0 0 0 0 

国 1.3 1.2 4.8 4.1 3.5 3.1 3.4 3.0 6.2 5.5 

高 0.33 0.33 1 1 0 0 0 0.67 2 0.33 

国 0.5 0.5 2.3 1.6 1.1 1.0 1.3 1.1 3.1 2.1 

不登校児童生徒数（人） 

※ 年間 30 日以上（ただし
病気やけがによる欠席
を除く） 

※ 国：出現率の全国平均を
３地区の児童生徒数に
乗じて算出 

※ 高校（ ）内は退学者数 

小 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

国 1.38 1.38 1.29 1.20 0.99 0.88 0.84 0.77 0.69 0.69 

中 3 9 5 3 2 2 2 2 1 0 

国 10.59 9.60 8.32 7.33 6.73 6.34 5.43 4.20 3.33 3.28 

高 2(3) 2(4) 3(5) 1(2) 1(4) 1(1) 2(2) 1(0) 2(1) 6(1) 

国 
7.26 

(8) 

6.26 

(8) 

5.94 

(8) 

4.98 

(7) 

4.57 

(5) 

3.61 

(4) 

3.49 

(4) 

3.28 

(3) 

3.25 

(3) 

2.14 

(2) 

暴力行為発生件数 

※ 国：公立学校１校あたり

の発生件数の全国平均 

小 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

国 0.09 0.10 0.17 0.23 0.29 0.32 0.33 0.33 0.39 0.51 

中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.33 

国 2.52 2.52 2.89 3.51 4.10 4.23 4.38 3.82 3.76 3.98 

高 0.33 0 0 0.33 0 0 0 0 0 0 

国 1.45 1.48 1.65 1.83 1.90 1.84 1.96 1.78 1.77 1.52 
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⑦仮説ごとの取組に対する教師の自己評価 

仮説①学習の基礎基本の定着 

【宇久地区】 

取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
○教科時間増 
・小１～４ 国語 
・小３～４ 体育、英語  
・小４～６ 社会 
・中１～３ 国語、数学、英語 
○校種間乗り入れ授業 
・小→小 英語 
・小→中 英語 
・小→高 英語 
・中→小 算数 
・中→高 美術 
・高→小 音楽 
・高→中 国語、家庭 
○つなぎ授業（進学先の学校で授業を受ける） 
・小→中 ２回（ 8時間） 
・中→高 ５回（22時間） 
 出前授業 
・中→小 図画工作、理科 
・中→高 音楽 
・高→小 音楽、理科、宇久実践（情報） 
・高→中 音楽 
○学力向上のための取組 
・小中学力充実検討会、中高学力充実検討会の実施を
踏まえた重点教科における学力向上の手だて設定と
実践 

・家庭学習推進部会を中心とした家庭学習アンケート
を１回、家庭学習時間調査を４回実施 

 
○小学校低学年では、ゆとりを持って、個に応じた指導をする
ことができるので、算数や国語の基礎基本を定着させること
が可能になっている。 

○国語の漢字・語彙指導、数学の発展学習やドリル反復学習、
英語のコミュケーション学習に力を入れることができ、成果
を上げている。 

○phonics を継続的に行ったことで、文字から単語の読みをあ
る程度推測することができるようになった。 

○小学校では担任が専門的な方法などを学び、多様な指導がで
きた。     

○中学校では免許外教科の解消、高校では選択科目の確保がで
きた。 

○地区内の２小学校間の交流が深まり、貴重な実践である。 
○小学校は中高の先生方の専門的な指導を受ける機会に恵ま
れ、児童・職員ともによい経験になった。  

○学力充実検討会で児童生徒の弱点分野を把握することがで
き、その後の指導に生かすことができた。 

○家庭学習アンケートでは生徒の家庭での生活状況が把握で
きた。 

▲双方の学校行事、出張、外勤のため、乗り入れ授業の確保が
難しかった。 

▲今後、調査結果をその後の指導に生かす取組を充実させてい
けばさらに成果は上がる。 

【平成 22年度】 
○教科時間増 
・小１～４ 国語 
・小３～４ 体育、英語  
・小４～６ 社会 
・中１～３ 国語、数学、英語 
 
○校種間乗り入れ授業 
・小→小 英語 
・小→中 英語 
・小→高 英語 
・中→小 算数 
・中→高 美術、地歴公民 
・高→小 音楽 
・高→中 国語、英語、家庭 
 
 
○つなぎ授業（進学先の学校で授業を受ける） 
・小→中 ２回（８時間） 
・中→高 ６回（27時間） 
 出前授業 
・中→小 図画工作、理科 
・中→高 音楽 
・高→小 音楽、理科、宇久・実践（情報） 
・高→中 音楽 
 
○学力向上のための取組 
・小中学力充実検討会、中高学力充実検討会の実施を
踏まえた重点教科における学力向上の手だての設定
と実践 

・家庭学習推進委員会を中心とした家庭学習アンケー
トを２回、家庭学習時間調査を５回実施 

・研究授業の充実 
・授業前の朝の時間の有効活用による学力向上の取組  
 小学校（国語、算数、読書） 
 中学校（朝自習テスト、朝読書） 
 高校（早朝補習） 

 
○小学校低学年では、ゆとりを持って、個に応じた指導をする
ことができるので、算数や国語の基礎基本を定着させること
が可能になっている。 

○国語の語彙力指導・読解力向上、数学の数量問題や文章問題、
英語のコミュケーション学習・語彙力向上に力を入れること
ができ、成果を上げている。 

○英語の授業で phonicsを継続的に行ったことで、文字から単
語の読みをある程度推測することができるようになった。 

○中学校では免許外教科の解消、高校では選択科目の確保がで
きた。 

○中学校から高校への地歴公民、高校から中学校へ英語の乗り
入れ授業を今年度から開始し、生徒の学習意欲を喚起した。 

○中学校では国語、英語は、前期だけであったが少人数指導を
行い、より効果的な指導ができた。 

○小学校は中高の先生方の専門的な指導を受ける機会に恵ま
れ、児童・職員ともよい経験になった。 

○中学校から高校へのつなぎ授業の拡充を図り、学力確認テス
トを計画して中学３年生の学習意欲の喚起を行った。 

○中１ギャップ、高１クライシスの解消になっている。 
○学力充実検討会によって宇久の児童生徒の学力傾向を把握
することができ、その後の学習指導に活かすことができた。 

○国語、英語、算数・数学の３教科を重点科目にしたので小学
校の教員をこの３教科会に配属し、教科部会を運営した。小
学校の研究授業はすべてこの３教科で実施するなど、教員の
重点教科に対する意識が向上した。 

○宇久地区選定図書、宇久地区英単語集の作成の取組を行った
が、成果が少しずつ表れている。 

○家庭学習アンケートでは生徒の家庭での生活状況が把握で
きた。 

○今年度、授業の質の向上のために研究授業の奨励に努めた。
各教科の年間の目標に沿った研究授業を実施して、成果を上
げた。 

○朝の時間の学力向上は各学校で独自に工夫して成果を上げ
ている。特に小学校、中学校では段階的な目標を立てさせ、
達成感を持たせて学習意欲を喚起している。 

▲読書量は増加したが、本の内容に課題が残る。 
▲双方の学校行事、出張、外勤のため、乗り入れ授業の確保が
難しかった。 
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▲出前授業は実施校の要請を受けて、実施しているのが現状で
ある。必要性を考慮してより計画的に実施していきたい。 

▲学習時間調査結果をその後の指導に活かすように取組んだ
が、不十分であった。 

▲研究授業を実施したが、他校からの参観者が少なかった。
実施時期等工夫したい。 

【平成 23年度】 
○教科時間増 
・中１～３ 国語、数学、英語 
 
 
○校種間乗り入れ授業 
・小→小 英語 
・小→中 英語 
・小→高 英語 
・中→小 算数 
・中→高 美術、地歴公民 
・高→小 音楽 
・高→中 国語、英語、家庭 
 
 
 
 
○つなぎ授業（進学先の学校で授業を受ける） 
・小→中 ２回（８時間） 
・中→高 ６回（23時間） 
 出前授業 
・中→小 図画工作、理科 
・中→高 音楽 
・高→小 理科、家庭 
・高→中 音楽 
 
○学力向上のための取組 
・小中学力充実検討会、中高学力充実検討会の実施を
踏まえた重点教科における学力向上の手だての設定
と実践 

・家庭学習推進委員会を中心とした家庭学習アンケー
トを１回、家庭学習時間調査を５回実施、そのうち
１回は保護者代表２名が参加 

・研究授業の充実 
・授業前の朝の時間の有効活用による学力向上の取組 
小学校（国語、算数、読書） 

 中学校（朝自習テスト、朝読書） 
 高校（早朝補習） 
 

 

 
○中学校では国語の語彙力指導・読解力向上、数学の数量問題
や文章問題、英語のコミュケーション学習・語彙力向上に力
を入れることができ、成果を上げている。 

○中学校では免許外教科の解消、高校では選択科目の確保がで
きた。 

○高校から中学校への英語は前期だけであったが、国語は１年
間乗り入れ授業を実施した。これまでの乗り入れ授業の授業
形態を検証し、国語は TTで、英語は領域別に授業を担当する
など、成果が上がるような授業形態で実施している。 

○小学校は中高の先生方の専門的な指導を受ける機会に恵ま
れ、児童・職員ともよい経験になった。 

○昨年度から中学校から高校へのつなぎ授業の拡充を図り、学
力確認テストを実施して中学３年生の学習意欲の喚起を行
った。 

○中１ギャップ、高１クライシスの解消になっている。 
○国語、英語、算数・数学の３教科を重点科目にしているので、
昨年度より小学校の教員をこの３教科会に配属し、教科部会
を運営した。小学校の研究授業はすべてこの３教科で実施す
るなど、教員の重点教科に対する意識が向上した。 

○昨年度完成した宇久地区英単語集を授業で活用し、英語力の
向上に努めたので、成果も少しずつ表れている。 

○家庭学習推進委員会に小中高に子どもが在籍する保護者２
名に参加してもらい意見を伺うことができた。その意見は今
後の小中高一貫教育を運営していく上で大変参考になって
いる。 

○小中学力充実検討会では会の前に国語の研究授業を実施し、
地域代表者３名にも参加していただき意見を伺った。研究授
業では指導案を小中高の教科部会で検討するなど授業の充
実に向けての取組を実施した。中高学力充実検討会では昨年
度の反省を活かし、事前に担当者会議を数回実施して成果が
上がるように工夫した。また、会の終了後は各校でアンケー
トを取るなどして検証し、来年度の方針も決定することがで
きた。 

○朝の時間の学力向上に向けての取組は各学校で独自に工夫
して成果を上げている。特に小学校、中学校では段階的な目
標を立てさせ、達成感を持たせて学習意欲を喚起している。
算数・数学科では小中高継続した宇久基礎力テストの作成に
取り組んでいる。基本事項の定着に有効な手段として期待で
きる。 

○今年度より小中高一貫教育として実施する国語、算数・数学、
英語の研究授業に関しては指導案作成から小中高一貫教育
の教科部会で取り組むようにしたので成果が上がった。ま
た、すべての指導案に「小中高一貫教育の視点」を記入する
ようにし、小中高一貫教育への意識向上につながった。 

▲双方の学校行事、出張、外勤のため、乗り入れ授業の確保が
難しいことが課題であった。今年度より曜日変更などを実施
して授業確保に努めているが、まだ十分ではない。 

▲昨年度よりも、学力充実検討会は前進したが、まだ成果とい
う面では不十分な面がある。今年度より、検証を十分してい
るので来年度に活かしたい。 

▲学習時間調査結果をその後の指導に活かすように取組んだ
が、不十分であることが昨年度までの課題であった。小中高
通信で学習時間調査の結果の分析等を充実させて教職員と
保護者へ伝えている。その結果、学習時間が全体的に増加傾
向にある。しかし、個人差があることと教科のバランスの悪
いことが課題としてあげられる。 

▲研究授業を実施したが、11 月と 12 月に時期が集中した。事
前に実施時期を検討し効果的な実施時期を設定したい。 

【平成 24年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・小→小 英語 
・小→中 英語 
・小→高 英語 
・中→小 算数 
・中→高 美術、地歴公民 
・高→小 音楽 
・高→中 国語、英語、家庭 

 
○国語の語彙力指導・読解力向上、算数・数学の数量問題や文
章問題、英語のコミュケーション学習・語彙力向上に力を入
れることができ、成果を上げている。 

○中学校では免許外教科の解消、高校では選択科目の確保がで
きた。 

○高校から中学校への英語は前期だけであったが、国語は１年
間乗り入れ授業を実施した。これまでの乗り入れ授業の授業
形態を検証し、国語は TT で、英語は領域別授業・TT 等、成
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○つなぎ授業（進学先の学校で授業を受ける） 
・小→中 ２回（８時間） 
・中→高 ６回（23時間） 
 
○出前授業 
・中→小 図画工作、理科 
・中→高 音楽 
・高→小 理科、家庭 
・高→中 音楽、理科 
○学力向上のための取組 
・小中学力充実検討会、中高学力充実検討会の実施を
踏まえた重点教科における学力向上の手だての設定
と実践。 

・家庭学習推進委員会を中心とした家庭学習アンケー
トを１回、家庭学習時間調査を５回実施、そのうち
１回は保護者代表２名が参加。 

・研究授業の充実 
・授業前の朝の時間の有効活用による学力向上の取
組。 

 小学校（国語、算数、読書） 
 中学校（朝自習テスト、朝読書） 
 高校（早朝補習、朝読書） 
 

 

果が上がるような授業形態で実施している。 
○小学校は中高の先生方の専門的な指導を受ける機会に恵ま
れ、児童にとって次の学校に向けての意欲付けとなった。 

○昨年度より中学校から高校へのつなぎ授業の拡充を図り、学
力確認テストを実施して中学３年生の学習意欲の喚起を行
った。 

○中１ギャップ、高１クライシスの解消になっている。 
○出前授業は実施校の要請を受けて実施しているが、年度当初
に小中高で大まかな計画を立てて、より円滑に実施できるよ
うになった。 

○国語、英語、算数・数学の３教科を重点科目にしているので、
昨年度より小学校の全教員をこの３教科会に配属し、教科部
会を運営した。小学校の研究授業はすべてこの３教科で実施
するなど、教員の重点教科に対する意識が向上した。 

○宇久地区英単語集を改訂し、授業で活用することによって、
英語力の向上に努めたので、成果が少しずつ表れている。 

○家庭学習推進委員会に保護者４名に参加してもらい意見を伺
うことができた。その意見は今後の小中高一貫教育を運営し
ていく上で大変参考になった。 

○小中学力充実検討会では各校の全国学力・学習状況調査の結
果をもとに、児童生徒の学力について話し合った。小中の職
員が同じ視点で協議することで、「表現力の向上のための話
型の活用」という共通の方向性を導き出すことができた。ま
た、中高学力充実検討会では、事前に担当者会議を数回実施
して成果が上がるように工夫した。当日は、事前調査資料を
もとに検討したので、会の運営はスムーズであった。 

○朝の時間の学力向上に向けての取組は各学校で独自に工夫し
て成果を上げている。特に小学校、中学校では段階的な目標
を立てさせ、達成感を持たせて学習意欲を喚起している。英
語では、宇久地区英単語文例集を小中高と継続して取り組め
るように改編しながら活用した。 

○昨年度より小中高一貫教育として実施する国語、算数・数学、
英語の研究授業に関しては、指導案作成から小中高一貫教育
の教科部会で取り組むようにしたので成果が上がった。また、
すべての指導案に「小中高一貫教育の視点」を記入するように
し、小中高一貫教育への意識向上につながった。 

▲双方の学校行事、出張、外勤のため、乗り入れ授業における
時数確保の難しさが課題であった。 

▲小中高で共通して取り組む方向性は決めることができたが、
今後は、それぞれの学校で、具体的な形で実践を重ねていく必
要がある。また、取組の成果を確かめる場が必要である。 

▲学習時間調査結果をその後の指導に活かすように取り組ん
だ。学習時間は全体的に増加傾向にあるが、個人差があること
と、学習内容にまだまだ課題がある。 

【平成 25年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・小→小中高   英語 
・中→小     算数 
・中→高     美術、音楽、地歴公民 
・高→中     国語、英語、家庭 
○つなぎ授業（進学先の学校で授業を受ける） 
・小→中 ２回（８時間） 
・中→高 ４回（13時間） 
○出前授業 
・中→小 美術・理科 
・高→小 理科 
・高→中 理科 
○学力向上のための取組 
・小中学力充実検討会、中高学力充実検討会の実施を
踏まえた重点教科における学力向上の手立ての設定
と実践。 

 
 
・家庭学習推進委員会を中心とした家庭学習アンケ 
 ートを１回、家庭学習時間調査を５回実施、推進委
員会５回のうち１回は保護者代表が参加。 

 
 
・授業前の朝の時間の有効活用による学力向上の取 

組。 
 小学校（国語、算数、読書） 
 中学校（朝自習テスト、朝読書、個別指導） 
 高校（早朝補習、朝読書） 
・研究授業の充実 

 
○中学校では免許外教科の解消、高校では選択科目の確保がで
きた。 

○小学校は中高の先生方の専門的な指導を受ける機会に恵ま
れ、児童にとって次の学校にむけての意欲付けとなった。 

○つなぎ授業は、中１ギャップ、高１クライシスの解消になっ
ている。本年度より高校入試に学力検査を行うため、例年行
っていた３月の学力確認テストは実施しない。 

○出前授業は実施校の要請を受けて実施しているが、年度当初
に小中高で大まかな計画を立てて、より円滑に実施できるよ
うになった。 

○小中学力充実検討会では、生徒の学力面の共通する課題「コ
ミュニケーション能力」に焦点を当て、振り返りカードやコ
ミュニケーションレベル表を授業や学級の時間に使ったり、
スピーチの工夫をしたりして、小中共に実践した。また、中
高学力充実検討会では、GTZ を利用しての学力分析を行い、
より具体的な情報を共有することができた。 

○家庭学習推進委員会で、各校の実態を確認しながら、家庭学
習の充実を図った。家庭学習推進委員会に保護者４名の参加
を得て、意見を伺うことができた。その意見は今後の小中高
一貫教育を運営していく上で大変参考になった。 

○朝の時間の学力向上に向けての取組は、各学校で独自に工夫
して成果を上げている。特に小学校、中学校では学級ごとに
段階的な目標を立て、達成感を持たせて学習意欲を喚起しな
がら基礎的な学力（漢字力・計算力・単語力）の育成ができ
ている。 

○小中高それぞれの研究授業が行われる際、他校種の参観者が
少なかったので、本年度は積極的な参観を、さらに呼びかけ
た。 

○具体的な形での実践と成果の確認が課題であったが、本年度
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・放課後の活用（中学校：個別指導） 
・長期休業中の学習会（中学校：12日間） 

 

は共通目標を再設定するとともに、評価の具体的手法を検討
し、課題は解消されてきている。 

▲学習時間や学習内容に個人差がある。本年度、この点につい
て協議を深めることはできたが、今後も継続指導していくべ
き問題である。 

【平成 26年度】 
○教科時間増 
○校種間乗り入れ授業 
・小→小中高 英語 
・中→小   算数 
・中→高   美術、音楽、地歴公民 
・高→中   国語、英語、家庭 
○つなぎ授業（進学先の学校で授業を受ける） 
・小→中 １回（５時間） 
・中→高 ４回（13時間） 
○出前授業 
・中→小   美術・理科 
・中→小高  音楽 
・高→小   理科 
・高→中   理科・体育 
○学力向上のための取組 
・小中学力充実検討会、中高学力充実検討会の実施を
踏まえた重点教科における学力向上の手立ての設定
と実践 

・授業前の朝の時間の有効活用による学力向上の取組 
  小学校（国語、算数、読書） 
  中学校（朝自習テスト、朝読書、個別指導） 
  高校（早朝補習、朝読書） 
・研究授業の充実 
・放課後の活用（中学校：個別指導） 
・長期休業中の学習会（中学校：12日間） 
・漢検（小中高）・英検（中高）への取組 
・小３からの英語教育 
・リレースクラップ（小中高） 

 
○知識や技能の習得には、時間増の効果が出ている。 
○乗り入れ授業における効果として、異校種の児童生徒の実態
について具体的に把握できることがあげられる。また、学習
規律、授業技術などについて相互理解が深まり、教師として
の技能の向上にもつながっている。 

 
○出前授業は実施校の要請を受けて実施しているが、年度当初
に小中高で大まかな計画を立てて、より円滑に実施できるよ
うになった。 

○小中学力充実検討会では、算数の提案授業をもとに言語活動
の充実のための方策について協議することができた。 

○中高学力充実検討会では、GTZ による学力分析を行い、より
具体的な情報を共有することができた。 

○朝の時間の学力向上に向けての取組は、各学校で独自に工夫
して成果を上げている。特に小学校、中学校では学級ごとに
段階的な目標を立て、達成感を持たせて学習意欲を喚起しな
がら基礎的な学力（漢字力・計算力・単語力）の育成ができ
ている。 

〇小学校英語科の全国的導入に向け、指導内容を見直し、体系
化するとともに、指導案集を作成した。 

○英語専科、ALT の活用により、授業の充実が図られ、児童生
徒の意欲関心を高めている。 

○昨年度より、他校種における研究授業の参観者が増加した。 
▲習得した知識や技能を、いかに「活用」させるかは、今後の
課題である。 

▲学習時間は増えたものの、学習内容には個人差がある。今後
も継続指導していくべき問題である。 

【平成 27年度】 
○教科時間増 
・全校種とも２学期制を採用している。 
・教務が担当し出張や年休による授業の振替を徹底し 
 ている。 
○校種間乗り入れ授業 
・中→小  英語、算数 
・中→高  日本史、美術、音楽 
・高→中  国語、英語、家庭 
○つなぎ授業（進学先の学校で授業を受ける） 
・小→中 １回（５時間） 
・中→高 ２回（13時間） 
○出前授業 
・中→小  美術、理科 
・中→小高 音楽 
・高→小  理科 
・高→中  体育 
○授業前、朝の時間の有効活用 
・小学校（国語、算数、読書） 
・中学校（自習テスト、朝読書、個別指導） 
・高 校（早朝補習、朝の読書） 
○その他、学力向上に向けた取組 
・小学校３年生からの英語教育の実施 
・中高学力充実検討会の実施 
・小中高教科部会の実施 
・学習と生活の記録（中高） 
・小中高研究授業・研究協議の実施 
・長期休業中の学習会の実施（小中高） 
・漢検・英検への取組（小中高） 
・ICT・遠隔支援システムの活用（高） 

 
○２学期制の採用と授業の振替により授業時間の確保ができ
ている。 

 
○乗り入れ授業については、専門性の高い授業が展開できてい
る。また、異校種間の学習規律、授業技術などについて相互
理解が深まり、教師の技能向上につながっている。 
 

○つなぎ授業については、中１ギャップ、高１クライシスの解
消とともに早期の生徒理解につながっている。 

 
○出前授業の実施により、児童生徒の興味・関心など学習意欲
の向上につながっている。 

 
 
○朝の時間の活用は、各校で独自に段階的な目標を立てさせ、  
達成感を持たせながら学習意欲の向上と基礎学力の定着を 
図っている。 

 
○英語専科と ALTの活用により、授業の充実が図られ、児童の 
意欲関心を高めている。 

 
○今年度より研究授業と研究協議は全職員参加を原則とした 
ため協議内容の深化と共通理解が図られた。 

 
▲学習の到達度に個人差があり、継続的指導が必要である。 
 

【平成 28年度】 
○教科時間増 
・全校種とも２学期制を採用している。 
・教務が担当し出張や年休による授業の振替を徹底 
 している。 
○校種間乗り入れ授業 
・中→小  英語、算数、音楽 
・中→高  英語、日本史、音楽、美術 
・高→中  国語、英語、家庭 
○つなぎ授業（進学先の学校で授業を受ける） 

 
○２学期制の採用と授業振替の徹底により授業時間の確保が
できている。 

○乗り入れ授業については、専門性の高い授業が展開できてい
る。また、異校種間の学習規律、授業技術などについて相互
理解が深まり、教師の技能向上につながっている。 

○つなぎ授業については、中１ギャップ、高１クライシスの解
消とともに早期の生徒理解につながっている。 

○出前授業の実施により、児童生徒の興味・関心など学習意欲
の向上につながっている。 
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・小→中 １回（５時間） 
・中→高 ２回（13時間） 
○出前授業 
・中→小  美術、理科 
・中→小高 音楽 
・高→小  理科、体育 
・高→中  体育 
○授業前、朝の時間の有効活用 
・小学校（国語、算数、読書） 
・中学校（自習テスト、朝読書） 
・高 校（早朝補習、朝の読書） 
○その他、学力向上に向けた取組 
・小学校３年生からの英語教育の実施 
・中高学力充実検討会の実施 
・小中高教科等部会の実施 
・学習と生活の記録（中高） 
・小中高研究授業及び研究協議の実施 
・長期休業中の学習会の実施（小中高） 
・漢検・英検への取組（小中高） 
・ICT、遠隔支援システムの活用（高） 
○教育センター出前講座を中心とした研修会等の実施 
・アクティブラーニングの研究(高企画) 
・校内研修の活性化(中企画) 
・教科(国語)指導法研修(小企画) 

○朝の時間は、小中高で独自に段階的な目標を立てさせ、達成
感を持たせながら学習意欲の向上と基礎学力の定着を図っ
ている。 

○小学校では英語専科と ALTの活用により、授業の充実が図ら
れ、児童の意欲関心を高めている。 

○朝の時間の有効活用等により基礎学力の定着が図られてい
る。また、中高では英検などの資格取得にも一定の成果が得
られている。 

○小中高関連の研究授業と研究協議は全職員参加を原則とし
ている。協議内容の深化と共通理解が図られた。また、各校
独自の研究授業は、他校種にも案内し参加を呼びかけてい
る。 

○教育センターの出前講座を受講することにより、アクティブ
ラーニングに関する共通理解が深まり、積極的な取組が見ら
れるようになった。また、校種間、教師間で表現力育成に向
けて共通理解が深まり、指導の統一性がはかられた。 

▲学習の到達度に個人差がある。個別指導を継続的に行い基礎
学力の定着を図っている。 

 

仮説①学習の基礎基本の定着 

【奈留地区】 

取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
○教科時間増 
・小１～小６英語 
・中１～中３英語 
 
○校種間乗り入れ授業 
・中→小 英語、音楽、図工 
・高→小 英語（ALT） 
・中→高 日本史、体育、音楽、美術 
・高→中 理科、数学、家庭、体育、英語（ALT） 
 
○家庭学習時間調査の実施（小中高） 
・小１～高３ 
 
○時程の統一（小中高） 
 
○基礎学力定着度調査（中高） 
・中３の三学期に実施 
○公開授業の実施（小中高） 
 
○朝読書の実施（小中高）   

 
○教科時間数の増は、基礎基本の充実のための時間として有効
であった。 

○乗り入れ授業により専門性の高い指導や少人数指導が実施
でき、学習に対する意欲の向上と理解の深まりが見られ、基
礎基本の充実につながった。小学校では、英会話や図工、音
楽の技能面での向上につながった。 

○家庭学習調査により、自分の学習時間を意識することで学習
内容の工夫やバランスを考えた取組が見られるようになっ
た。 

○時程の統一により、乗り入れ授業や公開授業の参観や他校種
との交流・連携が図りやすくなった。 

○校種を超えて授業を公開し合うことで、それぞれの発達段階
に応じた指導の手だてについて研修を深めることができ、そ
れぞれの良さを授業に活かそうとする考えが高まった。 

○朝の読書の継続により、読書への興味が高まった。 
○学力向上の様々な取組の成果が徐々に表れており、基礎学力
の向上が見られた。 

▲中学生の学習に対する目標の設定や意欲の向上につなげる
ためにも高校入学選抜において学力検査を実施することを
検討する必要がある。 

▲児童生徒一人一人の学力分析を行い、弱点を強化するための
学習を児童生徒・保護者に意識させる必要がある。 

▲日常的な家庭での読書習慣の確立が不十分である。 
【平成 22年度】 
○教科時間増 
・小１～小６ 英語 
・中１～中３ 英語 
 
○校種間乗り入れ授業 
・中→小 理科、英語、図工、音楽 
・高→小 英語(ALT) 
・中→高 美術、音楽、体育、日本史、数学 
・高→中 理科、家庭、体育 
○家庭学習時間調査の実施（小中高） 
 
○時程の統一（小中高） 
 
○基礎学力定着度調査（中高） 
・中３の三学期に実施 
○研究授業・公開授業の実施（小中高） 
 
○朝読書の実施（小中高） 
 
○中高学力分析会（小中高） 

 
○教科の時間増は、基礎基本の定着及び充実に効果があった。 
○乗り入れ授業による、高い専門性の確保、少人数授業の実施、
校種間ギャップの解消など、児童生徒の学習意欲の向上、基
礎基本の定着などに効果があった。また、小学校の英語活動
や図工、音楽の技能面の向上に有効であった。 

○継続的な家庭学習時間調査は、生徒実態の把握はもちろんの
こと、経年比較・過年度比較などにより、指導の一助となっ
た。 

○時程の統一により、乗り入れ授業や公開授業、研究授業など、
校種間の交流・連携が取りやすくなった。 

○校種の垣根を超えた公開授業・研究授業の参観によって、発
達段階に応じた指導の重要性を共有し、指導法及び工夫等を
研修する機会となった。 

○朝の読書の実施により、読書への興味関心が高まった。 
○学力分析会を一堂に会して実施することにより、現状把握に
限らず、それぞれの校種の重要性や課題なども共有すること
ができた。 

▲中学生の学習に対する目標の設定や意欲の向上につなげる
ためにも高校入学選抜において学力検査を実施することを
検討する必要がある。 
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 ▲児童生徒一人一人に見合った学習法や家庭学習のあり方を
児童生徒及び保護者に指導・示唆することができなかった。 

▲家庭での読書習慣の定着が十分ではなかった。 
【平成 23年度】 
○教科時間増 
・小１～小６ 英語 
・中１～中３ 英語 
 
○校種間乗り入れ授業 
・小→中 体育 
・中→小 英語、理科、音楽、図工 
・中→高 音楽、美術、体育、数学 
・高→中 国語、理科、家庭、体育 
○家庭学習時間調査の実施（小中高） 
 
○時程の統一（小中高） 
 
○基礎学力定着度調査（中高） 
・中３の三学期（３月）に実施 
 
○研究授業・公開授業の実施（小中高） 
 
○朝の読書の実施（小中高） 
 
○ＤＳ（任天堂）を使用した英語学習（小５～中３） 

 
○時間数増は、基礎基本の定着及び発展に有効であった。 
○乗り入れ授業は、高い専門性の確保や少人数授業の実施、校
種間ギャップの解消など、児童生徒の学習意欲の向上に有効
であった。また、小学校の英語活動や図工、音楽などの技術
面の向上に効果があった。 

○継続的な家庭学習時間調査の実施は、児童生徒の実態及び問
題点の把握、経年比較・過年度比較等により、指導の一助と
なった。 

○時程の統一により、乗り入れ授業や研究授業及び公開授業、
合同会議の開催など、校種間の交流及び連携が円滑に行われ
るようになった。 

○校種を超えた研究授業・公開授業の参観によって、発達段階
に応じた指導及び工夫の研修の場となった。また、他校種の
教育活動を理解する有効な機会にもなった。 

○朝の読書の実施により、読書への興味関心が高まった。 
▲中３生に基礎学力定着度調査など、高校入試での学力検査を
補う指導を行っているが、高い学習意欲を維持及び意識させ
るような手立てが十分にはできていない。 

▲児童生徒一人一人に見合った学習法や家庭学習の在り方を
児童生徒及び保護者に対して指導・示唆することが十分では
なかった。 

▲児童生徒の学習に対する自主性の育成や保護者の意識改革
が不十分である。 

【平成 24年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・小→中 体育 
・中→小 英語、音楽 
・中→高 音楽、体育、数学 
・高→小 英語（ALT） 
・高→中 国語、理科、家庭、体育、英語（ALT） 
 
○家庭学習時間調査の実施（小中高） 
 
 
○時程の統一（小中高） 
 
 
○基礎学力定着度調査（中高） 
・中３の三学期（３月）に実施 
 
 
 
○研究授業・公開授業の実施（小中高） 
 
 
 
○朝の読書の実施（小中高） 
 
○英語教育研究発表会に向けての取組（小中） 
・ＤＳ（任天堂）を使用した英語学習（小５～中３） 
・イングリッシュデーの設定（小中） 
 
 
○中高合同教科会の実施 
・国語、英語、数学の教科会の実施（週１） 

 
○乗り入れ授業は、高い専門性の確保や少人数授業の実施、校
種間ギャップの解消など、児童生徒の学習意欲の向上に有効
であった。また、小学校の英語活動や音楽などの技能の向上
に効果があった。 

○継続的な家庭学習時間調査の実施は、児童生徒の実態及び問
題点の把握、経年比較・過年度比較等により、指導の一助と
なった。 

○調査結果を通知表に記載する（高校）ことにより、保護者の
意識の高揚を図った。 

○時程の統一により、乗り入れ授業や研究授業及び公開授業、
合同会議の開催など、校種間の交流及び連携が円滑に行われ
た。 

○基礎学力定着度調査は、教科指導における到達目標（中学校）
及び到達度資料（高校）として大きな意味を持っている。他
の２地区と共通問題で実施しているため、相対的に評価で
き、指導の参考になった。 

○校種を超えた研究授業・公開授業の参観により、他校種の教
育活動を理解し、発達段階に応じた指導法について研鑽を積
む、有意義な機会を得られた。 

○朝の読書の実施により、読書への興味関心が高まった。 
○五島市教育委員会より委託された「英語教育研究」発表会に
おいて、小中連携による英語活動の実践成果を発表し、高い
評価が得られた。 

○日々の授業改善や「英語タイム」の効果的な活用により、英
語学習への積極性が高まり、英語のコミュニケーション力を
支える基礎学力が向上した。 

○定期的に教科会を持つことにより交流が深まり、有意義な研
修の場と時間を共有できた。生徒の情報交換や教科指導法・
作問研究などを通じて教師の指導力向上と生徒の学力向上
を目指すことができた。 

▲基礎知識や語彙力・計算力等の基礎学力に関して、他地区と
比べて定着が不十分であるので、学習意欲を喚起するため
に、一つの到達目標として高校入試において学力検査を実施
することを検討する必要がある。 

▲少人数制を活かして児童生徒一人一人に目を向け、学習法や
家庭学習のあり方をきめ細かく指導しているが、低学年での
家庭学習の習慣付け、高学年での自主的な取組及び保護者の
意識改革に関して、指導・改善すべき点が多い。 

【平成 25年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・中→小 英語、音楽 
・中→高 音楽、体育、数学 
・高→小 英語（ALT） 
・高→中 国語、家庭、保健体育、英語（ALT） 
 
○家庭学習時間調査の実施（小中高） 

 
○乗り入れ授業は、高い専門性の確保や少人数授業の実施、校
種間ギャップの解消など、児童生徒の学習意欲の向上に有効
であった。また、小学校の英語活動や音楽などの技能の向上
に効果があった。 

○継続的な家庭学習時間調査の実施は、児童生徒の実態及び問
題点の把握、経年比較・過年度比較等により、学習指導のみ
ならず、生活指導においても有益であった。 
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○時程の統一（小中高） 
 
○研究授業・公開授業の実施（小中高） 
 
○朝の読書の実施（小中高） 
 
○英語力向上に向けた取組（小中） 
・ＤＳ（任天堂）を使用した英語学習（小５～中３） 
・イングリッシュデーの設定（小中） 
・英語タイム、英語集会の充実 
 
○中高合同教科会の実施 
・国語、英語、数学の教科会の実施（週１） 
 
○高校入試における学力検査の導入（中高） 

○調査結果を通知表に記載し、保護者と情報の共有を図ること
により、生徒の意識の高揚を図った。 

○時程の統一により、乗り入れ授業や研究・公開授業、合同会
議・教科会の開催等、校種間の交流及び連携を円滑に行うこ
とができた。 

○校種を超えた、日常的な研究授業・公開授業の参観により、
他校種の教育活動を理解し、発達段階に応じた指導法につい
て研鑽を積むことができた。 

○朝の読書の実施により、読書への興味・関心が維持できた。 
○小中においては、平成 22 年度から３年間の指定を受けて取
り組んだ「英語教育研究」の活動が定着し、小中連携による
英語教育を計画的かつ系統的に実践できた。 

○日々の授業改善や「英語タイム」、「英語集会」の効果的な活
用により、英語学習への積極性が高まり、コミュニケーショ
ン力を支える英語の基礎学力が向上した。 

○定期的な教科会の開催により、交流が深まり、有意義な研修
の場と時間を共有できた。生徒の情報交換や教科指導法・作
問研究などを通じて、教師の指導力向上と生徒の学力向上を
目指した。 

○来年度の高校入試において学力検査を導入することになり、
新たな学習到達目標を提示することになった。学習意欲の喚
起と基礎知識や基礎学力のさらなる定着が望まれる。 

▲児童生徒一人一人に目を向けた手厚い指導により、学習効果
が上がっているが、家庭学習の習慣付けや自発的な学習姿勢
を育むまでには至っていない。他からの直接的な刺激がほと
んど期待できない環境の中で、保護者・地域を巻き込んだ学
習支援体制を構築する必要がある。 

【平成 26年度】 
○教科時間増 
・出張の際など授業の振り替え・代講などの徹底 
                   （小中高） 
・考査最終日に、授業を実施（高） 
○校種間乗り入れ授業 
・中→小 英語、音楽 
・中→高 数学、音楽、体育 
・高→小 英語（ALT） 
・高→中 英語（ALT）、理科、家庭、体育 
 
○家庭学習法講演会の実施（中高） 
 
○家庭学習時間調査の実施（小中高） 
 
○時程の統一（小中高） 
 
○研究授業・公開授業の実施（小中高） 
 
○遠隔授業の試行（高） 
 
○早朝読書の実施（小中高） 
 
○小中高合同教科会の実施（小中高） 
・国語、英語、数学（算数）で実施 
 
○英語力の向上に向けた取り組み（小中） 
・任天堂ＤＳを活用した学習（小５～中３） 
・英語タイム・英語集会の充実 
 
○高校入試における学力検査の実施（中高） 
 
○中学生に対する夏休み期間中の学習スペースとして
の高校開放（中高） 

 
○自習を減らすことができた。教務間で連絡を取り合い、乗り
入れ授業でも同様の対応ができている。考査最終日に授業を
３～４コマ実施することで、年 18 時間程度授業が確保でき
た。 

○乗り入れ授業は高い専門性のある授業の確保や、免外授業の
減少のみならず、中１・高１ギャップの減少や、中高におけ
る新入生の状況把握に役立った。 

○外部講師を招聘し、家庭学習を中心とした学習方法について
の講演会を行った。高校に加え中学校の生徒（２年）及び教
員も参加し、参考になった。 

○家庭学習量を把握し、的確な状況分析を行うことで、それに
応じた指導計画の立案に役立った。 

○時程を統一することにより、合同で行事等を行う際に利点が
多い。乗り入れ授業の絡む時間割変更にも貢献した。 

○校種を超えて授業を見学することにより、授業内容や生徒の
状況に関する理解が進んだ。 

○将来本格的な実施が予想される遠隔授業に取り組み、そのノ
ウハウの蓄積に努めることができた。 

○遠隔システムに関する理解が進んできた。教育センターから
の講座視聴は大いに役立った。 

○朝の読書は、読書量の確保および朝の教室の雰囲気作りに役
立った。 

○定期的な教科会の実施で、教科指導の情報交換及び研修の時
間が確保された。生徒の情報交換も行うことができ、教師の
指導力、生徒の学力ともに向上させることができた。 

○小中連携による英語力向上が図られた。機器の利用で児童生
徒の取り組みもよい。また、ALT の指導により豊かな言語活
動ができた。 

○高校入試で学力検査を実施することが学習に対する意識付
けとなり、特に中学３年生の学習への緊張感が高まり、学習
の質も向上した。 

▲遠隔システムの機器が安定していないことと、通信速度が離
島では確保できていないという問題がある。 

▲高校の図書館を中学生向けの自主学習スペースとして開放
したが、高校の広報不足でほとんど利用がなかった。 

【平成 27年度】 
○教科時間増・出張・年休の際などは授業の振り替え・
代講（代教）などの徹底（小中高） 

・考査最終日に、授業を実施（高） 
・考査日にも授業を実施（中） 
 
○校種間乗り入れ授業 
・中→小 英語、音楽、社会（TT） 
・中→高 数学、音楽、体育 
・高→小 英語（ALT） 
・高→中 英語（ALT）、理科、家庭、体育 

 
○自習を減らすことができた。（小中は０を達成）小中高の教務
間で連絡を取り合い、乗り入れ授業でも同様に対応ができ
た。高校では考査最終日に授業を３～４コマ実施すること
で、年 18時間程度授業が確保できた。中学でも大幅に授業を
補うことができた。 

○乗り入れ授業は、それぞれの校種で専門性の高い教師を補完
することで、授業の専門性の確保や、免外授業の減少が実現
できた。また、小学校の完全複式授業化に対し、TTで二人の
教師が授業に関わることを実現した。 

○家庭学習量を把握し、的確な状況分析とそれに応じた指導計
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○家庭学習時間調査の実施（小中高） 
 
○時程の統一（小中高） 
 
○研究授業・公開授業の実施（小中高） 
 
○遠隔授業の実施（高） 
 
○早朝読書の実施（小中高） 
 
 
 
○小中高合同教科会の実施（小中高） 
・国語、英語、数学（算数）で実施 
 
 
○英語力の向上に向けた取組（小中） 
・任天堂ＤＳを活用した学習（小５～中３） 
・英語タイム・英語集会の充実 
・小１～４英語活動を実施 
・小５・６英語授業を実施 
 
 
○高校入試における学力検査の実施（中高） 
 
 
○小学校の野外実習に高校から講師として参加 

画の立案に役立った。 
○時程を統一することにより、合同で行事等を行う際に利点が
多い。乗り入れ授業の絡む時間割変更にも貢献した。 

○校種を超えて授業を参観することにより、授業内容や生徒の
状況に関する理解が進み、校種間の教科指導のつなぎに役立
った。 

○将来本格的な導入が予想される遠隔授業に取り組み、そのノ
ウハウの蓄積に努めることができた。 

○指導案の統一書式を設定し、一貫性を持たせることができ
た。 

○遠隔システムに関する理解が進んできた。教育センターから
の授業を生徒が受講したりと、授業研究が進んだ。 

○読書量の確保および朝の教室の雰囲気作りに役立った。 
○定期的な教科会の実施で、教科指導の情報交換及び研修の時
間が確保された。生徒の情報交換も行うことができ、教師の
指導力・生徒の学力ともに向上させることができた。 

○言語活動を重視したアクティブラーニングに取り組むこと
ができ、英語力向上が図られた。機器の利用で児童生徒の取
り組みもよかった。 

○中学校では T1・T2・ALTの３人体制で授業を行い、効果を上
げた。 

○小学校５・６年生では中学校の英語科と ALTが授業を行い、
効果を上げた。 

○小学校の英語活動にも ALTが入り、豊かな言語活動が実践さ
れた。 

○学力検査を実施することが学習に対する意識付けとなり、特
に中学３年生の学習への緊張感が高まり、学習の質も向上し
た。 

○小学校における野外実習に、高校から講師として参加するこ
とで、専門性の確保と安全指導を強化することができた。 

▲遠隔システムの機器が安定していないことと、通信速度が離
島では確保できていないという問題がある。小中学校では活
用できていない。 

▲遠隔システムのソフトの更新ができていない。 

【平成 28年度】 
○教科時間増 
・出張、年休の際の授業振替、授業代講の徹底 
                   （小中高） 
・考査最終日に授業を実施（高） 
・考査日に授業を実施（中） 
○校種間乗り入れ授業 
・中→小 英語 音楽 理科 
・中→高 音楽 体育（T2） 数学 
・高→小 英語（ALT） 
・高→中 家庭 体育（T2） 英語（ALT） 
○時制の工夫・小中高教務主任会（小中高） 
・時制の統一 
・週案の交換と合同行事ごとの日程打合せ 
○家庭学習時間調査の実施（小中高） 
・年２回実施 
○学力向上プランの作成（小中高） 
・学力傾向分析 
○研究授業・公開授業の実施（小中高） 
・評価の観点の統一 
・授業参観シートの活用 
○遠隔授業の実施（高） 
・教育センターからの授業配信 
○早朝読書の実施（小中高） 
○英語力の向上に向けた取組（小中高） 
・英検、G-TECの積極的受験（中高） 
・奈留検定（小中･･･単語 高･･･構文） 
・任天堂ＤＳを活用した学習（小５～中３） 
・英語タイム、英語集会の充実（小中） 
・小１～４英語活動を実施 
・小５・６英語の授業を実施 
○高校入試での学力検査の実施（中高） 
○中高合同教科会実施（中高） 
・国語、英語、数学の教科会を実施 

 
〇小中高の教務間で連絡を取り合い、授業時間の振替がスムー
ズに行えた。 

〇乗り入れ授業によって、専門性の高い授業が展開された。ま
た、児童生徒のつまずきに気付き、対応がしやすくなった。 

〇頻繁に教務主任が連絡を取り合えることで、合同行事だけで
なく、毎日の授業が円滑に行えた。 

〇家庭学習時間調査実施により児童生徒への意識付けができ
た。 

〇12年間を一枚にまとめた「学力向上プラン」が作成でき、よ
り小中高を見通した指導の重要性を意識できた。 

〇小中の保護者に「学力向上プラン」を配布したことで、保護
者にも小中高を通しての現状を理解してもらえた。 

〇他校種の授業を見ることで、児童生徒の理解や授業改善が進
んだ。 

〇共通の観点（わかる・つながる・えがく）を持つことで、児
童生徒への教員の働きかけが明確になった。 

〇授業者が授業経験の少ない科目に対して、教育センターから
授業を配信してもらうことで、授業の組み立ての参考になっ
た。 

〇生徒に英語への抵抗感がなく、英語を将来に向けて活用でき
るようになりたいという意欲が生まれた。 

〇学力検査を行うことで、学習の意識付けになった。 
〇意見交換を授業に反映することができた。 
▲時制の関係で、授業が午前中にかたまったり、授業変更が難
しかったりする。 

▲教員数が少なく、出張での授業変更が多い場合、乗り入れ授
業の調整が大変だ。 

▲中学校と高校で評価される英語力の違いからか、高校での成
績が伸びていない生徒がおり、中高のつながりについて研究
が必要だ。 
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仮説①学習の基礎基本の定着 

【小値賀地区】 

取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
〇乗り入れ授業の実施（小中高） 
・小→中 数学 
・中→小 音楽 
・中→高 現代社会、体育女子（ダンス）、美術 
・高→小 家庭、体育（水泳：出前授業） 
・高→中 英語、数学 
※小６・中１：合同教科（国語、算数・数学） 

〇帯タイムの実施（小中高） 
〇家庭学習強化週間の設定・実施（小中） 
〇早朝・長期休業中（夏・冬期）に特別学習（補習）
及び学習会の実施（高） 

〇詩や言葉・文の暗唱指導（級・段制）の実施（小） 
〇英検・漢検・数検・ワープロ検定等の各種検定試験
への受験奨励（中高） 

 ※中はマイスター制度として実施 
〇プレ入試の実施（中３年生が対象 高校入試１週間

程前 過去の高校入試問題レベル ５教科）（中） 
○公開授業ウィークスの実施（小中高） 
・目的：①地区推進部会（特に、教科部会）の活性化 
    ②12年間を見通し、系統性を意識した授業づ

くり 
・期間：11月４日～11月 20日 
・教科：９教科 11授業 
 ※算数数学部会は長崎大学の教育支援事業を活用 
・県教育センター：国語（出前授業）の活用 

 
〇乗り入れ授業における教員の交流により、教員の相互理解及
び生徒理解が図られた。また、教員の専門性が活かされた。 

〇小６・中１の合同教科では、小中の交流が深まり、発展的な
課題に取り組むことができた。さらに、学力向上への意識付
けにつながった。 

○帯タイムの算数・数学では、計算トレーニングにより、スピ
ード及び正確さが向上してきた。 

〇各種検定試験の取組が学習の基礎基本の定着に役立った。 
〇公開授業ウィークにおける 12 年間の系統性を意識した取組

により、教科についての話し合いが深められ、授業力の向上
につながった。 

○各学校の教務部が時間割調整等を頻繁に行い、事務的課題が
解消された。 

 
▲各学校の対外的行事・出張等のため、調整には限界がある。
また、打合せ時間を十分に確保することも必要である。 

▲人事異動後に乗り入れ授業担当者が決定されるため、カリキ
ュラムに反映させることが難しい場合がある。 

 

【平成 22年度】 
○校種間乗り入れ授業（小中高） 
・小→中 数学 
・中→小 音楽 
・中→高 現代社会、美術、保健体育 
     女子(ダンス)、情報 
・高→小：英語活動 
・高→中：英語、家庭、数学（※つなぎ授業） 
※小６・中１：合同教科（国語、算数・数学） 

○帯タイムの実施（小中高） 
○家庭学習強化週間の設定・実施（小中） 
○休業中の勉強会 
・夏季休業中に夏の勉強会の実施（小） 
・早朝・長期休業中（夏・冬期）に特別学習（補習）
及び学習会の実施（高） 

○詩や言葉・文の暗唱指導＜級・段制＞の実施（小） 
○英検・漢検・数検・ワープロ検定等の各種検定試験
への受験奨励（中高） 

 ※中はマイスター制度として実施 
○プレ入試の実施（中３年生が対象 高校入試１週間
程前 過去の高校入試問題レベル ５教科）（中） 

○公開・研究授業ウィークス（小中高） 
・目的：①地区推進部会（教科部会）の活性化 
    ②12年間を見通し、系統性を意識した授業づ

くり 
・時期：６月及び 11月  
・教科：９教科 18授業 
 ※算数数学部会は長崎大学の教育支援事業を活用 
○中学校３年生学力確認テストの実施 
・目的：①高校入学段階での学力を把握し学習への指

針を持つ。 
     ②高校入学前の学習への意識付けとする。 
・期日：平成 23年 3月 17日（木）・18日（金） 
・場所：高校  
・教科：国語、社会、数学、理科、英語 
・内容：入学者選抜の学力検査に準ずる程度の問題 

 
○乗り入れ授業における教員の交流により、教員の相互理解及
び生徒理解が図られた。また、教員の専門性が活かされた。 

○小６・中１の合同教科では、小中の交流が深まり、発展的な
課題に取り組むことができ、学力向上への意識付けにつなが
った。また、小中のシステムの違いを克服することができる
ようになってきた。 

○各学校の教務部が時間割調整等を頻繁に行い、事務的課題が
解消された。 

○帯タイムの算数・数学では、計算トレーニングにより、スピ
ード及び正確さが向上してきた。 

○各種検定試験の取組が学習の基礎基本の定着に役立った。 
○公開・研究授業ウィークスにおける 12 年間の系統性を意識
した取組により、教科についての話し合いが深められ、授業
力の向上につながった。 

 
▲各学校の対外的行事・出張等のため、調整には限界がある。
また、打合せ時間を十分に確保することも必要である。 

▲人事異動後に乗り入れ授業担当者が決定されるため、カリキ
ュラムに反映させることが難しい場合がある。 

▲乗り入れ授業等を保護者にも積極的に参観してもらい、その
効果を広く伝える必要がある。 

 

【平成 23年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・小→中 数学 
・中→小 音楽 
・中→高 現代社会、美術、保健体育女子、情報 
・高→小 英語活動（ＡＬＴ） 

 
○乗り入れ授業における教員の交流により、教員の相互理解及
び生徒理解が図られた。また、教員の専門性が活かされた。 

○各学校の教務部が時間割調整等を頻繁に行い、事務的課題が
解消された。 
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・高→中 家庭 
○つなぎ授業 英語、数学 
○合同教科 小６・中１（国語、算数・数学） 
○帯タイムの実施（小中高） 
 ※高校は、今年度から考査１週間前～考査期間中に

朝の SHR 前の 30 分を基礎演習として取り組んで
いる。 

○家庭学習強化週間の設定・実施（小中） 
○休業中の勉強会 
・夏季休業中に夏の勉強会の実施（小中） 
・早朝・長期休業中（夏・冬季）に特別学習（補習）
及び学習会の実施（高） 

○詩や言葉・文の暗唱指導＜級・段制＞の実施（小） 
○英検・漢検・数検・ワープロ検定等の各種検定試験
への受験奨励（中高） 

 ※中はマイスター制度として実施 
○プレ入試の実施（中３年生が対象 過去の高校入試
問題レベル ５教科）（中） 

○公開・研究授業ウィークス（小中高） 
・目的：①地区推進部会（教科部会）の活性化 
     ②12年間を見通し、系統性を意識した授業づ

くり 
・時期：６月及び 11月  
・教科：８教科 19授業 
 ※算数数学部会は長崎大学の教育支援事業を活用 
○高校合格者学力確認テストの実施 
・目的：①高校入学段階での学力を把握し学習への指

針を持つ。 
    ②高校入学前の学習への意識付けとする。 
・期日：平成 24年３月 19日（月）・21日（水） 
・場所：高校  
・教科：国語、社会、数学、理科、英語 
・内容：入学者選抜の学力検査に準ずる程度の問題 

○小６・中１の合同教科では、小中の交流が深まり、発展的な
課題に取り組むことができ、学力向上への意識付けにつなが
った。また、小中のシステムの違いを克服することができる
ようになってきた。 

○帯タイムの算数・数学では、計算トレーニングにより、スピ
ード及び正確さが向上してきた。 

○各種検定試験の取組が学習の基礎基本の定着に役立った。 
○公開・研究授業ウｨークスにおける 12年間の系統性を意識し
た取組により、教科についての話し合いが深められ、授業力
の向上につながった。 

 
▲各学校の対外的行事・出張等のため、調整には限界がある。
また、打合せ時間を十分に確保することも必要である。 

▲乗り入れ授業等を保護者にも積極的に参観してもらい、その
効果を広く伝える必要がある。 

▲現在の連携型高校入試の方法の見直し、学力検査を課す入試
の必要性を感じる。 

 

【平成 24年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・小→中 数学 
・中→小 音楽 
・中→高 現代社会、美術、保健体育女子、情報 
・高→小 英語活動（ALT） 
・高→中 家庭 
○つなぎ授業：英語、数学 
○合同教科 小６・中１：（国語、算数・数学） 
○帯タイムの実施（小中高） 
 ※高校は、昨年度から考査１週間前～考査期間中に

朝の SHR 前の 30 分を基礎演習として取り組んで
いる。 

○家庭学習強化週間の設定・実施（小中） 
○休業中の勉強会 
・夏季休業中に夏の勉強会の実施（小中） 
・早朝・長期休業中（夏・冬季）に特別学習（補習）
及び学習会の実施（高） 

○詩や言葉・文の暗唱指導＜級・段制＞の実施（小） 
○英検・漢検・数検・ワープロ検定等の各種検定試験
への受験奨励（中高） 

 ※中はマイスター制度として実施 
○プレ入試の実施（中３年生が対象 過去の高校入試
問題レベル ５教科）（中） 

○研究授業ウｨークス（小中高） 
・目的：①地区推進部会（教科部会）の活性化 
    ②12年間を見通し、系統性を意識した授業づ 
     くり 
・時期：６月  
・教科：８教科 13授業 
 ※算数数学部会は長崎大学の教育支援事業を活用 
○高校合格者学力確認テストの実施 
・目的：①高校入学段階での学力を把握し学習への指 
     針を持つ。 
    ②高校入学前の学習への意識付けとする。 
・期日：平成 24年３月 19日（火）・21日（木） 
・場所：高校  
・教科：国語、社会、数学、理科、英語 
・内容：入学者選抜の学力検査に準ずる程度の問題 
 
 

 
○乗り入れ授業における教員の交流により、教員の相互理解及
び生徒理解が図られた。また、教員の専門性が活かされた。 

○小６・中１の合同教科では、小中の交流が深まり、発展的な
課題に取り組むことができ、学力向上への意識付けにつなが
った。また、小中のシステムの違いを克服することができる
ようになってきた。 

○帯タイムの算数・数学では、計算トレーニングにより、スピ
ード及び正確さが向上してきた。 

○各種検定試験の取組が学習の基礎基本の定着に役立った。 
○研究授業ウｨークスでは、本時の題材が小中高の系統性にお
いてどこに位置づけられるのかを明確にすることにより、教
科についての話し合いが深められ授業力の向上につながっ
た。 

○各学校の教務部が時間割調整等を頻繁に行い、事務的課題が
解消された。 

 
▲乗り入れ授業等を保護者にも積極的に参観してもらい、その
効果を広く伝える必要がある。 

▲今後、職員数の減少に伴い、校種間の乗り入れ授業が困難に
なることが予想される。 

▲各学校の対外的行事・出張等のため、調整には限界がある。
また、打合せ時間を十分に確保することも必要である。 

▲中１ギャップ、高１クライシスを乗り越える生徒の精神力の
育成も必要である。「ギャップ」を「ステップ」にするための
研究が必要である。 
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【平成 25年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・小→中 数学 
・中→小 音楽 
・中→高 美術、保健体育 
・高→小 英語活動（ＡＬＴ） 
・高→中 家庭 
○つなぎ授業 中３（英語、数学） 
 
○合同教科 小６・中１ （国語、算数・数学） 
 
○帯タイムの実施（小中高） 
 ※小学校は、国語・算数・暗唱の基礎的な課題を、

毎日 15分間、繰り返し取り組む。 
 ※中学校は、国・数・英・読み書きの基礎演習を、

毎日 15分間、繰り返し取り組む。 
 ※高校は、考査１週間前～考査期間中に朝の SHR前

の 30分を（西高朝学タイム）基礎演習として取り
組んでいる。 

○家庭学習強化週間の設定・実施（小） 
 
○自主学習ノート「レインボーノート」の活用による
家庭学習の取組（中） 

○休業中の勉強会 
・夏季休業中に夏の勉強会の実施（小中） 
・早朝・長期休業中（夏・冬季）に特別学習（補習）
及び学習会の実施（高） 

 
○詩や言葉・文の暗唱指導＜級・段制＞の実施（小） 
 
○英検・漢検・数検・ワープロ検定等の各種検定試験
への受験奨励（中高） 

 ※中は「マイスター制度」として実施 
 
○プレ入試の実施（中３年生が対象、過去の高校入試 
 問題レベル ５教科） 
 
○①公開授業・②研究授業ウｨークス（小中高） 
・目的：(1)地区推進部会（教科部会）の活性化   
    (2)12 年間を見通し、系統性を意識した授業

づくり 
・時期：①６月、②10月  
・教科：①８教科 13授業、②８教科 11授業 

 

 
○乗り入れ授業における教員の交流により、教員の相互理解及
び生徒理解が図られた。また、教員の専門性が活かされ生徒
の学びに対する動機付けの一つになった。 

○中３、３学期での高校教員によるつなぎ授業で、高校への進
学ギャップが狭まった。 

○小６・中１の合同教科では、小中の交流が深まり、発展的な
課題に取り組むことができ、学力向上への意識付けにつなが
った。 

○帯タイムの算数・数学では、計算トレーニングにより、スピ
ード及び正確さが向上してきた。 

○帯タイムの内容を基礎基本と応用とに分けて取り組むこと
により、時間を有効に活用しようという意識付けができた。 

○帯タイムに各種検定試験演習問題を取り入れることで、一
層、基礎基本の定着化が図られた。（中）  

○家庭学習強化週間を定期的に設定することにより、児童だけ
でなく保護者に対しても家庭学習の大切さを啓発すること
ができた。学習の内容も自主的な工夫が見られるようになっ
た。（小） 

○プリントを中心とした家庭学習から、学習ノートを中心とし
た家庭学習に切り替えるよう指導した。このことにより、学
習量が増えると同時に工夫して自主学習に取り組む生徒が
増えてきた。（中） 

○児童が「暗唱」の学習に意欲的に取り組む姿が見られ、低学
年でも、長い文章を覚えることができている。また、認定証
を発行することにより、達成感を味わわせることができた。 

○各種検定試験の取組が学習の基礎基本の定着に役立った。 
○マイスター制度により、一人一人が自らの学力に応じて、目
標を持って課題に取り組む姿が見られた。 

○研究授業ウィークスでは、教科ごとに設定したテーマに関連
した授業研究を行うことで、小中高の系統性や本地区の児童
生徒の課題などが明確になった。また、教科についての話し
合いが深められ、個々の教師の授業力の向上につながった。 

○各学校の教務部が時間割調整等を頻繁に行い、事務的課題が
解消された。 

▲乗り入れ授業等を保護者にも積極的に参観してもらい、その
効果を広く伝える必要がある。 

▲今年度、職員数の減少に伴い、校種間の乗り入れ授業が一部
縮小された。今後も、この傾向が続くと予想される。 

▲本地区の実態として資料活用能力や数学的な思考力につい
て、継続した指導の必要性を感じる。 

▲家庭学習に対する意識は高まってきているが、取組の内容に
個人差があるため、今後も保護者と協力しながら充実した内
容になるよう指導していかなければならない。 

▲研究授業ウィークスをさらに保護者・地域に知ってもらい、
授業参観など関心を高める必要がある。 

▲各学校の対外的行事・出張等のため、調整には限界がある。
また、打合せ時間を十分に確保することも必要である。 

【平成 26年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・小→中 数学 
・中→小 音楽 
・中→高 美術、保健体育 
・高→小 英語活動（ALT） 
・高→中 家庭 
 
○つなぎ授業：中３（英語、数学） 
○合同教科 小６・中１：（国語、算数・数学） 
 
○帯タイムの実施（小中高） 
 ※小学校は、国語・算数・暗唱の基礎的な課題を、

毎日 15分間、繰り返し取り組む。 
 ※中学校は、国・数・英・読み書きの基礎演習を、

毎日 15分間、繰り返し取り組む。 
 ※高校は、考査１週間前～考査期間中に朝のＳＨＲ

前の 30分を（西高朝学タイム）基礎演習として取
り組む。 

○家庭学習強化週間の設定・実施（小） 
○家庭学習時間調査の実施（小中高） 
○自主学習ノート「レインボーノート」の活用による
家庭学習の取組（中） 

○生活手帳の活用（高） 
○休業中の勉強会 
・夏季休業中に夏の勉強会の実施（小中） 

 
○乗り入れ授業における教員の交流により、教員の相互理解及
び生徒理解が図られた。また、教員の専門性が活かされ生徒
の学びに対する動機付けの一つになった。 

○中３、３学期での高校教員によるつなぎ授業で、高校への進
学ギャップが狭まった。 

○小６・中１の合同教科では、小中の交流が深まり、発展的な
課題に取り組むことを通して、国語や算数の学習への興味が
高まっている。また、中学校の学習への見通しをもつことが
できる。小・中の教員同士で互いの指導方法のよさを実感し、
それぞれの指導に活かすことができている。 

○算数科の内容では、学年の系統性を踏まえて児童一人一人が
苦手とするところを重点的に取り組めるような、個に応じた
課題を設定した。そのことにより、全体として基礎基本の定
着につながっている。高学年においては、全国学力学習状況
調査の問題、県学力調査の問題にも取り組むことで、前年度
と比較し正答率が向上している。 

○保護者が積極的に家庭学習に係わるようになっている。自主
的な家庭学習の内容を紹介することにより、さらに意欲を高
める児童が増えてきている。 

○学習量が増えるとともに工夫して自主学習に取り組む生徒
が増えてきた。（中） 

○児童が「暗唱」の学習に意欲的に取り組む姿が見られ、低学
年でも、長い文章を覚えることができている。また、認定証
を発行することにより、達成感を味わわせることができた。 

○各種検定試験の取組、マイスター制度により、一人一人が自
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・早朝・長期休業中（夏・冬季）に特別学習（補習）
及び学習会の実施（高） 

○詩や言葉・文の暗唱指導＜級・段制＞の実施（小） 
○英検・漢検・数検・ワープロ検定等の各種検定試験
への受験奨励（中高） 

 ※中は「マイスター制度」として実施 
○①公開授業・②研究授業ウｨークス（小中高） 
・目的：(1)12 年間を見通し、系統性を意識した授業

づくり 
     (2)地区推進部会（教科部会）の活性化 
・時期：①６月、②10月  
・教科：①９教科 10授業、②８教科 16授業 

らの学力に応じて、目標を持って課題に取り組む姿が見られ
た。 

○研究授業ウィークスでは、教科ごとに設定したテーマに関連
した授業研究を行うことで、小中高の系統性や本地区の児童
生徒の課題などが明確になった。また、教科についての話し
合いが深められ、個々の教師の授業力の向上につながった。 

▲乗り入れ授業のねらいが、特別支援のための TTであったり、
コース別学習であったり、専門的な指導の導入であったりと
教科によって異なっている。担当者との事前の詳細な打ち合
わせが必要である。 

▲各種検定試験への合格を目指して、帯タイムの実施計画を時
期によって臨機応変に変更していくことも検討していく。
（中）  

▲家庭学習に対する意識は高まってきているが、取組の内容に
個人差があるため、今後も保護者と協力しながら充実した内
容になるよう指導していかなければならない。 

▲各学校の対外的行事・出張等のため、調整には限界がある。
また、打合せ時間を十分に確保することも必要である。 

【平成 27年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・小→中 数学 
・中→小 音楽 
・中→高 美術、保健体育 
・高→小中 英語活動（ALT） 
・高→中 家庭 
 
○つなぎ授業：中３（英語、数学） 
 
○合同教科 小６・中１：（国語、算数・数学） 
 
○帯タイムの実施（小中高） 
 ※小学校は、国語・算数・暗唱の基礎的な課題を、

毎日 15分間、繰り返し取り組む。 
 ※中学校は、国・数・英・読み書きの基礎演習を、

毎日 15分間、繰り返し取り組む。 
 ※高校は、考査１週間前～考査期間中に朝の SHR前

の 30分を（西高朝学タイム）基礎演習として取り
組む。 

○自主学習ノート「レインボーノート」の活用による
家庭学習の取組（中） 

○家庭学習強化週間の設定・実施（小） 
○家庭学習時間調査の実施（小中高） 
○生活手帳の活用（高） 
 
○詩や言葉・文の暗唱指導＜級・段制＞の実施（小） 
 
○英検・漢検・数検・ワープロ検定等の各種検定試験
への受験奨励（中高） 

 ※中は「マイスター制度」として実施 
○休業中の勉強会 
・夏季休業中に夏の勉強会の実施（小中） 
・早朝・長期休業中（夏・冬季）に特別学習（補習）
及び学習会の実施（高） 

○①公開授業・②研究授業ウｨークス（小中高） 
・目的：(1) 12年間を見通し、系統性を意識した授業

づくり 
    (2) 地区推進部会（教科部会）の活性化 
・時期：①６月、②10月  
・教科：①８教科 13授業、②８教科 14授業 
○ICT機器の活用 
 小中学校へ機器の導入：県立美術館との遠隔授業プ
ログラム（２月予定） 

 
○乗り入れ授業における教員の交流により、教員の相互理解及
び生徒理解が図られた。また、教員の専門性が活かされ生徒
の学びに対する動機付けの一つになっている。 

○中３、３学期での高校教員によるつなぎ授業で、高校への進
学ギャップが狭まった。 

○小６・中１の合同教科では、小中の交流が深まり、発展的な
課題に取り組むことを通して、国語や算数の学習への興味が
高まっている。 

○帯タイムについては、全体として基礎基本の定着につながっ
ている。特に、暗唱は一人一人の子どもが目標をもって取り
組むことができ、それが表現力の向上につながっている。
（小） 

○各種検定試験の合格を目指して、時期によって帯タイムの教
科を重点化した。（中） 

○自主的な家庭学習の内容を紹介することにより、さらに意欲
を高める児童が増えてきている。（小） 

○家庭学習の時間が増加傾向にある。（中高） 
○「レインボーノート」は３年目に入り、学習方法にも慣れ、
習慣化しつつある。（中） 

○児童が「暗唱」の学習に意欲的に取り組む姿が見られ、低学
年でも、長い文章を覚えることができている。また、学習に
集中して取り組む力の育成にもつながっていると考える。認
定証の発行も達成感につながった。 

○各種検定やマイスターの取得に向けて、一人一人が自らの学
力に応じて、目標を持って課題に取り組む姿が見られた。
（中） 

○研究授業ウｨークスでは、各教科で目指す学力を焦点化し、
「わかる授業づくりの工夫」に向けた具体的な手だてを絞り
込んで実践にあたった。その結果、各教科が共通の問題意識
に立ち、授業方法を共有できる授業研究に一歩近づくことが
できた。 

○遠隔授業システムに対応したカメラ及びマイク・スピーカー
を設置し、Skypeを導入した。（小中） 

○平成 28 年２月に県立美術館の遠隔授業プログラムに則った
授業実践にこぎつけた。（中） 

▲乗り入れ授業のねらいを、TTによる個別支援であったりコー
ス別学習の導入であったりと年度によってその学級等のニ
ーズに応じて変更している。年度当初の担当者間の綿密な打
ち合わせだけでなく、年度終了時の成果の検証も必要であ
る。 

▲給食開始により、放課後の行事等に充てる時間が不足したこ
とで、帯タイムカットの日が増加したが、現在は改善する方
向で実施している。（中） 

▲今後、家庭学習の質のさらなる向上や学習時間の曜日の偏り
について、保護者と連携しながら指導を工夫していかなけれ
ばならない。 

▲遠隔授業システムの操作に関する十分な技能を有した教 
職員がいないため、職員間での研修で技術の向上に努めてい
る。（小中） 

【平成 28年度】 
○校種間乗り入れ授業 
・小→中 数学 
・中→小 音楽、英語 
 ※英語活動の乗り入れを新設。外部講師を招いて研 
    修を深めた後に本格的にスタート。 
・中→高 美術、保健体育、公民 

 
○教員の交流により一人一人の指導力が向上するとともに、児

童生徒理解が深まった。 
○中１ギャップが低減された。 
○英語の乗り入れ授業では、事前研修を活かした授業により児
童の学習意欲が高まった。 

○合同教科では、交流が深まり、発展的な課題に取り組むこと
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・高→小中 英語活動(ALT) 
・高→中 家庭(増単位) 
○つなぎ授業 
・中３（英語、数学） 
・小６（数学） 
○合同教科 
・小６・中１：（国語、英語）※昨年度は国語と数学 
○帯タイムの実施（小中高） 
・小学校は、国語・算数・暗唱の基礎的な課題を、毎日15分
間、繰り返し取り組む。 

・中学校は、国・数・英・読み書きの基礎演習を、毎
日 15分間、繰り返し取り組む。 

・高校は、考査１週間前～考査期間中に朝の SHR前の
30分を「西高朝学タイム」として基礎演習に取り組
んでいる。 

○家庭学習スタイルの確立 
・小中高共通の家庭学習スタイル（宿題＋選択学習）
を発達段階に応じて設定。自らすすんで学習に取り
組めるように、課題を２種類以上準備した。 

・家庭学習強化週間の設定・実施（小） 
・自主学習ノート「レインボーノート」の活用による
家庭学習の取組（中） 

・生活手帳の活用（高） 
・家庭学習時間調査の実施（小中高） 
○詩や言葉・文の暗唱指導＜級・段制＞の実施（小） 
○各種検定試験の受験奨励 
・英検・漢検・数検・ワープロ検定等（中高） 
 ※中は「マイスター制度」として実施 
 ※町からの受験料支援 
○休業中の勉強会 
・夏の勉強会、学習会（小中高） 
・早朝・長期休業中の特別学習(補習)(高) 
○①公開授業・②研究授業ウィークス（小中高） 
・目的：(1)12年間を見通し、系統性を意識した授業 
      づくり 
    (2)地区推進部会（教科部会）の活性化 
・時期：①６月、②10月 
・教科：①７教科 11授業 ②８教科 14授業 
○ICT機器の活用 
・大島分校との遠隔授業（小） 
・電子黒板、タブレットは H29 から導入予定。（小中） 

 

を通して、学習への興味が高まっている。また、中学生がリ
ーダーシップをとりやすい英語に変更したため、さらに積極
的に取り組むようになった。 

○基礎基本の定着につながっている。 
○暗唱は各自の目標に応じて取り組むことができ、表現力の向
上につながっている。（小） 

○帯タイムは全職員で清掃時間または昼休み後に取り組んで
いる。国・数・英の少人数指導ができ、基礎基本の定着に役
立っている。（小中） 

○帯タイムの時間に、漢検・数検・英検対策を行なった。（中） 
○自主的な家庭学習内容を紹介することで、さらに意欲を高め
る児童が増えてきている。（小） 

○基礎プリントと発展プリントの区別が指標となり自主学習
に取り組み易くなった。 

○「レインボーノート」は４年目に入り、学習方法にも慣れ、
習慣化しつつある。（中） 

○内容や量について手本となる生徒を表彰している。生徒のや
る気にもつながっている。 

○暗唱では意欲的に取り組む姿が見られ、低学年でも長い文章
を覚えることができている。また、集中力の育成にもつなが
っていると考える。 

○認定証の発行も達成感につながった。 
○時期によって帯タイムの教科を重点化した。（中） 
○各種検定やマイスターの取得に向けて、一人一人が自らの学
力に応じて、目標を持って意欲的に取り組む姿が見られた。
（中） 

○長期休業中の家庭学習の進捗状況を教員が把握でき、課題の
提出期日を守らせることにつながっている。 

○研究授業ウィークスでは、目指す学力を焦点化して「わかる
授業づくりの工夫」に向けた具体的な手だてを絞り込んだ実
践を行った。各教科が共通の問題意識に立って授業方法を共
有できる授業研究に一歩近づくことができた。 

○理科の小６中１高１の合同研究授業、タブレット端末を用い
た保健体育の授業など、新しい取組への挑戦もなされた。周
囲の教員も刺激を受け、研修を深めていった。 

▲年度当初には管理職を交えた担当者間の綿密な打合せ、年度
終了時には成果の検証と次年度への引継ぎが必要。 

 ※つなぎ授業は、２月に実施のため未検証。今年度は新たに
小６の数学で実施。早期の生徒理解や課題の把握を期待。 

▲乗り入れ、つなぎ授業、合同教科については、児童生徒の実
態や教科内容、職員配置なども考慮し、実施教科の見直しを
検討しなければならない。 

▲論理的文章の読解に課題がある本地区において、新聞記事等
を活用した帯タイムの取組や家庭学習の内容も一考すべき。 

 （小中高） 
▲給食及びフッ化物洗口開始により、放課後の行事等の時間が
不足するため、帯タイムがカットになることが多かった。 

 （小中） 
▲力量にあった選択をしない者もいる。 
▲職員の負担が増した。次年度は予算を確保して市販資料の活
用も検討。 

▲小中の家庭学習時間は減少(高は増加)。 
▲遠隔授業は Skypeを使って試行したものの、回線（ADSL）が 

不安定で実際の活用は難しい。今後、再検討の必要あり。（小） 

仮説②基本的な生活習慣の確立 
【宇久地区】 

取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校種間の情報交換と統一した指導 
・夏休み前に家庭学習アンケートや本地区独自実施の
児童生徒へのアンケートによる実態把握及び分析考
察の実施 

・地域や地区健全育成会と連携した指導 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや不
安の解消 

・歓迎遠足（小中高）、海岸清掃（小中高） 
・薬物乱用防止教室（中高）、体育大会（中高）、 

DV防止教育（中高）、オーケストラ鑑賞会（中高）、
ロードレース大会（中高） 

・合同授業郷土芸能伝承「宇久ハイヤ節」（小中） 

 
○小中高の教員が情報交換しあう機会が多く、気づきを気軽に
出し合うことができ、12年間を見通した生活指導が可能にな
った。 

○挨拶、起床時間、朝食を摂るなど基本的生活習慣の確立がで
きた。 

○学校、保護者、地域と地区健全育成会と協力した生徒指導が
できた。 

○校種を超えた交流により、進学先の先輩や教師に対する不安
は少ない。 

○児童生徒間の交流が充実し、各段階でのリーダーも育ってき
た。 

▲３つの異校種がカリキュラムや行事をそろえることが容易
ではない。 

▲時程の違いで合同行事が組みにくい。 
▲児童生徒の減少により、郷土芸能の伝承が難しくなってい
る。 
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【平成 22年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校種間の情報交換と統一した指導 
・夏休み前に家庭学習アンケートや本地区独自実施の
児童生徒へのアンケートによる実態把握及び分析考
察の実施 

・地域や地区健全育成会と連携した指導 
 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや不
安の解消 

・歓迎遠足（小中高）、海岸清掃（小中高） 
・薬物乱用防止教室（中高）、体育大会（中高）、駅伝・
ロードレース大会（中高） 

 
○特別支援教育への取組 
・特別支援教育委員会を中心とした活動を展開 

 
○小中高の教員が情報交換しあう機会が多く、気づきを気軽に
出し合うことができ、12年間を見通した生活指導が可能にな
った。 

○挨拶、起床時間、朝食を摂るなど基本的生活習慣の確立がで
きた。 

○学校、保護者、地域と地区健全育成会と協力した生徒指導が
できた。 

○校種を超えた交流により、進学先の先輩や教師に対する不安
は少ない。 

○児童生徒間の交流が充実し、各段階でのリーダーも育ってき
た。 

○特別支援教育委員会において、毎回講師を招き専門的研修を
深めることができた。また、その取組を各学校へ報告するこ
とで教員の特別支援教育に関する意識が高まった。 

▲３つの異校種がカリキュラムや行事をそろえることが容易
ではない。 

▲時程の違いで合同行事が組みにくい。 
【平成 23年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業

による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 
・校種間の情報交換と統一した指導 
・夏休み前に家庭学習アンケートや本地区独自実施の  
 児童生徒へのアンケートによる実態把握及び分析 
考察の実施 

・地域や地区健全育成会と連携した指導 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや不

安の解消 
・歓迎遠足（小中高）、海岸清掃（小中高） 
・薬物乱用防止教室（中高）、体育大会（中高）、 
 駅伝・ロードレース大会（中高） 
 
 
 
 
○特別支援教育への取組 
・特別支援教育委員会を中心とした活動を展開 

 
○小中高の教員が情報交換しあう機会が多く、気づきを気軽に
出し合うことができ、12年間を見通した生活指導が可能にな
った。 

○挨拶、起床時間、朝食を摂るなど基本的生活習慣の確立がで
きた。 

○学校、保護者、地域と地区健全育成会と協力した生徒指導が
できた。 

○校種を超えた交流により、進学先での先輩や教師に対する不
安は少ない。 

○児童生徒間の交流が充実し、各段階でのリーダーも育ってき
た。 

○特別支援教育委員会において、講師を招き専門的研修を実施
することができた。また、その取組を各学校へ報告すること
で教員の特別支援教育に関する意識が高まった。研修会によ
り多くの教員が参加できるようにすることが大切である。 

○全体計画、個別指導計画や支援計画の作成や実態把握のため
のアンケート実施など、島内４校で歩調をそろえて行い年間
を通して一貫した支援ができる体制作りを行った。 

▲３つの異校種がカリキュラムや行事をそろえることが容易
ではないことが課題であったが、年度当初に時期を決定した
ので問題点は少なくなった。しかし、いまだに行事の打ち合
わせの会の設定がしにくい。来年度の行事については教務主
任会を中心に早期に検討する予定である。 

【平成 24年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業

による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 
・校種間の情報交換と統一した指導 
・夏休み前に家庭学習アンケートや本地区独自実施 

の児童生徒へのアンケートによる実態把握及び分析
考察の実施 

・地域や地区健全育成会と連携した指導 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや不
安の解消 

・歓迎遠足（小中高）、海岸清掃（小中高） 
・薬物乱用防止教室（中高）、体育大会（中高）、 
 駅伝・ロードレース大会（中高） 
 
 
 
 
○特別支援教育への取組 
・特別支援教育委員会を中心とした活動を展開 
 

 

 
○小中高の教員が情報交換しあう機会が多く、気づきを気軽に
出し合うことができ、12年間を見通した生活指導が可能にな
った。 

○挨拶、起床時間、朝食を摂るなど基本的生活習慣の確立がで
きた。 

○学校、保護者、地域と地区健全育成会と協力した生徒指導が
できた。 

○校種を超えた交流により、進学先での先輩や教師に対する不
安は少ない。 

○児童生徒間の交流が充実し、各段階でのリーダーも育ってき
た。 

○特別支援教育委員会において、講師を招き小中高職員も参加
して専門的研修を実施することができた。教員の特別支援教
育に関する意識が高まった。研修会により多くの教員が参加
できるようにすることが大切である。 

○全体計画、個別指導計画や支援計画の作成や実態把握のため
のアンケート実施など、島内４校で歩調をそろえて行い、年
間を通して一貫した支援ができる体制作りを行った。 

▲３つの校種がカリキュラムや行事をそろえることが容易で
はないことが課題であったが、教務主任会を中心に年度当初
に時期を決定したので問題点は少なくなった。しかし、いま
だに行事の打ち合わせの会の設定がしにくい。 

【平成 25年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業

による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 
・校種間の情報交換と統一した指導 
・夏休み前に家庭学習アンケートや本地区独自実施の
児童生徒へのアンケートによる実態把握及び分析考
察の実施 

・地域や地区健全育成会と連携した指導 

 
○小中高の教員が情報交換しあう機会が多く、気づきを気軽に
出し合うことができ、12年間を見通した生活指導が可能にな
った。 

○挨拶、起床時間、朝食を摂るなど基本的生活習慣の確立がで
きた。 

○学校、保護者、地域と地区健全育成会と協力した生徒指導が
できた。 
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○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや不
安の解消 

・歓迎遠足（小中高）、海岸清掃（小中高） 
・薬物乱用防止教室（中高）、体育大会（中高）、 
 駅伝・ロードレース大会（中高） 
 
 
 
○特別支援教育への取組 
・特別支援教育委員会を中心とした活動を展開 

 
 

○校種を超えた交流により、進学先での先輩や教師に対する不
安は少ない。 

○児童生徒間の交流が充実し、各段階でのリーダーも育ってき
た。 

○特別支援教育委員会において、講師を招き小中高職員も参加
して専門的研修を実施することができた。教員の特別支援教
育に関する意識が高まった。 

○全体計画、個別指導計画や支援計画の作成や実態把握のため
のアンケート実施など、島内４校で歩調をそろえて行い、年
間を通して一貫した支援ができる体制作りを行った。 

▲３つの校種がカリキュラムや行事をそろえることが容易で
はないことが課題であったが、教務主任会を中心に年度当初
に時期を決定したので問題点は少なくなった。 

【平成 26年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業

による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 
・校種間の情報交換と統一した指導 
・本地区独自実施の児童生徒へのアンケートによる実
態把握及び分析考察の実施 

・地域や地区健全育成会と連携した指導 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや不
安の解消 

・歓迎遠足（小中高）、海岸清掃（小中高） 
・薬物乱用防止教室（中高）、体育大会（中高）、 
 駅伝大会（中高） 
・なぎなた踊り見学会（小５、６・中） 
・老人会へのメッセージカード作り（小中高） 
○特別支援教育への取組 
・特別支援教育委員会を中心とした活動を展開 
○地域代表者会の実施（年２回） 
 
 

 

 
○小中高の教員が情報交換しあう機会が多く、気づきを気軽に
出し合うことができ、12年間を見通した生活指導が可能にな
った。 

○学校、保護者、地域と地区健全育成会と協力した生徒指導が
できた。 

○校種を超えた交流により、進学先での先輩や教師に対する不
安は少ない。 

○児童生徒間の交流が充実し、各段階でのリーダーも育ってき
た。 

○特別支援については、全体計画、個別指導計画や支援計画の
作成や実態把握のためのアンケートを実施した。島内４校で
歩調をそろえて行い、年間を通して一貫した支援ができる体
制作りを行った。 

○自己実現の基盤として「あいさつ」「はきものそろえ」の定着
に取り組んだ。特に「はきものそろえ」については地域の特
色となるまで徹底することを各校で確認し実践していると
ころである。 

▲アンケート等各調査により、基本的な生活習慣の重要性につ
いて徐々に意識付けはできているが、課題のある児童生徒が
固定化されていることから本人、保護者に対しさらに具体的
な手立てが必要である。 

【平成 27年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校種間の情報交換と統一した指導 
・児童生徒へのアンケート実施による実態把握及び 

分析考察の実施 
・地域や地区健全育成会との連携した指導 
・朝の挨拶運動 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや不
安の解消 

・歓迎遠足、海岸清掃、老人ホームへのメッセージカ
ード作り（小中高） 

・薬物乱用防止教室、体育大会、ロードレース大会、  
  百人一首大会（中高） 
・なぎなた踊り見学会（小中） 
・修学旅行（小） 
○特別支援委員会を中心とした研修会等の実施 

 
○月に１回の部会開催により情報交換が密になり、校種の垣根
を越え統一した指導ができた。 

○学校、保護者、地域と地区健全育成会と協力した児童生徒の
生活指導ができた。 

○自己実現の基盤として「ワンストップあいさつ」「はきものそ
ろえ」の定着に取り組んだ。これらが地域の特色となるまで
徹底することを各校で確認し実践している。 

○合同行事により、他者を思いやる心や協調性は十分育まれて 
いる。 

○特別支援については、センター出前事業を利用しての職員研
修を実施し資質の向上を図った。また、児童生徒にアンケー
トを実施し実態把握を図り、問題を抱える児童生徒に対して
は、一貫した支援が行えた。 

▲合同行事においては、最高学年はリーダー性を発揮できてい 
るが、各段階でのリーダー性を発揮できる場が少ない。仕掛 
けを工夫していきたい。 

▲狭い範囲での交流が多く、第三者に自己の考えを伝えること 
に抵抗を感じている児童生徒が多い。 

【平成 28年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校種間の情報交換と統一した指導 
・児童生徒へのアンケート実施による実態把握及び分
析考察の実施 

・地域や地区健全育成会との連携した指導 
・朝の挨拶運動 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや不
安の解消 

・歓迎遠足、海岸清掃、老人ホームへのメッセージカ
ード作り（小中高） 

・薬物乱用防止教室、体育大会、駅伝大会、百人一首
大会（中高） 

・なぎなた踊り見学会（小中） 
○指導目標の柱として「表現力の育成」を掲げ、教育
活動全般を通して、その育成に取り組んでいる。 

 
○月に１回の部会開催により情報交換が密になり、校種の垣根
を越え統一した指導ができた。 

○学校、保護者、地域と地区健全育成会と協力した児童生徒の
生活指導ができた。 

○児童生徒にアンケートを実施し実態把握を図り、問題を抱え
る児童生徒に対しては、一貫した支援が行えた。 

○自己実現の基盤として「ワンストップあいさつ」｢はきものそ
ろえ」の定着に取り組んだ。これらが地域の特色となるまで
徹底することを各校で確認し実践している。 

○合同行事により、他者を思いやる心や協調性は十分育まれて
いる。 

○合同行事を通して、リーダーとしての資質の向上が図られて
いる。 

▲機会あるごとに児童生徒が自ら考え、話をする場を設けてい
る。戸惑う児童生徒もいたが、徐々に習慣化されてきた。今
後も継続して取り組んでいきたい。 
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仮説②基本的な生活習慣の確立 

【奈留地区】 
取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・定例部会、事務局会の開催（小中高） 
・生徒指導連絡会（小中高） 
・生活実態調査の実施（小中高） 
・通学時の小中高職員による立哨指導（小中高） 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

・三大行事（歓迎遠足・体育大会（小中高）・百人一首
大会（中高））及び合唱祭（小５～高１） 

・始業式、終業式、避難訓練の合同実施（小中） 
・小中合同行事（平和集会・人権集会・全校朝会等）
（小中） 

・「奈留っ子の心を見つめる教育習慣」の合同実施 
 （小中高） 
・ケータイ教室の実施（中高） 
・薬物乱用防止教室合同実施（小中） 
○愛育会（PTA）と連携したあいさつに対する取組 

 
○小中高の教員、児童生徒のお互いの理解が深まり、不登校や
中１ギャップ・高１クライシスの解消につながった。 

○三大行事だけでなく、合唱祭では小５～高１、人権集会では
小５～中３が参加するなど、発達段階に応じた行事への取組
の工夫で成果を上げた。 

○愛育会と PTAとの連携も深まり、挨拶について同じ視点を持
って取組を行った。 

○小中高一貫教育に対する地域の関心が高まり、それにより地
域教育力も高まり、問題行動、非行などがほとんどなかった。 

 
▲児童生徒は幼い頃から知っている間柄であり、仲がよい反
面、お互いの切磋琢磨や先輩後輩のけじめ、上下関係につい
て徹底できないところがある。 

▲挨拶は、学校内など限定された所では良くできているが、学
校外や家庭内での挨拶には改善の余地がある。 

▲合同ありきではなく、小中合同、中高合同、期別の行事など、
教育的効果が上がるような行事の見直しが必要である。 

【平成 22年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・定例部会・事務局会（小中高） 
・生徒指導連絡会（小中高） 
・生活実態調査（小中高） 
・通学時の立哨指導（小中高） 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

・三大行事（歓迎遠足・体育大会・百人一首大会）（小
中高）及び合唱祭（小中高１） 

・始業式、終業式、避難訓練の合同実施（小中） 
・「奈留っ子の心を見つめる教育週間」の合同実施 
 （小中高） 

 
○小中高の教員の連携及び児童生徒同士の理解が深まり、異校
種間ギャップの解消に有効があった。 

○三大行事だけでなく、小中及び中高の合同行事を通して、発
達段階に応じた指導をスムーズに行うことができた。 

○朝の挨拶指導など、愛育会・PTA とも同じ目線で指導するこ
とにより、保護者の理解が深まった。 

○小中高一貫教育への地域の理解や関心が深まるとともに地
域教育力が高まり、生徒指導上の問題はほとんどなかった。 

▲児童生徒の切磋琢磨する心やけじめ、上下関係等を大切にす
る姿勢という面で徹底できていない。 

▲挨拶は、学校ではできるが、校外や家庭での実施状況には改
善の余地がある。 

【平成 23年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・合同会議・事務局会（小中高） 
・生徒指導連絡会（小中高） 
・生活実態調査（小中高） 
・通学時のあいさつ指導（小中高） 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

・三大行事（歓迎遠足・体育大会・かるた百人一首大
会）（小中高）及び合唱祭（小中高１） 

・始業式、終業式、入学式、卒業式の合同実施（小中） 
・「奈留っ子の心を見つめる教育週間」の合同実施 
 （小中高） 

 
○各種の行事や会議等を通して、小中高の教職員の連携及び児
童生徒同士の理解が一層深まり、異校種間ギャップの解消並
びに各種行事の円滑かつ効果的な運営に有効であった。 

○生活実態調査や挨拶指導を通して、実態把握に限ることな
く、各校種における指導内容の共通理解がなされた。 

○朝の挨拶指導など、保護者や地域の方と同じ目線で指導する
ことができ、理解が深まった。 

○三大行事だけでなく、小中及び中高の合同行事を通して、発
達段階に応じた指導をスムーズに行うことができた。 

○地域の理解や関心が深まるとともに、地域の教育力が高ま
り、生徒指導上の問題はほとんどなかった。 

▲児童生徒の仲が良すぎるため、切磋琢磨する心やけじめ、上
下関係等で徹底できない面がある。 

▲家庭・地域での挨拶にはまだまだ改善の余地がある。 

【平成 24年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・合同会議・事務局会（小中高） 
・生徒指導連絡会（小中高） 
・生活実態調査（小中高） 
・通学時のあいさつ指導（小中高） 
 
 
 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

・三大行事（歓迎遠足・体育大会・かるた百人一首大
会）（小中高）及び合唱祭（小中高１） 

・始業式、終業式、入学式、卒業式の合同実施（小中） 
・「奈留っ子の心を見つめる教育週間」の合同実施 
 （小中高） 

 
○各種の行事や会議等を通して、小中高の教職員の連携及び児
童生徒同士の理解が一層深まり、異校種間ギャップの解消並
びに各種行事の円滑かつ効果的な運営ができた。 

○生活実態調査やあいさつ指導を通して、的確に実態把握を行
い、各校種における指導内容の共通理解がなされ、実態に即
した指導ができた。 

○朝の挨拶指導など、保護者や地域の方々と同じ目線で指導す
ることができ、理解が深まった。 

○三大行事を始めとした小中及び中高の合同行事を通して、発
達段階に応じた指導をスムーズに行うことができた。 

○地域の理解や関心が深まるとともに、地域の教育力が高ま
り、生徒指導上の大きな問題はなかった。 

▲人的環境に変化が乏しく、児童生徒同士の人間関係も固定さ
れがちであるため、切磋琢磨する心や、先輩・後輩のけじめ
等を意識的に教え、育てる必要がある。 

▲校外での挨拶等の礼儀作法について、学校評議員会等の場
で、不十分な面の指摘があった。 
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【平成 25年度】 
○12年間の一貫した生活・生徒指導や、相互乗り入れ
授業による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・合同会議、事務局会（小中高） 
・生徒指導連絡会（小中高） 
・生活実態調査（小中高） 
・通学時の挨拶指導（小中高） 
 
 
 
 
 
 
○合同行事等の交流による学校生活上の悩みや不安
の解消 

・三大行事（歓迎遠足・体育大会・かるた百人一首大
会）（小中高）及び合唱祭（小中高１） 

・始業式、終業式、入学式、卒業式等の合同実施 
 （小中） 
・「奈留っ子の心を見つめる教育週間」の合同実施 
 （小中高） 

 
○各種の合同行事や合同会議等を通して、小中高の教職員の連
携及び児童生徒の理解が一層深まり、各種行事の円滑かつ効
果的な運営ができた。 

○生活実態調査や挨拶指導を通して実態把握を行い、各校種に
おける指導内容の共通理解がなされ、実態に即した指導がで
きた。 

○朝の挨拶運動により、挨拶の習慣は確立しつつある。また、
保護者や地域の方々と同じ目線で指導することができ、相互
の理解が深まった。 

○地域の理解や関心が深まるとともに、地域の教育力が高ま
り、生徒指導上にも役立った。 

○小中高合同の三大行事を始めとする合同行事を通して、児童
生徒同士の理解が一層深まり、異校種間ギャップの解消につ
ながった。 

○小中高合同の三大行事や小中、中高の合同行事等を通して、
円滑かつ効果的に発達段階に応じた指導を行うことができ
た。 

▲人的環境に変化が乏しく、児童生徒同士の人間関係も固定さ
れがちであるため、切磋琢磨する心や、目上・目下のけじめ
等を意識的に教え、育てる必要がある。 

▲学校開放期間の学校行事については、校種間でさらに情報交
換を密に行い、合同開催の行事を企画するなどして、保護者
や地域の方々との交流を図る機会の提供につなげた方が良
い。 

【平成 26年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・合同会議、事務局会（小中高） 
・生徒指導連絡会（小中高） 
・生活実態調査（小中高） 
・登校時の挨拶運動（小中高） 
 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

・三大行事（歓迎遠足、体育大会、かるた・百人一首
大会）（小中高）および合唱祭（小中高１）に加え、
本年度マラソン大会（中高）も実施 

・始業式、終業式、入学式、卒業式の合同実施（小中） 
・「奈留っ子の心を見つめる教育週間」の合同実施 
 （小中高） 

 
○小中高で足並みを揃えた指導や、合同での校外巡視などを通
して、児童生徒・保護者・地域の理解を得た指導が可能にな
った。また、挨拶運動により、児童生徒同士や教職員との間
の一体感が強まった。さらに、きちんとした挨拶をすること
で、礼節のみならず、落ち着いた学校生活が送ることができ
た。 

○生活実態調査の結果を分析し、各校種ごとの実態把握とそれ
に応じた指導内容の共通理解が図られ、実態に即した指導が
行われた。 

○各行事を通して、上級生下級生が同じ活動をする際の交流を
通し、悩みや不安に対するアドバイスが行われた。それらを
通し下級生は自らを律する態度を育成できた。 

○上級生は下級生と接することで、見られることにより、生活
習慣をはじめとした多面的な部分での自覚が生じた。 

▲校種を超えて集団を作り、共に準備・活動をする時間を多く
設定する必要がある。 

【平成 27年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・合同会議、事務局会（小中高） 
・生徒指導連絡会（小中高） 
・生活実態調査（小中高） 
・登校時の挨拶運動（小中高） 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

・三大行事（歓迎遠足、体育大会、かるた・百人一首
大会）（小中高）および音楽祭（小中高１）に加え、
マラソン大会（中高）も実施 

・始業式、終業式、入学式、卒業式の合同実施（小中） 
・「奈留っ子の心を見つめる教育週間」の合同実施 
 （小中高） 

 
○小中高で足並みを揃えた指導や、合同での校外巡視などを通
して、児童生徒・保護者・地域の理解を得た指導が可能にな
った。また、挨拶運動により、児童生徒同士や教職員との間
の一体感が強まった。さらに、きちんとした挨拶をすること
で、礼節のみならず、落ち着いた学校生活を送ることができ
た。 

○生活実態調査の結果を分析し、各校種ごとの実態把握とそれ
に応じた指導内容の共通理解が図られ、実態に即した指導を
行うことができた。 

○各行事を通して、上級生下級生が同じ活動をするという交流
を通し、悩みや不安に対するアドバイスが行われた。それら
を通し下級生は自らを律する態度を育成した。 

○上級生は下級生と接することで、生活習慣をはじめとした多
面的な自覚が生じた。 

▲校種を超えて集団を作り、共に準備・活動をする時間を多く
設定する必要がある。 

【平成 28年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・合同会議（小中高） 
・生活指導連絡会（小中高） 
・生活実態調査（小中高） 
・登校時の挨拶運動（小中高） 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

・三大行事（歓迎遠足、体育大会、かるた・百人一首
大会）（小中高）に加え、音楽祭（小中高１）、マラ
ソン大会（中高）の実施 

・始業式、終業式、入学式、卒業式の合同実施（小中） 
・「奈留っ子の心を見つめる教育週間」の合同実施 
 （小中高） 

 
〇小中高の合同会議で合同行事について検討する際も、発達年
齢に対応したものになっているか、配慮の必要な生徒にどの
ように対応するかなど、意見交換がなされた。 

〇長期休業前の生徒指導担当者の会議で、状況確認と生活指導
の内容が話し合われていて効果的であった。 

〇行事の後には、児童生徒、教員に対してアンケートを行って
いるが、児童生徒の満足度は高い。 

〇保護者にも小中高一貫教育の取組を理解してもらえた。 
▲合同行事の実施準備に時間がかかる。 
▲体育祭など合同練習が必要な行事で、小中高の時間調整が難
しい。 
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仮説②基本的な生活習慣の確立 

【小値賀地区】 
取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
〇12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による小中高の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校長会及び教頭会（月１回の定例会：校長会は教育
長・各校長・事務局長、教頭会は教育次長・各教頭） 

・教務主任会（各校種） 
・事務局（４部局）及び地区推進部会（21部会） 
・生活アンケート（調査分析部局） 
〇小中高の交流を通して、児童生徒の心身の発達を促
す合同行事の実施 

・歓迎遠足（小中高） 
・芋植え及び収穫（小中） 
・アジかまぼこ作り（小中）   
・PTP交流（小中高） 
・海浜清掃（小中高）      
・体育祭（中高） 
・海の生物観察会（小中高） 
・人権集会（小中高） 
・心の教育講演会（中高） 
・持久走及び駅伝大会（小中） 

 
○修了証書授与式（小中高） 
・目的：小中高の児童生徒が一堂に会し、前・中・後

期の修了証書を授与することにより、12年間
の一貫した教育体制であることを実感させ
る。また、１年間の振り返りをさせ、次年度
に向けての展望を一人一人に持たせる。 

・期日：平成 22年 2月 26日 

 
〇合同行事等を通して、小中高一貫教育への保護者及び地域の
理解が深まった。また、各学校の PTA同士の連携も深まりつ
つある。地域の子は、地域で育てる本地区ならではの取組と
して、各行事が充実してきた。 

〇自らの教育活動にそれぞれの経験を活かすことができるよ
うになった。 

〇児童生徒が自校以外の教員への理解を深め、小から中、中か
ら高に進学する上で、心理的負担が軽減されつつある。 

〇小中高の教職員の連携が進み、児童生徒一人一人に対するき
め細かな対応が可能である。 

〇合同行事を実施する過程で、上級生が先輩として、他校種の
児童生徒に対して配慮し、優しさをもって接することができ
ている。 

〇生活アンケートの結果を全保護者・町民に示すことで、読書
習慣及び家庭学習習慣の確立において、家庭の理解・協力を
得ることができるようになった。 

▲学習指導要領の改訂に伴い、教育課程のさらなる見直しが必
要である。 

▲小１から高３まで同じ行事に参加し、小中高全ての児童生徒
に教育効果を高めることは、体力的な差など、年齢発達段階
からみて、極めてむずかしい場合がある。 

▲各学校で年間行事を考えるとき、ある時期に小中高の取組が
集中し、各学校での教育活動に余裕がなくなることがある。 

▲小中高の連携が進むにつれ、小中でのそれぞれの最上級生
（小６・中３）としての役割が失われ、自校での最上級生と
しての意識が薄れるなど、リーダーとしての指導が難しい側
面がある。 

▲前・中・後期の枠を生徒が意識できる取組が少なく、検討の
必要がある。 

【平成 22年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校長会及び教頭会（月１回の定例会：校長会は教育
長・校長・事務局長、教頭会は教育次長・教頭、 

 ※本年度は２か月に１回、校長・教頭合同研修会と
して実施） 

・教務主任会（各校種 ※分校を含む） 
・事務局（４部）及び地区推進部会（18部会） 
・生活アンケート（調査分析部） 
○合同行事等の交流を通しての学校生活の悩みや不
安の解消 

・歓迎遠足（小中高） 
・アジかまぼこ作り（小中） 
・海浜清掃（小中高） 
・体育祭（中高） 
・心の教育講演会（中高） 
・人権集会（小中高） 
・ロードレース及び駅伝大会（小中） 
・修了証書授与式（小中高） 

 

 
○合同行事等を通して、小中高一貫教育への保護者及び地域の
理解が深まった。また、各学校の PTA同士の連携も深まりつ
つある。地域の子は、地域で育てる本地区ならではの取組と
して、各行事が充実してきた。 

○自らの教育活動にそれぞれの経験を活かすことができるよ
うになった。 

○児童生徒が自校以外の教員への理解を深め、小から中、中か
ら高に進学する上で、心理的負担が軽減されつつある。 

○小中高の教職員の連携が進み、児童生徒一人一人に対するき
め細やかな対応が可能である。 

○合同行事を実施する過程で、上級生が先輩として、他校種の
児童生徒に対して配慮し、優しさをもって接することができ
ている。 

○生活アンケートの結果を全保護者・町民に示すことで、読書
習慣及び家庭学習習慣の確立において、家庭の理解・協力を
得ることができるようになった。今後は、さらに学習の質の
向上を目指し、保護者と連携しながら進める必要がある。 

▲小１から高３まで同じ行事に参加し、小中高全ての児童生徒
に教育効果を高めることは、体力的な差など、年齢発達段階
からみて、極めて難しい場合がある。 

▲各学校で年間行事を考えるとき、ある時期に小中高の取組が
集中し、各学校での教育活動に余裕がなくなることがある。 

▲小中高の連携が進むにつれ、小中でのそれぞれの最上級生
（小６・中３）としての役割が失われ、自校での最上級生と
しての意識が薄れるなど、リーダーとしての指導が難しい側
面がある。 

▲前・中・後期の枠を児童生徒が意識できる取組が少なく、検
討が必要である。 

▲合同行事は、各学校の行事調整や時間的な限界があり、打合
せ時間を十分に確保することが難しい。また、学習指導要領
の改訂に伴い、さらなる合同行事の精選も必要である。 

【平成 23年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校長会及び教頭会、校長教頭合同会（定例会） 
・教務主任会（各校種 ※分校を含む） 
・事務局（４部）及び地区推進部会（16部会） 
・生活アンケート（調査分析部） 

 
○自らの教育活動にそれぞれの経験を活かすことができるよ
うになった。 

○小中高の教職員の連携が進み、児童生徒一人一人に対するき
め細やかな対応が可能である。 

○生活アンケートの結果を全保護者・町民に示すことで、読書
習慣及び家庭学習習慣の確立において、家庭の理解・協力を
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○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

・歓迎遠足（小中高） 
・アジかまぼこ作り（小中） 
・海浜清掃（小中高） 
・体育祭（中高） 
・心の教育講演会（中高） 
・人権集会（小中高） 
・ロードレース及び駅伝大会（小中） 
・修了証書授与式（小中高） 
 
 
 

得ることができるようになった。 
○合同行事等を通して、小中高一貫教育への保護者及び地域の
理解が深まった。また、各学校の PTA同士の連携も深まりつ
つある。地域の子は、地域で育てる本地区ならではの取組と
して、各行事が充実してきた。 

○児童生徒が自校以外の教員への理解を深め、小から中、中か
ら高に進学する上で、心理的負担が軽減されつつある。 

○合同行事を実施する過程で、上級生が先輩として、他校種の
児童生徒に対して配慮し、優しさをもって接することができ
ている。 

▲小１から高３まで同じ行事に参加し、小中高全ての児童生徒
に教育効果を高めることは、体力的な差など、年齢発達段階
からみて、難しい場合がある。 

▲各学校で年間行事を考えるとき、ある時期に小中高の取組が
集中し、各学校での教育活動に余裕がなくなることがある。 

▲小中高の連携が進むにつれ、小中でのそれぞれの最上級生
（小６・中３）としての役割が失われ、自校での最上級生と
しての意識が薄れるなど、リーダーとしての指導が難しい側
面がある。 

▲前・中・後期の枠を児童生徒が意識できる取組が少なく、検
討が必要である。 

▲合同行事は、各学校の行事調整や時間的な限界があり、打合
せ時間を十分に確保することが難しい。また、学習指導要領
の改訂に伴い、さらなる合同行事の精選も必要である。 

【平成 24年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校長会及び教頭会、校長教頭合同会（定例会） 
・教務主任会（各校種 ※分校を含む） 
・事務局(４部)及び地区推進部会(16部会) 
・生活アンケート（調査分析部） 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

・歓迎遠足（小中高） 
 ※今年は、雨天のため、中学校体育館での歓迎集会
に変更 

・アジかまぼこ作り（小中） 
・海浜清掃（小中高） 

※今年は、悪天候のため中止 
・体育祭（中高） 
・心の教育講演会（中高） 
・人権集会（小中高） 
・ロードレース（小中） 
・修了証書授与式（小中高） 
○小中高一貫教育研究大会(11/12)の実施 
・５年間の取組を振り返ることにより成果と課題を整 
 理し、次年度からの新たな取組を検討していく。 

 
○自らの教育活動にそれぞれの経験を活かすことができるよ
うになった。 

○児童生徒が自校以外の教員への理解を深め、小から中、中か
ら高に進学する上で、心理的負担が軽減されつつある。 

○小中高の教職員の連携が進み、児童生徒一人一人に対するき
め細やかな対応が可能である。 

○生活アンケートの結果を全保護者・町民に示すことで、読書
習慣及び家庭学習習慣の確立において、家庭の理解・協力を
得ることができるようになった。 

○合同行事等を通して、小中高一貫教育への保護者及び地域の
理解が深まった。また、各学校の PTA同士の連携も深まりつ
つある。地域の子は、地域で育てる本地区ならではの取組と
して、各行事が充実してきた。 

○合同行事を実施する過程で、上級生が先輩として、他校種の
児童生徒に対して配慮し、優しさをもって接することができ
ている。 

▲小１から高３まで同じ行事に参加し、小中高全ての児童生徒
に教育効果を高めることは、体力的な差など、年齢発達段階
からみて、難しい場合がある。 

▲各学校で年間行事を考えるとき、ある時期に小中高の取組が
集中し、各学校での教育活動に余裕がなくなることがある。 

▲前・中・後期の枠を児童生徒が意識できる取組をさらに充実
させるための検討が必要である。 

▲合同行事は、各学校の行事調整や時間的な限界があり、打合
せ時間を十分に確保することが難しい。 

▲児童生徒数減に伴い、今後、合同行事の内容の見直し及び精
選が必要である。 

【平成 25年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校長会及び教頭会、校長教頭合同会（定例会） 
・教務主任会（各校種 ※分校を含む） 
・事務局(４部)及び地区推進部会(16部会) 
・生活アンケート（調査資料部） 
・地域や地区健全育成会と連携した指導 
 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや 
不安の解消 

○異校種、異学年との学習を通して、上級生への憧れ
と下級生へのいたわりの気持ちを育てる。 

・歓迎遠足（小中高） 
・アジかまぼこ作り（小中） 
・海浜清掃（小中高） 
・体育祭（中高） 
・心の教育講演会（中高） 
・人権集会（小中高） 
・ロードレース（小中） 
・修了証書授与式（小中高） 
 

 
○校種の垣根を越えた指導の経験を自らの教育活動にそれぞ
れ活かすことができるようになった。 

○児童生徒が自校以外の教員への理解を深め、小から中、中か
ら高に進学する上で、心理的負担が軽減されつつある。 

○小中高の教職員の連携が進み、児童生徒の特性を適切に把握
し、一人一人に対するきめ細やかな対応が可能である。 

○生活アンケートの結果を全保護者・町民に示すことで、読書
習慣及び家庭学習習慣の確立において、家庭の理解・協力を
得ることができるようになった。 

○合同行事等を通して、小中高一貫教育への保護者及び地域の
理解が深まった。また、各学校の PTA同士の連携も深まりつ
つある。地域の子は、地域で育てる本地区ならではの取組と
して、各行事が充実してきた。 

○合同行事を実施する過程で、異年齢集団との交流が定着し、
上級生が先輩として、他校種の児童生徒に対して配慮し、優
しさをもって接することができている。 

○小１から高３まで同じ行事に参加し、全ての児童生徒に教育
効果を高めることは、体力的な差など、年齢発達段階からみ
て、難しい場合があったが、それをカバーすべく、高学年の
生徒の関わり方が変わってきた。 

▲各学校で年間行事を考えるとき、ある時期に小中高の取組が
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集中し、各学校での教育活動に余裕がなくなることがある。 
▲前・中・後期の枠を児童生徒が意識できる取組をさらに充実
させるための検討が必要である。 

▲合同行事は、各学校の行事調整や時間的な限界があり、打合
せ時間を十分に確保することが必要である。 

▲児童生徒数減に伴い、今後、合同行事の内容の見直し及び精
選が必要である。 

【平成 26年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校長会及び教頭会、校長教頭合同会（定例会） 
・教務主任会（各校種 ※分校を含む） 
・事務局(４部)及び地区推進部会(16部会) 
・生活アンケート（調査資料部） 
・地域や地区健全育成会と連携した指導 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

○異校種、異学年との学習を通して、上級生への憧れ 
 と下級生へのいたわりの気持ちを育てる。 
・歓迎遠足（小中高） 
・アジかまぼこ作り（小中） 
・海浜清掃（小中高）…悪天候のため中止 
・体育祭（中高） 
・心の教育講演会（中高） 
・人権学習会（小中高） 
・ロードレース（小中） 
・修了証書授与式（小中高） 
○小値賀地区特別支援教育コーディネーター連絡協 
議会の設置 

 
○児童生徒が自校以外の教員への理解を深め、小から中、中か
ら高に進学する上で、心理的負担が軽減されつつある。 

○小中高の教職員の連携が進み、児童生徒の特性を適切に把握
しきめ細やかな対応が可能である。 

○生活アンケートの結果を全保護者・町民に示すことで、読書
習慣及び家庭学習習慣の確立において、家庭の理解・協力を
得ることができるようになった。 

○合同行事等を通して、小中高一貫教育への保護者及び地域の
理解が深まった。また、各学校の PTA同士の連携も深まりつ
つある。地域の子は、地域で育てる本地区ならではの取組と
して、各行事が充実してきた。 

○合同行事を実施する過程で、異年齢集団との交流が定着し、
上級生が先輩として、他校種の児童生徒に対して配慮し、優
しさをもって接することができている。 

○代表者会、実務者会を実施、各校種および地区における特別
支援教育の組織が整備されつつある。 

▲前・中・後期の枠を児童生徒が意識できる取組をさらに充実
させるための検討が必要である。 

▲合同行事は、各学校の行事調整や時間的な限界があり、打合
せ時間を十分に確保することが必要である。 

▲児童生徒数減に伴い、今後、合同行事の内容の見直し及び精
選が必要である。 

▲専門的な研修、専門家の指導助言を受ける機会の確保。 

【平成 27年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校長会及び教頭会、校長教頭合同会（定例会） 
・教務主任会（各校種 ※分校を含む） 
・事務局(４部)及び地区推進部会(16部会) 
・生活アンケート（調査資料部） 
・地域や地区健全育成会と連携した指導 
○合同行事等の交流を通しての学校生活上の悩みや
不安の解消 

○異校種、異学年との学習を通して、上級生への憧れ
と下級生へのいたわりの気持ちを育てる。 

・歓迎遠足（小中高） 
・アジかまぼこ作り（小中） 
・海浜清掃（小中高）…悪天候のため中止 
・体育祭（中高） 
・心の教育講演会（中高） 
・人権学習会（小中高） 
・ロードレース（小中） 
・修了証書授与式（小中高） 
○小値賀地区特別支援教育コーディネーター連絡協
議会における研修・情報共有 

 
○小中高の合同行事や教職員の連携が進み、児童生徒の発達段
階や特性に応じたきめ細やかな対応が可能である。 

○児童生徒が自校以外の教員への理解を深め、小から中、中か
ら高に進学する上で、心理的負担が軽減されている。 

○合同行事等を通して、小中高一貫教育への保護者及び地域の
理解が深まった。また、各学校の PTA同士の連携も深まり、
地域の子は、地域で育てる本地区ならではの取組として、各
行事が充実してきた。 

○合同行事を実施する過程で、異年齢集団との交流が定着し、
上級生が先輩として、他校種の児童生徒に対して配慮し、優
しさをもって接することができている。 

○個別の統一した支援計画書式の見直しを行い、こども園から
小中高まで、連携が図れるようにしている。 

▲生活アンケートの結果を全保護者・町民に示すことで、家庭
学習習慣や読書習慣等について、小値賀の子どもたちの現状
を理解いただき、改善へ向けて、取り組んでいるところであ
る。 

▲SNS のマナーを守った利用については、学校・家庭の協力し
た指導を継続する。 

▲合同行事は、各学校の行事調整や時間的な限界があり、打合
せ時間を十分に確保することが必要である。 

【平成 28年度】 
○12年間一貫した生活・生徒指導や相互乗り入れ授業
による校種の垣根を越えた児童生徒の把握 

・校長会及び教頭会、校長教頭合同会（定例会） 
・教務主任会（各校種 ※分校を含む） 
・事務局(４部)及び地区推進部会(１６部会) 
・生活アンケート（調査資料部） 
・養護部会 
・地域や地区健全育成会と連携した指導 
・町 PTA 主催による小中高同一講師によるメディア安
全講習会(生徒向け、保護者・教員向けの３部構成) 

○異校種、異学年との学習を通して、上級生への憧れ
と下級生へのいたわりの気持ちを育てる（合同行事
等の交流を通しての学校生活上の悩みや不安の解
消） 

・歓迎遠足（小中高） 
・アジかまぼこ作り（小中） 
・海浜清掃（小中高）…悪天候のため中止 
・体育祭（中高） 
・心の教育講演会（中高） 
・人権学習会（小中高） 

 
○生活アンケートの結果を全保護者・町民に示すことで、生活
習慣や家庭学習の取組等、小値賀の子どもたちの現状を理解
いただき、改善へ向けて取り組んでいる。 

○養護部で小中高共通の課題を把握し改善に努力。各校月１回
のメディアだよりを発行して子どもや保護者の意識を高め
ている。 

○通信機器の利用時間が長くなっているというアンケートの
結果を受けて発達段階に合わせた講習会を実施。教職員、保
護者への啓発活動にも努めた。 

○異年齢集団との交流が定着し、上級生が先輩として、他校種
の児童生徒に対して配慮し、優しさをもって接することがで
きている。 

○児童生徒が自校以外の教員への理解を深め、進学する際の心
理的負担が軽減されている。 

○教職員の連携が進み、児童生徒の発達段階や特性に応じた細
やかな対応が可能となった。 

○行事等をとおして小中高一貫教育への保護者及び地域の理
解が深まった。各校 PTAの連携も深まり、地域の子は地域で
育てる本地区ならではの取組として行事が充実してきた。 

○共通書式の個別の教育支援計画により、こども園から小中高
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・ロードレース（小中） 
・イングリッシュデー(小中高) 
・修了証書授与式（小中高） 
○小値賀地区特別支援教育コーディネーター連絡協
議会 

・個別の支援計画の共通書式 
・小中高職員の特別支援教育の合同研修会 

まで引継ぎがやりやすい。 
○研修会で特別支援の共通理解ができた。 
▲学校間の日程調整や打合せ時間を十分に確保することが必
要である。教職員の異動サイクルが変わり、引継ぎ等も課題。 

 

仮説③望ましい進路意識の向上 

【宇久地区】 
取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・「自己生活の向上と目標立て」から「将来の職業選択・
夢の実現」までの一貫したカリキュラムの作成 

・「ゆめ」カリキュラム（小：職場見学、中：職場体験）
の作成 

・連携型中高一貫教育入試の課題レポートを活用した
進路指導 

 （進路意識高揚を図った課題テーマの設定、中学校
では作成過程での指導、高校入学後課題レポート発
表会を実施） 

・合同歓迎遠足、海岸清掃を通して中高生が活動する
姿を小学生児童に直接見せる場の設定 

・地域人材一覧表の作成 

 
○合同行事や乗り入れ授業・つなぎ授業等により、小学校から
中学校・中学校から高校への不安感が減少した。 

○「宇久・実践」の職場体験学習や高校説明会等で、自分の進
路を考える機会が増え、進路意識が高揚した。 

○小学校段階から職業や将来について考える活動は、他地区で
はなかなか見られないもので、有意義であった。 

○小学生が、諸行事を通して中高校生の活動する姿に接するこ
とで、意識が好転した。 

▲上級学校への進学の不安は軽減されるが、緊張感が低下し学
習面にも影響が出ている。 

▲小中学校の子どもたちは職種をよく知らない。地域に見学し
たり体験したりできる職場が少なく、職業についての知識を
もっと広げる手だてが必要である。 

【平成 22年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・「自己生活の向上と目標立て」から「将来の職業選択・
夢の実現」までの一貫したカリキュラムの作成 

・「ゆめ」カリキュラム（小：職場見学、中：職場訪問、
職場体験）の作成 

・連携型中高一貫教育入試の課題レポートを活用した
進路指導 

 （進路意識高揚を図った課題テーマの設定、中学校
では作成過程での指導、高校入学後課題レポート発
表会を実施） 

・合同歓迎遠足、海岸清掃を通して中高生が活動する
姿を小学生児童に直接見せる場の設定 

・「ゆめ」に関するアンケートを２回実施 
・高１・２の学力検討会、高３の進路検討会へ中学校
の教員の参加 

 
○合同行事や乗り入れ授業・つなぎ授業等により、小学校から
中学校・中学校から高校への不安感が減少した。 

○「宇久・実践」の職場体験学習や高校説明会等で、自分の進
路を考える機会が増え、進路意識が高揚した。 

○小学校段階から職業や将来について考える活動は、他地区で
はなかなか見られないもので、有意義である。 

○今年度、高校の課題レポート発表会に中学校２年生を参加さ
せた。中学校２年生から将来の職業を意識させるいい機会に
なった。 

○小学生が、諸行事を通して中高校生の活動する姿に接するこ
とで、意識が好転した。 

○「ゆめ」に関するアンケートによって、将来に関する生徒の
意識を把握することができた。 

○中学校の教員が高校の学力・進路検討会に参加することによ
って、継続的な進路指導体制の基盤を築くことができた。 

▲上級学校への進学の不安は軽減されるが、緊張感が低下し学
習面にも影響が出ている。 

【平成 23年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 
・「自己生活の向上と目標立て」から「将来の職業選
択・夢の実現」までの一貫したカリキュラムを作成
し、小５から高３までに「ゆめフャイル」を持たせ
た。 

・「ゆめ」カリキュラム（小：職場見学、中：職場訪
問、職場体験、高：進路型修学旅行を踏まえ）の作
成 

 
・連携型中高一貫教育入試の課題レポートを活用し
た進路指導 

 （進路意識高揚を図った課題テーマの設定、中学校
では作成過程での指導、高校入学後課題レポート
発表会を実施） 

・合同歓迎遠足、海岸清掃を通して中高生が活動する
姿を小学生児童に直接見せる場の設定 

・「ゆめ」に関するアンケートを２回実施、新たにキ
ャリア教育に関するアンケートを１回実施 

 

 
○今年度から小学５年生から高校３年生に「ゆめフャイル」を
持たせ、資料を８年間保存させるようにした。また、高校３
年間の進路指導計画を参考に各学校でも進路指導計画作成に
取り組み始めた。完成すると 12年間を見通した進路指導計画
が実施できるようになる。 

○合同行事や乗り入れ授業・つなぎ授業等により、小学校から
中学校・中学校から高校への不安感が減少した。 

○「宇久・実践」の職場体験学習や高校説明会等で、自分の進
路を考える機会が増え、進路意識が高揚した。 

○小学校段階から職業や将来について考える活動は、他地区で
はなかなか見られないもので、有意義である。 

○今年度は高校の課題レポート発表会に中学校３年生を参加
させた。中学校３年生から将来の職業を意識させるいい機会
になった。 

○小学生が、諸行事を通して中高校生の活動する姿に接するこ
とで、あこがれを持ち、生き方に対する意識が好転した。 

○「ゆめ」に関するアンケートによって、将来に関する生徒の
意識を把握することができた。また、今年度からキャリア教
育に関するアンケートを実施したので新たな指導法を模索
する手だてを得た。 

▲小中高一貫教育を実施することで、上級学校への進学の不安
は軽減されるが、緊張感が低下し学習面にも影響が出てい
る。特に高校入試において学力検査がないので中学生の学習
に関する意欲の低下は否定できない。つなぎ授業や学力確認
テストで学習意欲の向上を図っているが、まだ十分ではな
い。 
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【平成 24年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚。 

・「自己生活の向上と目標立て」から「将来の職業選択・
夢の実現」までの一貫したカリキュラムを作成し、
小５から高３までに「ゆめフャイル」を持たせた。 

・「ゆめ」カリキュラム（小：職場見学、中：職場訪問、
職場体験、高：進路学習型修学旅行を踏まえ）の作
成。 

・連携型中高一貫教育入試の課題レポートを活用した
進路指導。 

 （進路意識高揚を図った課題テーマの設定、中学校
では作成過程での指導、高校入学後課題レポート発
表会を実施） 

・合同歓迎遠足、海岸清掃を通して中高生が活動する
姿を小学生児童に直接見せる場の設定。 

 
 
 
・「ゆめ」に関するアンケートを２回実施。新たにキャ
リア教育に関するアンケートを１回実施。 

 

 
○昨年度から小学５年生から高校３年生に「ゆめファイル」を
持たせ、資料を８年間保存させるようにした。また、高校３
年間の進路指導計画を参考に各学校でも進路指導計画作成に
取り組んだ。12年間を見通した進路指導計画が実施できるよ
うになった。 

○「宇久・実践」の職場体験学習や高校説明会等で、自分の進
路を考える機会が増え、進路意識が高揚した。 

○小学校段階から職業や将来について考える活動は、他地区で
はなかなか見られないもので、有意義である。 

○高校の課題レポート発表会に中学校３年生を参加させた。中
学校３年生から将来の職業を意識させるいい機会になった。 

○宇久高校入試説明会に昨年度から中２も参加させるように
した。早い時期から進学について考えさせることで、学習意
欲の向上につながった。 

○小学生が、諸行事を通して中高校生の活動する姿に接するこ
とで、あこがれを持ち、生き方に対する意識が好転した。 

○合同行事や乗り入れ授業・つなぎ授業等により、小学校から
中学校・中学校から高校への不安感が減少した。 

○「ゆめ」に関するアンケートによって、将来に関する生徒の
意識を把握することができた。また、今年度からキャリア教
育に関するアンケートを実施したので新たな指導法を模索
する手だてを得た。 

▲小中高一貫教育を実施することで、上級学校への進学の不安
は軽減されるが、緊張感が低下し学習面にも影響が出てい
る。特に高校入試において学力検査がないので中学生の学習
に関する意欲の低下は否定できない。つなぎ授業や学力確認
テストで学習意欲の向上を図っているが、まだ十分ではな
い。 

▲児童生徒の減少に伴い、人間関係を築く力や社会に参画する
力の育成に課題がある。宇久・実践のカリキュラムの見直し
を行い、児童生徒が自治能力を高める活動をより多く取り入
れる必要がある。 

【平成 25年度】 
○12年間を見通した系統的・継続的な生き方・進路学
習による進路（ゆめ）実現に向けての進路意識の高
揚 

・「自己生活の向上と目標立て」から「将来の職業選択・
夢の実現」までの一貫したカリキュラムを作成し、
小４から高３までに「ゆめフャイル」を持たせた。 

・「ゆめ」カリキュラム（小：職場見学、中：職場訪問、
職場体験、高：進路型修学旅行を踏まえ）の作成 

・課題レポートを活用した進路指導。 
 （進路意識高揚を図った課題テーマの設定、中学校
では作成過程での指導、高校入学後課題レポート発
表会を実施） 

・合同歓迎遠足、海岸清掃を通して中高生が活動する
姿を小学生児童に直接見せる場の設定 

・「ゆめ」に関するアンケートを２回実施、新たにキャ
リア教育に関するアンケートを１回実施。 
 

 

 
○小学４年生から高校３年生に「ゆめファイル」を持たせ、資
料を９年間保存させるようにしている。また、高校３年間の
進路指導計画を参考に各学校でも進路指導計画作成に取り組
んだ。12年間を見通した進路指導計画が実施できるようにな
った。 

○「宇久・実践」の職場体験学習や高校説明会等で、自分の進
路を考える機会が増え、進路意識が高揚した。 

○小学校段階から職業や将来について考える活動は、他地区で
はなかなか見られないもので、職業観の育成や目的を持った
学習への取組等において効果が期待される。 

○宇久高校入試説明会に中２も参加させるようにしている。早
い時期から進学について考えさせることで、学習意欲の向上
につながった。 

○「ゆめ」に関するアンケートによって、将来に関する生徒の
意識を把握することができた。 

○小中高一貫教育を実施することで、上級学校への進学の不安
は軽減されるが、緊張感が低下し学習面にも影響が出ている
ことは否めない。学力検査を導入することにより、意識の高
揚、学習意欲の向上が期待される。 

▲児童生徒の減少に伴い、人間関係を築く力や社会に参画する
力の育成に課題がある。他校との交流や ICTの活用によって、
改善を図りたい。 

【平成 26年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・「自己生活の向上と目標立て」から「将来の職業選択・
夢の実現」までの一貫したカリキュラムを作成し、
小４から高３までに「ゆめフャイル」を持たせた。 

・「ゆめ」カリキュラム（小：職場見学、中：職場訪問、
職場体験、高：進路型修学旅行を踏まえ）の作成 

・課題レポートを活用した進路指導 
 （進路意識高揚を図った課題テーマの設定、中学校
では作成過程での指導、高校では課題レポート発表
会を実施） 

・合同歓迎遠足、海岸清掃等、中高生が活動する姿を
小学生児童に直接見せる場の設定 

・「ゆめ」に関するアンケートを２回実施、新たにキャ
リア教育に関するアンケートを実施 

 
 

 
○小学４年生から高校３年生に「ゆめファイル」を持たせ、資
料を９年間保存させるようにしている。また、高校３年間の
進路指導計画を参考に各学校でも進路指導計画作成に取り組
んだ。12年間を見通した進路指導計画が実施できるようにな
った。 

○「宇久・実践」の職場体験学習や高校説明会等で、自分の進
路を考える機会が増え、進路意識が高揚した。 

○小学校段階から職業や将来について考える活動は、他地区で
はなかなか見られないもので、職業観の育成や目的を持った
学習への取組等において効果が期待される。 

○宇久高校入試説明会に中２も参加させるようにしている。早
い時期から進学について考えさせることで、学習意欲の向上
につながった。 

○中学３年生に、自分の将来についてのレポートを書かせるこ
とで、進路意識が高まった。 

○「ゆめ」に関するアンケートによって、将来に関する生徒の
意識を把握することができた。 

○小学校においても職場見学、体験を通して職業観や働く意
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 味、喜びについて考えることができた。 
▲小学校においては社会への参画意識や、貢献する喜びについ
て、特別活動（宇久・実践）や道徳、さらには普段の委員会
活動、係り活動を通して醸成していく必要がある。 

【平成 27年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的  
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け   

  ての進路意識の高揚 
・「自己生活の向上と目標立て」から「将来の職業選 

択・ゆめ実現」までの一貫したカリキュラムを作成 
し、小４から高３までに「ゆめファイル」を持たせ 
た。 

・「ゆめ」カリキュラム（小:職場見学、中：職場訪問、 
職場体験、高:進路型修学旅行）の作成 

・中高を通して「生涯設計レポート」の作成と発表 
・高校説明会（中高） 
・合同行事において中高生が活動する姿を小学生児童 
に直接見せる場の設定 

・「ゆめ」及び「キャリア教育」に関するアンケートの
実施 

 
○小学４年生から高３年生まで進路に関する学習成果物を「ゆ
めファイル」に保存させることで進路意識の高揚につながっ
ている。 

○各段階において、職場見学やインターンシップを実施するこ
とにより発達段階に応じた職業観の育成が図られ、働くこと
の意義について学ぶことができた。 

○中学校３年生のとき、自分の将来についてレポートを書き始
め、高校１年生のとき発表させている。他者の発表を聞くこ
とで自分の進路を見つめ直す機会になっている。 

○「ゆめ」及び「キャリア教育」に関するアンケートの実施に
より、将来に対する児童生徒の意識が把握できるとともに、
指導計画の改善につなげられた。 

【平成 28年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的 
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・「自己生活の向上と目標立て」から「将来の職業選択・
ゆめ実現」までの一貫したカリキュラムを作成し、
小４から高３までに「ゆめファイル」を持たせた。 

・「ゆめ」カリキュラム（小:職場見学、中：職場訪問、
インターンシップ、高: インターンシップ、進路型
修学旅行）の作成 

・中高を通して「将来設計レポート」の作成と発表 
・高校説明会（中高） 
・合同行事において中高生が活動する姿を小学生児童
に直接見せる場の設定 

・「ゆめ」及び「キャリア教育」に関するアンケートの
実施 

・高校における進路探究の時間の確保と再編成 
・道徳カリキュラムの再編成 

 
○小４から高３まで進路に関する学習成果物を「ゆめファイ
ル」に保存させることで進路意識の高揚につながっている。 

○各段階において、職場見学やインターンシップを実施するこ
とにより発達段階に応じた職業観の育成が図られ、働くこと
の意義について学ぶことができた。  

○中学校３年生のとき、自分の将来についてレポートを書き始
め、高校１年生のとき発表させている。他者の発表を聞くこ
とで自分の進路を見つめ直す機会になっている。 

○「ゆめ」及び「キャリア教育」に関するアンケートの実施に
より、将来に対する児童生徒の意識が把握できるとともに、
指導計画の改善につなげられた。 

○高校では、昨年度の反省を踏まえ進路探究の時間の確保と指
導計画の見直しを行った。 

▲中高におけるインターンシップについては、職種が限定され
てしまう。 

▲小中高全体会については、年度始めに調整をしており開催に
問題はないが、各部会の開催については、日程調整が困難で
ある。 

仮説③望ましい進路意識の向上 

【奈留地区】 
取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

 
・職業調べ（小中） 
 
・職場体験学習（中） 
 
・課題レポートを活かした進路指導（中高） 
 
・修学旅行（中）（高） 
 
・高校面接指導交流参観（中高） 

 

 
○職業調べは、中学校の調べた内容を小学生に説明するなど、
小中の交流授業等では、お互いの進路に対する意識の高揚に
つながった。 

○課題レポートが昨年度より進路を意識したテーマになり、自
己を見直す良い機会となった。 

○奈留・実践の「あすなる」において、各学年系統的で継続的
なカリキュラムを作成し、進路意識が高揚した。 

○中学校、高校とも、修学旅行において職場体験や工場見学、
専門学校や大学見学を実施し、進路意識の高揚につなげるこ
とができた。 

○高校生の進路に向けて努力する姿を見ることにより、中学生
の進路意識の高揚が見られた。 

○職業学習を通して、働く人への感謝の気持ちや職業人として
生きていこうとする自覚が出てきた。 

▲異校種間の交流を見越したカリキュラム編成が必要である。
小学校では担任一人で具体的な内容を考えるという現状で
あり、複数で 12 年間を見通したカリキュラムの編成を行う
場の設定が必要である。 

▲各校種間で取り組んだ内容について、事例集として今後も蓄
積するとともに、上級学校に引き継ぎ、経験したことをもと
に新たな見聞を広めていくことが必要である。 

▲進路学習は島内だけでは限界があり、島外でさまざまな体験
をさせたいが、授業時数確保や経費の面での課題が大きい。 

【平成 22年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

 
・職業調べ（小中） 

 
○職業調べは、小中学校の交流授業等でのお互いの進路意識の
高揚に効果的であった。 

○職場体験学習を通して、勤労意欲や就労意識など、職業人と
して働くことの大切さや、生きることの意義を見いだすこと
ができた。 
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・職場体験学習（中） 
 
・課題レポートを活用した進路学習（中高） 
 
・修学旅行（中）（高） 
 
・高校面接指導参観（中高） 

 

○奈留・実践の「あすなる」において、系統的かつ継続的なカ
リキュラムを作成し、実施していることが進路意識の高揚に
寄与することができた。 

○中学校・高校ともに、修学旅行時に職場体験や工場見学、大
学及び専門学校訪問を実施し、進路意識の高揚につながっ
た。 

○中学生が高校生の面接指導を参観することにより、中学生の
進路意識を高めることができた。 

○課題レポートが進路を意識したテーマとなり、自己の進路を
見つめ直す良い機会となった。 

▲校種を超えた 12 年間を見通したカリキュラムの作成が不十
分である。 

▲各校種で取り組んだ内容について、蓄積及び異校種への引き
継ぎ等を綿密に行う必要がある。 

▲進路学習において、様々な体験及び経験をさせるための場の
設定等の諸課題が十分には解決できていない。 

 
【平成 23年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

 
・職業調べ（小） 
 
・職場体験学習（中） 
 
・課題レポートを活用した進路学習（中高） 
 
・修学旅行（中）（高） 
 
・高校面接指導参観（中高） 

 
○職業調べは、小中学校の交流学習等でお互いの進路意識の醸
成及び高揚に効果的であった。 

○職場体験学習を通して、勤労意欲や就労意識など、職業人と
して働くことの意義や生きることの大切さを見いだすこと
ができた。 

○奈留・実践の「あすなる」において、系統的かつ継続的なカ
リキュラムを作成・実施していることが進路意識の高揚に寄
与することができた。 

○中学校・高校ともに、修学旅行時に職場体験や工場見学、大
学及び専門学校訪問を実施し、進路意識の高揚につながっ
た。 

○中学生が高校生の面接指導を参観することにより、中学生の
進路意識の高揚に寄与することができた。 

○課題レポートのテーマが進路を意識したものとなり、中学３
年生が自己の進路を見つめ直す機会となった。 

▲校種を超えた 12 年間を見通したカリキュラムの作成が不十
分であった。 

▲進路学習における各校種での取組を、他校種へ引き継ぐこと
が十分ではなかった。 

▲進路学習の場の設定等、解決すべき課題がある。 
 

【平成 24年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・職業調べ及び職場見学（小中） 
 
・職業講話（中） 
 
・職場体験学習（中・高） 
 
・課題レポートを活用した進路学習（中高） 
 
・高校面接指導参観（中３） 
 
・卒業生による講話（中高） 
 
・進路内定後の地元企業・施設勤労体験（高３） 

 
○奈留・実践の「あすなる」において、系統的かつ継続的なカ
リキュラムを作成し、実施していることが進路意識の高揚に
寄与することができた。 

○隔年実施している修学旅行時に、職場体験や工場見学、大学
及び専門学校訪問を実施し、進路意識の高揚につながった。 

○中学生が高校生の面接指導を参観することにより、中学生の
進路意識の高揚に寄与することができた。 

○課題レポートのテーマが進路を意識したものであるため、中
学３年生が自己の進路を見つめ直す機会となった。 

○卒業生による講話や高３進路内定生徒の地元企業・施設での
勤労体験を通して、社会人として巣立つ心の準備ができた。 

▲進路学習における各校種の取組の引継が十分ではない。校種
を超えた 12 年間を見通したカリキュラムの作成と一貫した
キャリア教育体制の構築が急務である。 

▲進路学習の場の設定等に関して、校種間での違いを認識して
取り組む必要がある。 

 
【平成 25年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な、生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向
けた進路意識の高揚 

 
・職業調べ及び職場見学（小中） 
 
・職業講話（中） 
 
・職場体験学習（中） 
 
・課題レポートを活用した進路学習（中高） 
 
・卒業生による講話（中高） 
 
・進路内定後の地元企業・施設勤労体験（高３） 

 
○「奈留実践」における「あすなる」において、系統的かつ継
続的なカリキュラムを作成・実施し、進路意識の高揚を図る
ことができた。 

○隔年実施している修学旅行時に、職場体験や工場見学、大学
及び専門学校訪問を実施し、進路意識の高揚につながった。 

○卒業生による講話や高３進路内定生徒の地元企業・施設での
勤労体験を通して、社会人として巣立つ自覚を深めることが
できた。 

○地区推進部会の中に「キャリア教育」部会を新設し、小中高
合同の職員研修の機会を設けるなどして共通理解を深め、小
中高足並み揃えた指導体制を構築しつつある。 

▲地区推進部会「奈留・実践」の活動を活性化し、12年間を見
通した進路学習体制を構築する必要がある。 

▲進路学習の場の設定等に関して、校種間での違いを認識して
取り組む必要がある。 
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【平成 26年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・キャリア教育を中心に据えた小中高一貫教育の実施 
・職業調べ及び職業見学（小中） 
・職業講話（小中） 
・高校説明会（高校生体験発表）（中高） 
・卒業生講話（中高） 
・職場体験学習（中） 
・離島半島インターンシップ（高） 
・進路講演会（中高） 

 
○総合学習「奈留・実践」を中心にキャリア教育を行った。ま
た、各教科の授業の中でもキャリア教育の視点を取り入れた
指導を行った。 

○職業研究・体験は段階的にレベルが上がっている。特に島外
へ出る高校生のインターンシップ事業は、進学希望者も参加
し、職業観の育成に大いに役立った。 

○高校説明会で高校生が中学生に行う学校生活の紹介は、中学
校と高校の違いを、学習・部活動・生活を中心に自らの言葉
で伝え、大変好評であった。 

▲キャリア教育はすぐに結果が表れるものではないので、粘り
強く継続的な指導が必要である。 

【平成 27年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・キャリア教育を中心に据えた小中高一貫教育の実施 
・職業調べ及び職業見学（小中） 
・職業講話（小中） 
・高校説明会（高校生活体験発表）（中高） 
・卒業生講話（中高） 
・職場体験学習（中） 
・離島半島インターンシップ（高） 
・進路講演会（高） 
・センター試験出発見送り（小中高） 
・合格体験談（中高） 

 

 
○高校では総合的な学習の時間である「奈留・実践」を中心に
キャリア教育を行った。また、各教科の授業の中でもキャリ
ア教育の視点を取り入れた指導を行い効果をあげた。 

○小中学校では特別活動と総合的な学習の時間を統合した「奈
留・実践」において、計画的にキャリア教育の実践を行うこ
とができた。 

○職業研究・体験は段階的にレベルを上げて行っている。特に
島外へ出る高校生のインターンシップ事業は、進学希望者も
参加し、職業観の育成に大いに役立てることができた。 

○高校説明会で高校生が中学生に行う学校生活の紹介は、中学
校と高校の違いを、学習・部活動・生活を中心に自らの言葉
で伝え、好評であった。 

▲離島半島インターンシップの実施にあたり、日程等のトラブ
ルがあり、次年度以降の検討課題である。 

▲キャリア教育はすぐに結果が表れるものではないので、粘り
強く継続的な指導が必要である。 

【平成 28年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的 
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・キャリア教育を中心に据えた「奈留・実践」の実施 
 （小中高） 
・「奈留・実践」のカリキュラム一覧表の作成 
 （小中高） 
・ふるさと探求活動 
・職業研究活動 
   職場見学（小中） 
   職場体験学習（中） 
   職業講話（小中） 
   高校入試説明会（中高） 
   離島半島地区インターンシップ（高） 
   進路講演会(高） 
   五島地区企業合同説明会（高） 
・センター試験出発見送り（小中高） 
・合格体験談講話（中高） 

 
〇「奈留・実践」のカリキュラム一覧を作成したことで、12年
を見通した指導ができるようになり、系統性を意識できるよ
うになった。 

〇一覧表の作成により、不十分な部分や、小中高それぞれで連
携できそうな部分が見えてきた。 

〇職業研究関連の外部事業が多く実施され、生徒が職業につい
て考える機会を確保しやすくなった。 

▲外部事業が多く、「奈留・実践」の時間を計画的に組み込む必
要がある。 

仮説③望ましい進路意識の向上 

【小値賀地区】 
取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
〇新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な在り方・生き方及び進路学習による進路（ゆめ）
実現に向けての進路意識の高揚 

・新設教科、学校設定科目「遣未来使学」「グローアッ
プ科」（小中高）※高校は「総合的な学習の時間」・
「ホームルーム活動」の内容を充当 

・学習発表会（中） 
・高校体験入学における授業参観の実施（高） 
・職場体験学習（中） 
・インターンシップ（高） 
○中３のグローアップ科において、公開授業の実施
（中高） 

・テーマ：進路について考えよう（２月３日） 
・形態 ：ティームティーチング（中１・高２）での  
 乗り入れ授業 
○検証アンケートの実施 
・目的：テーマ「一人一人の夢の実現」（満足度）の検
証 

・対象：小中高の全児童生徒・保護者・教職員及び地
区推進委員（地域代表者） 

 
〇新設教科導入時は、ねらい通りに実践できなかったところも
あったが、実践を重ねることで、系統的・継続的な指導内容
に精選・改善されつつある。また、各学校の一貫した年間計
画の作成により、より具体的な取組と検証が可能となってき
た。 

○小中高一貫教育の特性を活かし、中学校への橋渡し、高校へ
の橋渡し、そして最終段階である島を離れての就職及び進学
を意識した進路指導体制が改善されてきた。 

○進路実現のために必要な学力向上について、地区推進部会の
「進路」で話し合いが行われた。 

▲競争意識の希薄化を解消するために、情報の提供やプレ入試
の実施などを行なっているが、さらなる工夫が必要である。 

▲素直で純朴な児童生徒に、逆境にも耐えうる強い精神力をい
かに身に付けさせるかを考えていく必要がある。 
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・時期：１月中旬 
※１月下旬から２月上旬に分析、地区推進委員会 
 （２月 10日）で報告 
 

【平成 22年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・学校設定科目「遣未来使学」「グローアップ科」 
 （小中高）※高校は「総合的な学習の時間」・「ホ
ームルーム活動」の内容を充当 

・学習発表会（中） 
・高校体験入学における授業参観の実施（高） 
・職場体験学習（中） 
・インターンシップ（高） 
○検証アンケートの実施 
・目的：テーマ「一人一人の夢の実現」（満足度）の

検証  
・対象：小中高の全児童生徒・保護者・教職員及び地

区推進委員（地域代表者） 
・時期：11月 
※12月に分析、地区推進委員会（２月 14日）で報告 

 
○新設教科導入時は、ねらい通りに実践できなかったところも
あったが、実践を重ねることで、系統的・継続的な指導内容
に精選・改善されつつある。また、各学校の一貫した年間計
画の作成により、より具体的な取組と検証が可能となってき
た。 

○小中高一貫教育の特性を活かし、中学校への橋渡し、高校へ
の橋渡し、そして最終段階である島を離れての就職及び進学
を意識した進路指導体制が整理されつつある。 

▲小学校高学年から児童生徒一人一人にふさわしいキャリア
を形成していくために必要な意欲・態度を育てるための具体
的取組が必要である。 

▲競争意識の希薄化を解消するために、情報の提供やプレ入試
の実施などを行っているが、さらなる工夫が必要である。 

▲素直で純朴な児童生徒に、逆境にも耐えうる強い精神力をい
かに身に付けさせるかを協議していく必要がある。 

【平成 23年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・学校設定科目「遣未来使学」「グローアップ科」 
 （小中高）※高校は「総合的な学習の時間」・「ホ
ームルーム活動」の内容を充当 

・学習発表会（中） 
・高校体験入学における授業参観の実施（高） 
・職場体験学習（中） 
・インターンシップ（高） 
・キャリア教育として、小１から高３まで毎年、『夢に
向かって』カードを各自作成し、12年間の記録をフ
ァイリングしていく取組を行う。 

○検証アンケートの実施 
・目的：テーマ「一人一人の夢の実現」（満足度）の
検証 

・対象：小中高の全児童生徒・保護者・教職員及び地
区推進委員（地域代表者） 

・時期：11月 
 ※12月に分析、地区推進委員会（２月６日）で報告 
○地域住民への一貫教育取組の説明 
 今年度、６月 24日（金）19:30～21:00 に町民ホー
ルにて「小中高一貫教育地区説明会」を実施した。 

 ※今後、３～４年毎に実施する予定である。 

 
○新設教科導入時は、実践を重ねることで、系統的・継続的な
指導内容に精選・改善されつつある。また、各学校の一貫し
た年間計画の作成により、より具体的な取組と検証が可能と
なってきた。 

○小中高一貫教育の特性を活かし、中学校や高校への橋渡し、
そして島を離れての就職及び進学を意識した進路指導体制
が確立されつつある。 

▲小学校高学年から児童生徒一人一人にふさわしいキャリア
を形成していくために必要な意欲・態度を育てるための具体
的取組が必要である。 

▲競争意識の希薄化を解消するために、情報の提供やプレ入試
の実施などを行っているが、さらなる工夫が必要である。 

▲素直で純朴な児童生徒に、逆境にも耐えうる強い精神力をい
かに身に付けさせるかを協議していく必要がある。 

【平成 24年度】 
○新設教科等での 12 年間を見通した系統的・継続的
な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け
ての進路意識の高揚 

・学校設定科目「遣未来使学」「グローアップ科」 
 （小中高）※高校は「総合的な学習の時間」・「ホー
ムルーム活動」の内容を充当 

・学習発表会（中） 
・高校体験入学における授業参観の実施（高） 
・職場体験学習（中） 
・インターンシップ（高） 
・キャリア教育として、小１から高３まで毎年、『夢に
向かって』カードを各自作成し、12年間の記録をフ
ァイリングしていく取組を行う。 

○検証アンケートの実施 
・目的：テーマ「一人一人の夢の実現」（満足度）の検

証 
・対象：小中高の全児童生徒・保護者・教職員及び地

区推進委員（地域代表者） 
・時期：11月 

※12月に分析、地区推進委員会（２月）で報告 
○高校卒業生への訪問インタビューDVDの作成 

７月に職員が、大学や会社を訪問し、卒業生を取材
する。その様子を DVDにして、生徒の進路指導に役
立てる。 
 
 

 
○新設教科導入時は、実践を重ねることで、系統的・継続的な
指導内容に精選・改善されつつある。また、各学校の一貫し
た年間計画の作成により、より具体的な取組と検証が可能と
なってきた。 

○小中高一貫教育の特性を活かし、中学校や高校への橋渡し、
そして島を離れての就職及び進学を意識した進路指導体制
が確立されつつある。 

 
▲競争意識の希薄化を解消するために、情報の提供やプレ入試
の実施などを行っているが、さらなる工夫が必要である。 

▲素直で純朴な児童生徒に、逆境にも耐えうる強い精神力をい
かに身に付けさせるかを協議していく必要がある。 

111



【平成 25年度】 
○新設教科等での 12年間を見通した系統的・継続的 
 な生き方・進路学習による進路（ゆめ）実現に向け 
 ての進路意識の高揚 
・学校設定科目「遣未来使学」「グローアップ科」 
 （小中高） ※高校は「総合的な学習の時間」・「ホー
ムルーム活動」の内容を充当 

・学習発表会（中） 
・高校体験入学における授業参観の実施（高） 
・職場体験学習（中） 
・インターンシップ（高） 
・キャリア教育として、小１から高３まで毎年『夢に
向かって』カードを各自作成し、12年間の記録をフ
ァイリングしていく取組を行う。 

・キャリア発達支援シートの活用 
・キャリア・カウンセリングの機会確保とカウンセリ 
 ングの質の向上 
○検証アンケートの実施 
・目的：テーマ「一人一人の夢の実現」（満足度）の検

証 
・対象：小中高の全児童生徒・保護者・教職員及び地

区推進委員（地域代表者） 
・時期：11月 

※12月に分析、地区推進委員会（２月）で報告 
○高校卒業生へのインタビューDVDの作成 
・職員が、卒業生を訪問又は卒業生が帰省した際に取
材する。その様子を DVDにして、生徒の進路指導に
役立てる。 

○H26年度入学者選抜は５教科学力検査を実施。 

 
○新設教科導入時は、実践を重ねることで、系統的・継続的な
指導内容に精選・改善されつつある。また、各学校の一貫し
た年間計画の作成により、より具体的な取組と検証が可能と
なってきた。 

○小中高一貫教育の特性を活かし、中学校や高校への橋渡し、
そして島を離れての就職及び進学を意識した進路指導体制
が確立されつつある。 

▲競争意識の希薄化を解消するために、情報の提供やプレ入試
の実施などを行っているが、さらなる工夫が必要である。 

▲素直で純朴な児童生徒に、逆境にも耐えうる強い精神力をい
かに身に付けさせるかを協議していく必要がある。 

▲キャリア発達支援シートの内容について今後さらに検討が
必要である。 

▲各教科等（遣未来使学・グローアップ科を含む）の指導内容
と、キャリア教育でいう「基礎的・汎用的能力」との関わり
を明らかにし、全ての教科等においてキャリア教育の視点を
ふまえることを確認する必要がある。 

【平成 26年度】 
〇12年間を見通した系統的・継続的な生き方・進路学
習による進路意識の高揚 

・学校設定科目「遣未来使学」「グローアップ科」 
（小中高）※高校は「総合的な学習の時間」・「ホー
ムルーム活動」を充当 

・学習発表会（中） 
・高校体験入学における授業参観の実施（高） 
・職場体験学習（中） 
・インターンシップ（高） 
○研究授業ウィークスにおける各教科の指導案の中
に、各教科とキャリア教育の基礎的汎用的能力との
関連性を明記する。 

○「夢に向かってカード」「キャリア発達支援シート」
の活用 

○検証アンケートの実施 
・「一人一人の夢の実現」（満足度）の検証。地区推進
委員会（２月）で報告 

 
○実践を重ねることで、系統的・継続的な指導内容に精選・改
善されつつある。また、各学校の一貫した年間計画の作成に
より、より具体的な取組と検証が可能となってきた。 

○通常の授業や学級経営においてもキャリア教育の推進・キャ
リア発達の支援ができることを意識することができるよう
になった。各教科の内容やねらいとキャリア教育で目指す
「基礎的汎用的能力」の関わりについて、考えることができ
た。 

▲素直で純朴な児童生徒に、逆境にも耐えうる強い精神力をい
かに身に付けさせるかを協議していく必要がある。 

▲キャリア発達支援シートの内容について今後さらに検討が
必要である。 

▲12年間の記録をファイリングしていく取組を行う。また、キ
ャリア・カウンセリングの機会確保とカウンセリングの質の
向上を目指す。 

【平成 27年度】 
○12年間を見通した系統的・継続的な生き方 
・進路学習による進路意識の高揚 
・学校設定科目「遣未来使学」「グローアップ科」 

（小中高）※高校は「総合的な学習の時間」・「ホー
ムルーム活動」を充当 

・学習発表会（中） 
・高校体験入学における授業参観の実施（高） 
・職場体験学習（中） 
・インターンシップ（高） 
○研究授業ウィークスにおける各教科の指導案の中
に、各教科とキャリア教育の基礎的汎用的能力との
関連性を明記する 

○「夢に向かってカード」「キャリア発達支援シート」
の活用 

○検証アンケートの実施 
・「一人一人の夢の実現」（満足度）の検証。地区推進 
 委員会（２月）で報告 

 
○今年度、「遣未来使学」「グローアップ科」のカリキュラムの
見直しを行った。（小）系統的・継続的な指導内容に精選・改
善されつつある。また、各学校の一貫した年間計画の作成に
より、より具体的な取組と検証が可能となってきた。 

○研究授業では、学習内容がキャリア学習におけるどのような
基礎的汎用的能力を育むことになるのかという視点も加え
た授業が行えた。 

○「夢に向かってカード」や「キャリア発達支援シート」を毎
年ファイリングしていくことで、子ども自身が自己の成長を
自覚できるようになってきている。 

▲外国語活動の導入や道徳が教科化されることを想定し、現在
の教科・領域が継続できるのか検討が必要である。 

▲今後の小値賀の小中高一貫教育の在り方を見据え、小値賀の
キャリア教育の基本的な指針を再考する必要がある。 

【平成 28年度】 
○12年間を見通した系統的・継続的な生き方・進路学
習による進路意識の高揚 

・小値賀キャリア教育全体計画の作成及び各校キャリ
ア全体計画の見直し 

・進路学習による進路意識の高揚 
 学校設定科目「遣未来使学」「グローアップ科」 
 （小中）、「総合的な学習の時間」・「ホームルーム活
動」(高) 

 
○キャリア全体計画の見直しができた。 
○小値賀の先人の生き方を学んだり、Ｉターンした方の講話と
実演を通して、生徒は郷土の良さや勤労の尊さを再認識し
た。 

○各授業の学習内容がキャリア学習におけるどのような基礎的汎用的
能力を育むことになるのかという視点で授業を計画・実施できた。 

○「夢に向かってカード」や「キャリア発達支援シート」を毎年ファイ
リングしていくことで、子どもが自己の成長を自覚できるようにな
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・学習発表会（中） 
・高校での体験授業や授業参観（中→高） 
・職場体験学習（中）、インターンシップ（高） 
○研究授業ウィークス 
・研究授業ウィークスにおける各教科の指導案の中
に、各教科とキャリア教育の基礎的汎用的能力との
関連性を明記 

○「夢に向かってカード」「キャリア発達支援シート」 
○検証アンケート 
・「一人一人の夢の実現」（満足度）の検証 

った。 
▲小中一貫型学校等への移行や次期学習指導要領を見据えて、
カリキュラムを見直し、特に道徳の教科化にともなう見直し
が必要である。 

仮説④豊かな人間性・社会性の育成 

【宇久地区】 

取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集団
による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあいを
通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・合同行事は②に同じ 
・部活動合同練習（サッカー、吹奏楽部、陸上） 
○小中高一貫教育の保護者への広報 
・重要な取組等については小中高通信を発行して保護
者への協力をお願いした。 

 
○異年齢集団での交流により、中高生はリーダーシップや思い
やりの心を持つことができた。 

○宇久島全体で小中高一貫教育に取り組んでいるという雰囲
気ができた。   

▲慣れていない場所での自己表現が苦手なので、島外での研修
の場で工夫・活用を図る必要がある。またコミュニケーショ
ン能力育成にも取り組む必要がある。 

▲学校の活動の中で育んだことを放課後の生活や地域の中に
いかに応用・発展させていくかが課題である。 

▲生徒数減少に伴う部活動の整理・統合を進める必要がある。 
【平成 22年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集団
による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあいを
通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・合同行事は②に同じ 
・部活動合同練習（サッカー、吹奏楽部） 
○小中高一貫教育の保護者への広報 
・重要な取組等については小中高通信を発行して保護
者への協力をお願いした。 

○道徳部会の取組 
・郷土教材の掘り起こしと拡充 
○読書の奨励 
・宇久選定図書の選定と充実 
・選定図書を推奨することにより読書の質の向上をね
らう。 

 
○異年齢集団での交流により、中高生はリーダーシップや思い
やりの心を持つことができた。 

○文化祭、バレエ鑑賞会、邦楽鑑賞会など、合同行事以外でも
他校の児童生徒が参観するなど交流は深まった。 

○宇久島全体で小中高一貫教育に取り組んでいるという雰囲
気ができた。    

▲慣れていない場所での自己表現が苦手なので、島外での研修
の場で工夫・活用を図る必要がある。またコミュニケーショ
ン能力育成にもより一層取り組む必要がある。 

▲学校の活動の中で育んだことを放課後の生活や地域の中に
いかに応用・発展させていくかが課題である。 

▲生徒数減少に伴う部活動の整理・統合を進める必要がある。 
 

【平成 23年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集団
による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあいを
通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・合同行事は②に同じ 
・部活動合同練習（サッカー、吹奏楽部） 
○小中高一貫教育の保護者への広報 
・重要な取組等については小中高通信を発行して保護 
 者への協力をお願いした。 
 

○道徳部会の取組 
・郷土教材の掘り起こしと拡充、研究授業の実施 
○読書の奨励 
・宇久選定図書の選定と充実 
・選定図書を推奨することにより読書の質の向上をね
らう。 

 
○異年齢集団での交流により、中高生はリーダーシップや思い
やりの心を持つことができた。 

○文化祭、音楽鑑賞会など、合同行事以外でも他校の児童生徒
が参観するなど交流は深まった。 

○保護者や地域の方は小中高一貫教育には大変協力的で、小中
高一貫教育を広報することにより、宇久島全体で小中高一貫
教育に取り組んでいるという意識が浸透した。地域に教育力
があるので、今以上に地域と連携して小中高一貫教育を推進
したい。         

▲慣れていない場所での自己表現が苦手なので、島外での研修
の場で工夫・活用を図る必要がある。またコミュニケーショ
ン能力育成にもより一層取り組むことが課題であった。今年
度、宇久中学校の全校生徒が、長崎県中学校総合文化祭の開
会式で「なぎなた踊り」を披露するなど各学校で課題の解消
に努めている。 

▲学校の活動の中で育んだことを放課後の生活や地域の中に
いかに応用・発展させていくかが課題であった。毎年、「平家
まつり」等で各学校は地域へ学習の成果を発表している。ま
た、神浦小学校では地域と一体になった運動会や学習発表会
等の小規模校にしかできない取組を実施している。このよう
に小中学校では全学年で地域に発表する機会を得ている。 

▲生徒数減少に伴う部活動の整理・統合を進めることが課題で
あったが、部員不足により宇久中学校では軟式野球部を宇久
高校では硬式野球部を今年度末に廃部することを決定した。
今後もさらなる児童生徒の減少が見込まれるので文化祭や
体育大会等の行事の見直しが必要である。教務主任会を中心
に検討し始めた。 

【平成 24年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集団
による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあいを
通しての豊かな人間性や社会性の育成 

 
○異年齢集団での交流により、中高生はリーダーシップや思い
やりの心を持つことができた。 

○文化祭など、合同行事以外でも他校の児童生徒が参観するな
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・合同行事は②に同じ 
・部活動・社会体育合同練習 
 （小中サッカー、中高サッカー、中高吹奏楽、 
 小中バレー、中高バレー） 
 
 
 
 
○小中高一貫教育の保護者への広報 
・重要な取組等については小中高通信を発行して保護
者への協力をお願いした。 

○道徳部会の取組 
・郷土教材の掘り起こしと拡充、研究授業の実施。 
○読書の奨励 
・宇久選定図書の選定と充実 
・選定図書を推奨することにより読書の質の向上をね
らう。 

ど交流は深まった。 
○保護者や地域の方は小中高一貫教育には大変協力的で、小中
高一貫教育を広報することにより、宇久島全体で小中高一貫
教育に取り組んでいるという意識が浸透した。地域に教育力
があるので、今以上に地域と連携して小中高一貫教育を推進
したい。 

○小中学校では学校司書の配置により図書室の整備が進み、読
書量も増加した。 

▲慣れていない場所での自己表現が苦手なので、島外での研修
の場で工夫・活用を図る必要がある。またコミュニケーショ
ン能力育成にもより一層取り組むことが課題であった。 

▲学校の活動の中で育んだことを放課後の生活や地域の中に
いかに応用・発展させていくかが課題であった。（今年は町民
文化祭で各学校が地域へ学習の成果を発表している。また、
神浦小学校では地域と一体になった運動会や学習発表会等
の小規模校にしかできない取組を実施している。このように
小中学校では全学年で地域に発表する機会を得ている。） 

▲生徒数減少に伴う部活動の整理・統合を進めることが課題で
あり、部員不足により宇久中学校では軟式野球部を宇久高校
では硬式野球部を昨年度末に廃部した。今後もさらなる児童
生徒の減少が見込まれるので部活動はもとより、文化祭や体
育大会等の行事の見直しも必要である。教務主任会を中心に
検討し始めた。 

【平成 25年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集団
による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあいを
通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・合同行事は②に同じ 
・部活動・社会体育合同練習 
 （小中サッカー、中高サッカー、中高吹奏楽、 
 中高バレー） 
○小中高一貫教育の地域・保護者への広報 
○道徳部会の取組 
・郷土教材の掘り起こしと拡充 
・研究授業の実施 
○読書の奨励 
・宇久選定図書の選定と充実 
・選定図書を推奨することにより読書の質の向上をね
らう 

 
○異年齢集団での交流により、中高生はリーダーシップや思い
やりの心を持つことができた。 

○文化祭など、合同行事以外でも他校の児童生徒が参観するな
ど交流は深まった。 

○小中高通信、町報、長崎新聞、各校ＨＰ等、本年度は特に広
報活動に力を注いだ。 

○研究授業の広報に力を注ぎ、昨年度より参観者が増加した。 
 
○小中学校では学校司書の配置により図書室の整備が進んだ。   
▲生徒数減少による文化祭・体育大会等の行事の見直し、部活
動の整理・統合が課題である。本年度末で、高校のワープロ
部と報道部が廃部となる。今後もさらなる児童生徒の減少が
見込まれるので、しっかりと検討していく。 

▲宇久選定図書の選出について再検討している。 

【平成 26年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集団
による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあいを
通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・部活動・社会体育合同練習 
 （小中サッカー、中高サッカー、中高吹奏楽、 
 中高バレー） 
○小中高一貫教育の地域・保護者への広報 
○道徳部会の取組 
・郷土教材の掘り起こしと拡充 
・研究授業の実施 
・「命の教育」への取組 
○読書の奨励 
・宇久選定図書の選定と充実 
・選定図書を推奨することにより読書の質の向上をね 
 らう。 
○ICTの活用 
・テレビ会議システムを利用して、奈留地区や小値賀 
 地区と交流を図る。 

 
○異年齢集団での交流により、中高生はリーダーシップや思い
やりの心を持つことができた。 

○文化祭など、合同行事以外でも他校種の児童生徒が参観する
ようになった。 

○高校では、生徒数減によって、部活動運営に困難さを感じて
いたが、中学校および地域・保護者の協力により、本年度の
試合結果等は満足のいくものであった。 

○本年度より「広報委員会」を新設して、広報活動に力を注い
だ。 

○研究授業の広報に力を注ぎ、昨年度より参観者が増加した。 
○小中学校では学校司書の配置により図書室の整備が進んだ。   
○高校では、テレビ会議システムを活用して、奈留高校・北松
西高と生徒会交流・職員交流が実現できた。 

▲生徒数減少による行事の見直し、各部の活動内容は、継続し
た今後の課題である。 

▲小学校における児童会活動では高学年がリーダ―シップを
発揮し、自発的な取り組みによって、自治力の基礎を身に付
けている。しかし、各行事において中高生のリーダーシップ
に頼る場面が多く、発達段階に応じた自立的な課題解決力の
開発、向上に課題がある。 

▲テレビ会議システムを活用した生徒同士による授業交流は、
今後の課題である。 

▲奈留地区・小値賀地区とテレビ会議が行えるシステムが高校
にしか入っていないので、佐世保市以外における小中の交流
が困難である。 

【平成 27年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集団
による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあいを
通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・合同行事については②と同じ 
・部活動の合同練習（中高サッカー、中高陸上、 
 中高バレー、中高吹奏楽） 
・宇久・実践部会による郷土学習及び地域教材の掘り
起こし（なぎなた踊りなど伝統芸能の継承、地元講

 
○合同行事については②と同じ 
○部活動の合同練習では、充実した練習により児童生徒の技術
の向上がなされている。また、顧問間の交流により指導力向
上にもつながった。 

○郷土学習や地域行事への参加を通して、地域の方への感謝の
気持ちや郷土愛が育まれている。 

○各種ボランティア活動に参加することで、他者に感謝される
ことの喜びを知り、自分のあるべき姿を学び直すことができ
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師による郷土学習会、郷土料理講習会） 
・地域行事への参加（サマーフェスティバル、蛍祭り
等） 

・ボランティア活動への参加（地域清掃、老人ホーム
訪問、小学生を対象とした料理教室、幼児園訪問） 

・道徳部会による道徳教育の充実（研究授業と研究協
議の実施、「命の教育」の実施） 

・読書の奨励（宇久選定図書の作成、朝の読書の充実） 
・ICTの活用による生徒交流会の実施 

た。 
○テレビ会議システムで奈留高、北松西高との交流をし、各校
の現状や取組を知り、生徒会を中心とした活動の活性化につ
ながった。 

▲部員増が見込めない中、小中高で連携した部活動の再編成が
必要である。 

▲国際交流の実施ができていない。 

【平成 28年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集団
による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあいを
通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・合同行事については②と同じ 
・部活動の合同練習 
 （中高サッカー、中高陸上、中高バレー、 
 中高吹奏楽） 
・宇久・実践部会による郷土学習及び地域教材の掘り
起こし（なぎなた踊りなど伝統芸能の継承、地元講
師による郷土学習会、郷土料理講習会） 

・地域行事への参加（サマーフェスティバル、蛍祭り
等） 

・ボランティア活動への参加（地域清掃、老人ホーム
訪問、小学生を対象とした料理教室、幼児園訪問） 

・道徳部会による道徳教育の充実（研究授業と研究協
議の実施、「命の教育」の実施、道徳だよりの発行） 

・読書の奨励（宇久選定図書の作成、朝の読書の充実） 
・ICTの活用による生徒交流会の実施 

 
○合同行事については②と同じ 
○部活動の合同練習では、充実した練習により児童生徒の技術
の向上がなされている。また、顧問間の交流により指導力向
上にもつながった。 

○児童生徒数の減少により、部活動の再編成を小中高が連携し
て行っている。 

○郷土学習や地域行事への参加を通して、地域の方への感謝の
気持ちや郷土愛が育まれている。 

○各種ボランティア活動に参加することで、他者に感謝される
ことの喜びを知り、自分のあるべき姿を学び直すことができ
た。 

○テレビ会議システムで奈留高、北松西高との交流をし、各校
の現状や取組を知り、生徒会を中心とした活動の活性化につ
ながった。 

仮説④豊かな人間性・社会性の育成 

【奈留地区】 

取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・三大行事をはじめ合同行事は②に同じ 
・合同部活動（中高） 
・水産教室（中） 
・地域ボランティア団体との合同ボランティア 
 （小中高） 
・童里夢による読み聞かせ（小） 
・折り鶴集会（小中） 
・公民館講座や奈留っ子教室への参加（小中高） 

 
○合同学校行事等、異年齢集団での活動を通して、お互いの高
めあいが見られた。どの行事においても、それぞれの立場で、
自覚を持つことの大切さに気づくことができた。 

○後期の学年においては、中期・前期に対して配慮をしなけれ
ばならないという意識が芽生え、前期・中期においては、後
期のようになりたいという憧れの気持ちを抱くようになっ
た。 

○定期演奏会や町文化祭への出演など、地域との交流ができる
とともに、地域の人たちも小中高の子どもたちを育てようと
いう意識が高まってきた。 

○ふるさと学習において地元 NPOの指導のもと、海岸清掃やイ
ルミネーション装飾活動を通して、故郷を大切に思う気持ち
やボランティア活動の意義を学ぶことができた。 

○小中で児童生徒合同でのあいさつ運動や折り鶴集会を実施
しふれあいを深めることができた。 

▲島内だけでは、社会性の育成という面に関しては限界があ
り、島外の協力を図る必要がある。 

▲合同行事での日程調整や内容の検討をし、より効果的な行事
にする必要がある。 

 

【平成 22年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・三大行事については②に同じ 
・合同部活動（中高） 
・地域ボランティア団体との合同ボランティア活動
（小中高） 

・水産教室（中） 
・老人ホーム・高齢者の集い等慰問（小中高） 
・町体育祭及び町文化祭等地域行事への参加（小中高） 
・職場体験学習（中） 
・ボランティア清掃活動（小中高） 
・イルミネーション点灯準備（小） 

 
○様々な合同行事、合同練習など異校種間の活動、郷土学習等
を通じて、豊かな人間性や社会性は徐々に育成されてきた。 

○前期・中期・後期それぞれの発達段階に応じた意識が芽生え、
人間性の醸成に貢献することができた。 

○定期演奏会や町の体育大会、文化祭等に参加することによっ
て、地域との交流が深まるとともに、地域の人たちもみんな
で子どもたちを育てていこうという意識が高まった。 

○地元 NPOとの合同ボランティアや学校独自のボランティア活
動を通して、故郷を大切に思う気持ちや奉仕活動の意義等を
身に付けることができた。 

▲島内だけでは、社会性の育成という面に関して限界があり、
島外の協力を図る必要がある。 

▲合同行事等での日程や内容を十分に検討し、より効果的に実
施する必要がある。 

▲島内における小・中・高並びに社会体育を通じた部活動の連
続性が必要である。 
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【平成 23年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・三大行事（②に記載） 
・合同部活動（中高） 
・地域ボランティア団体との合同ボランティア活動 
 （小中高） 
・水産教室（中） 
・老人ホーム・高齢者の集い等慰問（小中高） 
・町の体育関係行事及び文化関係行事への参加 
 （小中高） 
・職場体験学習（中） 
・ボランティア清掃活動（小中高） 
・イルミネーション設置（小） 
・なかよし集会(小１～小４)、人権集会（小５～中３）
実施等、前期・中期・後期別の集会実施 

・島の夢飛行コンサート、東京シティバレエ団公演参 
 加（小中高） 

 
○各種の合同行事、合同練習など異校種間の活動、郷土学習等
を通じて、豊かな人間性並びにしっかりとした社会性は徐々
に育成されてきた。 

○前期・中期・後期それぞれの発達段階に応じた意識が芽生え、
人間性の育成に貢献することができた。 

○定期演奏会や町の体育大会、文化祭等の地域行事に参加する
ことによって、地域との交流が深まるとともに、地域の人達
の教育力を活用することが可能になった。 

○地元 NPO法人との合同ボランティアや独自のボランティア活
動を通して、故郷を大切に思う気持ちや奉仕活動の意義等を
身に付けさせることができた。 

▲社会性の育成に関する限り、島内の活動だけでは、限界があ
り、島外の協力を図る必要がある。 

▲児童生徒の数・気質の変化等に伴い、合同行事等の日程及び
内容について、さらに十分に検討し、より効果的に実施する
必要がある。 

▲島内における小・中・高並びに社会体育を含めた部活動の系
統性・連続性を検討する必要がある。 

【平成 24年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・三大行事（②に記載） 
・合同部活動（中高） 
・地域ボランティア団体との合同ボランティア活動 
 （小中高） 
・水産教室（中） 
・老人ホーム・高齢者の集い等慰問（小中高） 
・町の体育関係行事及び文化関係行事への参加 
 （小中高） 
・職場見学（小５・６） 
・職場体験学習（中高） 
・ボランティア清掃活動（小中高） 
・イルミネーション設置（小５・６） 
・なかよし集会（小１～４）、人権集会（小５～中３）
実施等、前期・中期・後期別の集会実施 

 
○各種の合同行事、合同練習など異校種間の活動、郷土学習等
を通じて、豊かな人間性並びに社会性は徐々に育成されてき
た。 

○島への誇りを持てるような「奈留・実践」の内容が、社会力
の育成に大きく寄与することができた。 

○定期演奏会や町の体育大会、文化祭等の地域行事に参加する
ことにより、地域との交流が深まるとともに、地域の方々の
教育力を活用することが可能になった。 

○地元 NPO法人との合同ボランティア活動や独自のボランティ
ア活動を通して、故郷を大切に思う気持ちや奉仕活動の意義
等を身に付けさせることができた。 

▲リーダーシップの育成に関して、高校生には機会が十分与え
られているが、中学生や小学６年生に対して活躍の場が十分
提供できていない面がある。発達段階に応じた役割分担につ
いて再考する必要がある。 

▲小中高合同の三大行事については、試行錯誤を繰り返しなが
らも一定の成果を得て、定着しつつあるので、他の行事の連
携も検討する必要がある。 

▲島内における小・中・高並びに社会体育を含めた部活動の系
統性・連続性の実現には様々な要素が含まれており、困難な
点も多く、研究の必要がある。 

【平成 25年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等、異年齢集
団による交流や、郷土学習等、地域社会とのふれあ
いを通した豊かな人間性や社会性の育成 

・三大行事（②に記載） 
・合同部活動（中高） 
・地域団体との合同ボランティア活動（中高） 
・水産教室（中高）・伝承教室（小） 
・ふるさと料理講習会（高） 
・老人ホーム、高齢者の集い等慰問（小中高） 
・地域の体育文化関係行事への参加（小中高） 
・職場見学（小５・６） 
・職場体験学習（中高） 
・ボランティア清掃活動（小中高）、なかよし集会（小）、
人権集会（中）、前期・中期・後期別の集会 

・島の夢飛行コンサート参加（小中高） 

 
○各種合同行事や合同練習等、異校種間の活動及び郷土学習を
通じて、豊かな人間性並びに社会性が徐々に育成されてき
た。 

○島への誇りを育むような「奈留・実践」の内容が、社会力の
育成に大きく寄与することができた。 

○定期演奏会や地域の体育大会、文化祭等の行事に参加するこ
とにより、地域との交流が深まり、地域の教育力を活用でき
た。 

○地元 NPO法人との合同ボランティア活動や独自のボランティ
ア活動を通して、故郷を大切に思う気持ちや奉仕活動の意義
等を、深く理解させることができた。 

○発達段階に沿った、本地区独自の前期・中期・後期の集団活
動により、それぞれの集団の中でリーダーシップ・フォロワ
ーシップの育成ができた。 

▲合同行事においては、それぞれの校種の児童生徒の成長の機
会となるよう、役割分担の面で常に児童生徒の適性への配慮
が必要である。 

▲さらなる行事の活性化を図るためにも、現在実施している三
大合同行事以外の合同行事実施に向けて具体的に検討する
必要がある。 

▲各種団体が主催する行事が、同日開催であったりと、毎週末
に行事が計画されている月もあるなど、児童生徒・保護者の
負担も大きい。 

【平成 26年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・三大行事（②と同じ） 
・始業式、終業式、入学式、卒業式の合同実施（小中） 
・合同部活動（中高） 
・地域連携教育（郷土料理講習（高）、水産教室（中高）、

 
○各行事を通して、上級生（先輩）の姿を下級生（後輩）に見
せ、憧憬の念を抱かせることで、自分を頑張らせる動機付け
につながった。 

○上級生は下級生と接することで、指導力や包容力が身に付く
と共に、自覚が生じた。 

○授業・行事・ボランティアなどで地域とのつながりを多く持
つことで、郷土への愛情を強く持ち、児童生徒間のつながり
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伝承教室（小）） 
・地域行事参加（綱引き、国体綱引き、運動会、のび 
 のび少年デー、料理コンテスト等）（小中高） 
・ボランティア参加（清掃活動、施設訪問、吹奏楽演 
 奏、イルミネーション設置等）（小中高） 
・老人ホーム・高齢者の集い等の慰問（小） 
・島内の職場体験（中） 
・前中後期別集会（小中） 

も深まった。特に成長段階に応じ支えられる側から支える側
へと立場も変化し、自らの成長を感じつつ、役割も変わって
きたことを実感できた。 

○施設を訪問し大掃除の手伝いなどをする中で、他人のために
何かをする喜びや、感謝される喜びを体感することができ
た。 

▲行事の形骸化が心配される中、効果が高く心に残る行事の企
画立案や、事後の指導を常に工夫し続ける必要がある。 

▲部活動の試合などの関係で、ボランティアの人数が十分確保
できないこともある。 

【平成 27年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・三大行事（②と同じ） 
・始業式、終業式、入学式、卒業式の合同実施（小中） 
・合同部活動（中高） 
・地域連携教育（郷土料理講習（高）､水産教室（中高）、 
 伝承教室（小）） 
・地域行事参加（綱引き、運動会、のびのび少年デー、 
 料理コンテスト等）（小中高） 
・ボランティア参加（清掃活動、施設訪問、吹奏楽演 
 奏、イルミネーション設置等）（小中高） 
・老人ホーム・高齢者の集い等の慰問（小） 
・島内の職場体験（中） 
・前中後期別集会（小中） 
・奈留高校創立 50周年記念式典への参加（小中高） 

 
○各行事を通して、上級生（先輩）の姿を下級生（後輩）に見
せ、憧憬の念を抱かせることで、自分を頑張らせる動機付け
につながった。 

○上級生は下級生と接することで、指導力や包容力が身に付く
と共に、自覚が生じた。 

○授業・行事・ボランティアなどで地域とのつながりを多く持
つことで、郷土への愛情を強く持ち、児童生徒間のつながり
も深まった。特に成長段階に応じ支えられる側から支える側
へと立場も変化し、自らの成長を感じつつ、役割も変わって
きたことを実感できた。 

○施設を訪問し大掃除の手伝いなどをする中で、他人のために
何かをする喜びや、感謝される喜びを体感することができ
た。 

▲行事の形骸化が心配される中、効果が高く心に残る行事の企
画立案や、事後の指導を常に工夫し続ける必要がある。 

▲部活動の試合などの関係で、ボランティアの人数が十分確保
できないこともある。 

【平成 28年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・三大行事（②と同じ） 
・始業式、終業式、入学式、卒業式の合同実施（小中） 
・スクールコンサート鑑賞（小中高） 
・地域連携教育（郷土料理講習（高）､水産教室（中高）、 
 伝承教室（小）） 
・地域行事参加（綱引き、運動会、のびのび少年デー、 
 なるっ子教室）（小中高） 
・ボランティア参加（清掃活動、老人ホーム訪問、 
 吹奏楽演奏、イルミネーション設置等（小中高）、 
 バラモンキング（高）） 
・島内での職場体験（中） 
・前中後期別集会（小中高） 

 
〇合同行事は小中高の交流であるだけでなく、地域の方が協力
してくださったり、観覧してくださったりすることで、幅広
い年齢層の交流ができた。 

〇地域の講師を招いての行事では、料理等を教えてもらうだけ
でなく、地域の歴史や文化についても話を聞くことができ、
郷土学習の場となった。 

〇地域の行事に参加することで、地域の中での自分たちの役割
を知ることになり、自尊意識や自己肯定感を高めることがで
きた。 

 
▲時季によってボランティア依頼が重なることがあり、学校行
事との兼ね合いで参加が難しいこともある。 

 
▲地域の方の高齢化や児童生徒・保護者数の減少から、規模を
縮小しなければならないものもあり、今後の実施形態に関し
て検討が必要である。 

仮説④豊かな人間性・社会性の育成 

【小値賀地区】 

取        組 成果（○）と課題（▲） 

【平成 21年度】 
〇合同行事や部活動での合同練習等、異年齢集団によ
る交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい等を通
しての豊かな人間性や社会性の育成 

・部活動合同練習：ソフトテニス、陸上、吹奏楽 
 ※次年度中高における部活動を再編成予定 
〇幼稚園・老人ホームにおける交流会の実施（小） 

 
○部活動の合同練習等で、目的意識や技術の向上がなされてい
る。また、指導者も交流することで、研修にもつながってい
る。 

▲町の行事には、積極的に参加し、ボランティア希望者も増え
たが、休日の行事が多く、事前の調整が難しい。また、町か
らの要望も増え、学校生活との兼ね合いが難しい場合があ
る。 

▲生徒数の減少に伴い、小→中→高で実施可能な社会体育及び
部活動の連続性を担保する必要がある。  

【平成 22年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・部活動合同練習：ソフトテニス、陸上、吹奏楽 
○幼稚園・老人ホームにおける交流会の実施（小） 

 
○部活動の合同練習等で、目的意識や技術の向上がなされてい
る。また、指導者も交流することで、研修にもつながってい
る。 

▲町の行事には、積極的に参加し、ボランティア活動に参加を
希望する児童生徒もいるが、休日の行事が多く、事前の調整
が難しい。また、町からの要望も増え、学校生活との兼ね合
いが難しい場合がある。 

▲生徒数の減少に伴い、小→中→高で実施可能な社会体育及び  
 部活動の連続性を担保する必要がある。 

【平成 23年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい

 
○部活動の合同練習等で、目的意識や技術の向上がなされてい
る。また、指導者も交流することで、研修にもつながってい
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を通しての豊かな人間性や社会性の育成 
・部活動合同練習：ソフトテニス、陸上、吹奏楽、 
バドミントン 

○小値賀地区小中高一貫教育シンボルマークの作成 
※児童生徒から募集し決定 

○老人ホームや幼稚園における交流会の実施（小） 

る。 
▲町の行事等への参加を希望する者もいるが、休日の学校行事
が多く、事前の調整が難しい。町からの要望も増え、学校生
活との兼ね合いが難しい場合がある。 

▲生徒数の減少に伴い、小→中→高で実施可能な社会体育及び
部活動の連続性を担保する必要がある。 

 
【平成 24年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・部活動合同練習：ソフトテニス、陸上、吹奏楽、 
バドミントン 

○老人ホームや幼稚園における交流会の実施（小） 

 

  
○部活動の合同練習等で、目的意識や技術の向上がなされてい
る。また、指導者も交流することで、研修にもつながってい
る。 

▲生徒数の減少に伴い、小→中→高で実施可能な社会体育及び
部活動の連続性を担保する必要がある。また、部活動種目に
よっては、今後、部員の確保が厳しく、部の存続が危ぶまれ
る。 

▲町の行事等への参加を希望する者もいるが、休日の学校行事
が多く、事前の調整が難しい。町からの要望も増え、学校生
活との兼ね合いが難しい場合がある。 

【平成 25年度】 
○合同の学校行事や部活動での合同練習等異年齢集
団による交流や、郷土学習等地域社会とのふれあい
を通しての豊かな人間性や社会性の育成 

・部活動合同練習：ソフトテニス、陸上、吹奏楽、 
 バドミントン 
・地域の行事へボランティアスタッフとして参加 
 （中高） 
○地域の人・もの・ことを取り入れた教科等の学習 
・老人ホームや幼稚園における交流会の実施 
・熟年大学のお年寄りと昔の遊び 
・NPO法人との小値賀の海をテーマにした体験学習 

 

 
○部活動の合同練習等で、目的意識や技術の向上がなされてい
る。また、指導者も交流することで、研修にもつながってい
る。 

○地域の人材が学校教育に参画することにより、学校教育への
理解が深まると共に、地域全体で子どもを育てるという風土
ができてきた。 

○地元の方をゲストティーチャーとして招くことにより、小値
賀への愛着が高まった。 

▲生徒数の減少に伴い、小→中→高で実施可能な社会体育及び
部活動の連続性を担保する必要がある。また、部活動種目に
よっては、今後、部員の確保が厳しく、部の存続が危ぶまれ
る。 

▲町の行事等への参加を希望する場合、休日の学校行事をふま
えながら、事前の調整が必要である。町からの要望も増え、
学校生活との兼ね合いが難しい場合がある。 

【平成 26年度】 
〇合同行事や部活動での合同練習、郷土学習等地域社  
会とのふれあいを通しての豊かな人間性や社会性
の育成 

・部活動合同練習 
・地域の行事へボランティアスタッフとして参加 
 （中高） 
○地域の人・もの・ことを取り入れた教科等の学習 
・老人ホームや幼稚園における交流会の実施 
・熟年大学のお年寄りと昔の遊び 
・NPO法人による体験学習、国際交流 
・母ちゃんの味伝えよう会・漁協等の指導による郷土
料理教室 

 
○部活動の合同練習等で、目的意識や技術の向上がなされてい
る。また、指導者も交流することで、研修にもつながってい
る。 

○地域の人材が学校教育に参画することにより、学校教育への
理解が深まると共に、地域全体で子どもを育てるという風土
ができてきた。 

○地域の人にふれ、産物や文化をあらためて知り、故郷を愛す
る心を育むことができた。 

▲生徒数の減少に伴い、小→中→高で実施可能な社会体育及び
部活動の連続性を担保する必要がある。また、部活動種目に
よっては、今後、部員の確保が厳しく、部の存続が危ぶまれ
る。 

▲町の行事等への参加を希望する場合、休日の学校行事をふま
えながら、事前の調整が必要である。学校生活との兼ね合い
が難しい場合がある。 

【平成 27年度】 
○合同行事や部活動での合同練習、郷土学習等地域社
会とのふれあいを通しての豊かな人間性や社会性
の育成 

・部活動合同練習 
・地域の行事へボランティアスタッフとして参加 
 （中高） 
 

○地域の人・もの・ことを取り入れた教科等の学習 
・老人ホームや幼稚園における交流会の実施 
・熟年大学のお年寄りと昔の遊び 
・母ちゃんの味伝えよう会・漁協等の指導による郷土 
 料理教室 

 
○部活動の合同練習等で、目的意識や技術の向上がなされてい
る。指導者も交流することで、研修にもつながっている。 

○地域の人材が学校教育に参画することにより、学校教育への
理解が深まると共に、地域全体で子どもを育てるという風土
につながっている。 

○学校給食開始を機に、食という視点から、小値賀食育スクー
ル連絡協議会（OSS）を起ち上げた。給食をきっかけに食育と
いう視点が保護者・地域に育ちつつある。 

○地域の人にふれ、産物や文化を知り、故郷を愛する心を育む
ことができた。 

▲生徒数の減少に伴い、小→中→高で実施可能な社会体育及び
部活動の連続性を担保する必要がある。また、部活動種目に
よっては、今後、部員の確保が厳しく、部の存続が危ぶまれ
る。 

【平成 28年度】 
○合同行事や部活動の合同練習、郷土学習等地域社会
とのふれあいを通して豊かな人間性や社会性の育
成 

・部活動合同練習 
・地域の行事へボランティアスタッフとして参加 
 （中高） 
○地域の人・もの・ことを取り入れた教科等の学習 
・栽培活動の充実（小） 

 
○部活動の合同練習等における目的意識と技術の向上、指導者
の交流による研修。 

○合同行事で上級生が下級生を指導することを通して、思いや
りの心が培われている。また、「どうすれば相手にわかりやす
く正確に伝わるか」ということを考え、試行錯誤する中で表
現力が向上している。 

○先輩に後輩があこがれ、先輩の姿が良い意味で手本となって
いる。 
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・熟年大学のお年寄りと昔の遊び（小） 
・ところ天づくり学習 
・米づくり学習 
・海ゴミ調査活動    
・小値賀カレンダーづくり 
・老人ホームや幼稚園における交流会の実施（小） 
・母ちゃんの味伝えよう会・漁協等の指導による郷土
料理教室（小中） 

○先輩たちと共に地域行事に貢献することで自己有用感を感
じている。 

○地域の人材が学校教育に参画することにより、学校教育への
理解が深まると共に、地域全体で子どもを育てるという風土
につながっている。地域に開かれた教育課程を編成できてい
る。 

○地域の人にふれ、産物や文化を知り、故郷を愛する心を育む
ことができた。 

▲生徒数の減少や男女比の変化に伴い、小→中→高の社会体育
及び部活動の連続性維持や部の存続が危ぶまれる。 

▲キャリア教育との関連も見据え、小値賀のよさを発信し小値
賀の将来を担う生徒を育てていく必要がある。 
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２ 学力調査結果等 
（１）全国学力・学習状況調査（小学校）             ※単位は正答率 

 

  

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

５年 ５年 ５年 ５年

３地区 60.0 55.2 53.6 57.7

長崎県 53.4 47.8 51.8 50.7
長崎県との差 6.6 7.4 1.8 7.0

３地区 62.2 74.9 70.2 54.4

長崎県 63.0 70.7 72.0 57.1
長崎県との差 -0.8 4.2 -1.8 -2.7

６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年 ６年

３地区 80.7 66.1 72.0 82.9 81.0 63.6 73.8 68.0 71.8

長崎県 80.6 62.6 68.8 62.7 71.9 69.0 72.4

全国 81.7 65.4 69.9 60.3 72.9 70.0 72.9
長崎県との差 0.1 3.5 3.2 0.9 1.9 -1.0 -0.6

全国との差 -1.0 0.7 2.1 3.3 0.9 -2.0 -1.1

３地区 52.2 50.2 51.0 66.0 53.2 48.6 63.0 67.1 60.7

長崎県 59.0 47.5 48.7 46.9 53.5 64.1 56.9

全国 62.0 50.5 50.5 49.4 55.5 65.4 57.8
長崎県との差 -6.8 2.7 2.3 1.7 9.5 3.0 3.8

全国との差 -9.8 -0.3 0.5 -0.8 7.5 1.7 2.9

３地区 85.1 73.9 85.9 72.0 70.3 76.5 84.1 74.1 75.5

長崎県 83.2 71.0 78.2 76.4 78.0 74.0 78.0

全国 82.1 72.2 78.7 77.2 78.1 75.2 77.6
長崎県との差 1.9 2.9 7.7 0.1 6.1 0.1 -2.5

全国との差 3.0 1.7 7.2 -0.7 6.0 -1.1 -2.1

３地区 59.8 48.7 66.9 44.4 55.8 55.4 59.2 46.7 49.0

長崎県 62.1 49.4 53.3 57.1 57.2 43.5 46.9

全国 63.6 51.6 54.8 58.4 58.2 45.0 47.2
長崎県との差 -2.3 -0.7 13.6 -1.7 2.0 3.2 2.1

全国との差 -3.8 -2.9 12.1 -3.0 1.0 1.7 1.8

３地区 60.9 58.8

長崎県 60.6 58.8

全国 61.0 60.8
長崎県との差 0.3 0.0

全国との差 -0.1 -2
特区計画
に基づい
た教育課
程の実施

小中高一
貫教育本
格導入

全国学力・学習状況調査において、H22はH24は約３割の抽出調査に調査方法が変更になったため、長崎県、全国の平均は掲載していない。
H23は東日本大震災のため調査が行われなかったため平均は掲載していない。

実施学年

調査名

長崎県学力調査
（国語、算数）

実施学年

国語

算数

備考

全国学力・
学習状況調査

国語Ａ

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

理科
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（２）全国学力・学習状況調査（中学校）    ※単位は長崎県学力調査(英語)は点数、他は正答率 

 

 

 

 

 

  

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

２年 ２年 ２年 ２年

３地区 66.9 50.8 54.6 69.0

長崎県 58.0 50.4 56.9 63.8
長崎県との差 8.9 0.4 -2.3 5.2

３地区 62.6 46.0 42.1 58.4

長崎県 54.2 45.7 46.5 51.8
長崎県との差 8.4 0.3 -4.4 6.6

３年 ３年 ３年 ３年 ３年 ３年 ３年 ３年 ３年 ３年

３地区 65.7 65.0 66.3 46.6 60.8 69.8 70.4 75.3 70.6 67.2

長崎県 65.3 63.7 60.7 51.0 55.9 53.8 57.4 60.0 59.9 63.1
長崎県との差 0.4 1.3 5.6 -4.4 4.9 16.0 13.0 15.3 10.7 4.1

３年 ３年 ３年 ３年 ３年 ３年 ３年 ３年 ３年

３地区 83.2 77.1 80.8 74.5 76.7 77.7 85.1 79.5 74.6

長崎県 82.2 73.6 78.1 76.1 79.0 75.5 75.4

全国 81.6 73.6 77.0 76.4 79.4 75.8 75.6
長崎県との差 1.0 3.5 2.7 1.6 6.1 4.0 -0.8

全国との差 1.6 3.5 3.8 1.3 5.7 3.7 -1.0

３地区 76.3 69.1 80.3 64.4 67.7 67.5 57.5 65.8 64.8

長崎県 73.0 60.6 76.5 66.6 49.8 66.0 66.7

全国 72.0 60.9 74.5 67.4 51.0 65.8 66.5
長崎県との差 3.3 8.5 3.8 0.9 7.7 -0.2 -1.9

全国との差 4.3 8.2 5.8 0.1 6.5 0.0 -1.7

３地区 75.0 66.8 68.6 67.6 63.4 63.1 76.0 67.8 63.1

長崎県 73.6 62.6 63.6 63.2 66.9 64.1 61.5

全国 71.9 63.1 62.7 63.7 67.4 64.4 62.2
長崎県との差 1.4 4.2 5.0 -0.1 9.1 3.7 1.6

全国との差 3.1 3.7 5.9 -0.6 8.6 3.4 0.9

３地区 64.5 54.0 63.3 45.2 56.9 39.5 70.7 40.2 46.0

長崎県 62.4 49.9 58.7 41.3 59.2 40.3 42.5

全国 60.6 49.2 56.9 41.5 59.8 41.6 44.1
長崎県との差 2.1 4.1 4.6 -1.8 11.5 -0.1 3.5

全国との差 3.9 4.8 6.4 -2.0 10.9 -1.4 1.9

３地区 54.7 52.3

長崎県 50.7 51.6

全国 51.0 53.0
長崎県との差 4.0 0.7

全国との差 3.7 -0.7
特区計画
に基づい
た教育課
程の実施

小中高一
貫教育本
格導入

全国学力・学習状況調査において、H22はH24は約３割の抽出調査に調査方法が変更になったため、長崎県、全国の平均は掲載していない。
H23は東日本大震災のため調査が行われなかったため平均は掲載していない。

備考

理科

数学Ｂ

数学Ａ

全国学力・
学習状況調査

国語Ｂ

調査名

長崎県学力調査
（国語、数学）

実施学年

国語

数学

国語Ａ

長崎県学力調査
（英語）

※Ｈ24以前は、
県基礎学力調査。

実施学年

英語

実施学年
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●同一生徒群の成績比較

①平成25年度小学５年生、平成26年度小学６年生、平成28年度中学２年生の成績推移
小学５年生、中学２年生は長崎県学力調査、小学６年生は全国学力学習状況調査（国語Ａ、算数Ａ）の平均

小学５年生 小学６年生 中学２年生

３地区平均 60.0 73.8 69.0

県平均 53.4 71.9 63.8

３地区平均 62.2 84.1 58.4

県平均 63.0 78.0 51.8

②平成25年度小学６年生、平成27年度中学２年生、平成28年度中学３年生の成績推移
小学６年生と中学３年生は全国学力調査（国語Ａ、算数Ａ・数学Ａ）、中学２年生は長崎県学力調査の平均

小学６年生 中学２年生 中学３年生

３地区平均 63.6 54.6 74.6

県平均 62.7 56.9 75.4

３地区平均 76.5 42.1 63.1

県平均 76.4 46.5 61.5

算数
数学

県の平均点を100と換算したときの３地区平均の割合

県の平均点を100と換算したときの３地区平均の割合

国語

算数
数学

※単位は正答率

※単位は正答率

国語

90

95

100

105

110

115

小学５年生 小学６年生 中学２年生

国語

算数・
数学

県平均

90

95

100

105

110

115

小学６年生 中学２年生 中学３年生

国語

算数・
数学

県平均

122



（３）進研実力テスト結果（高校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度 H25 H25 H26 H26 H27 H27

回 1年7月 1年11月 2年7月 2年11月 3年7月 3年10月

受験人数 12 12 12 12 12 10

平均偏差値 50.2 49.1 53.9 52.1 49.0 51.5

76～

74

72

70

68 1 1

66 1

64 1 1 1 1

62 1 1

60 1 2 1

58 1 2

56 1 1 1 1 2

54 1 1 2

52 1 1 1 1 1

50 1 2 2 1

48 1 1 1 1 2

46 1 1 1

44 1 2 3

42 2 1 1 2

40 1 1 1 2

38 1 1

36 2 1

34 1 1

32

30

～30

年度 H26 H26 H27 H27 H28 H28

回 1年7月 1年11月 2年7月 2年11月 3年7月 3年10月

受験人数 13 13 13 13 11 13

平均偏差値 48.0 48.7 52.9 51.7 49.2 48.5

76～

74

72 1

70

68 1

66 1 1

64 1

62 1

60 1 2

58 2 1 1 1

56 1 1 1 1

54 4

52 1 1 1 1 1 1

50 1 1 2 1 1 2

48 2 2 2 1 2

46 3 1 2 1 1

44 1 3 1 1 例
42 1 1 1

40 1 2

38 1 3 1

36 1 1

34 1

32 1 1 1

30

～30 ×印は平均点

●国語（３校）　（平成25年度～平成27年度）

●国語（３校）　（平成26年度～平成28年度）

最大値

第３四分位数（75％）

中央値（50％）

第１四分位数（25％）

最小値
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年度 H25 H25 H26 H26 H27 H27

回 1年7月 1年11月 2年7月 2年11月 3年7月 3年10月

受験人数 12 12 12 12 12 10

平均偏差値 51.7 52.2 50.2 52.0 52.0 49.4

76～

74

72

70 2

68 1 1

66 1

64 1 1

62 1

60 1 1 3 1

58 1 1 1

56 1 1

54 1 2 1 1 2

52 1 1 1 1

50 1 1 1 1 1

48 3 1 2 1

46 3 2 1

44 1 1 1

42 1 2 2 1 1 1

40 1 2 1

38 1 1 1 2

36 1

34 1

32

30

～30

年度 H26 H26 H27 H27 H28 H28

回 1年7月 1年11月 2年7月 2年11月 3年7月 3年10月

受験人数 13 13 13 13 13 13

平均偏差値 47.5 48.9 51.3 49.6 50.5 46.7

76～

74

72

70

68 1

66 1

64 1

62 1

60

58 2 1

56 1 2 2 2

54 2 2 2 2 1

52 1 1 2 2

50 1 2 1 1 2

48 1 1 2 1

46 3 1 5

44 1 1 1 1 2

42 1 1 1 1 1

40 1 2 3 1 1

38 1 1 1 2

36 1 1

34 1 1

32

30

～30

●英語（３校）　（平成25年度～平成27年度）

●英語（３校）　（平成26年度～平成28年度）
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年度 H25 H25 H26 H26 H27 H27

回 1年7月 1年11月 2年7月 2年11月 3年7月 3年10月

受験人数 12 12 12 12 12 10

平均偏差値 54.6 57.9 59.4 57.8 55.3 53.0

76～ 1 1

74 1

72 2

70 2 1 2

68 1

66 1 1 2 2

64 1 1

62 1 1

60 1 1 2 1 1

58 1 1

56 1 2 1 1

54 3 1 1 1 1

52 1 1 1 1

50 2 1

48 1 1

46 3 1 2

44 1 1 1 1

42 1 1 1 1 1

40 1 1 1

38 1 1

36

34

32

30

～30

年度 H26 H26 H27 H27 H28 H28

回 1年7月 1年11月 2年7月 2年11月 3年7月 3年10月

受験人数 13 13 13 13 13 13

平均偏差値 53.7 54.1 54.6 54.0 50.4 49.8

76～

74

72

70 1

68

66 1

64 2 1

62 1 2 1

60 2 1 1

58 2 1 1 1

56 3 1 1 1 1

54 2 1 3 1

52 2 4 2 2

50 2 1 3 2

48 2 1 1 1 2 2

46 1 1 1 3 1

44 1 1

42 1 1 1 1 2

40 1

38 1 1

36

34 1

32

30

～30

●数学（３校）　（平成26年度～平成28年度）

●数学（３校）　（平成25年度～平成27年度）
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３　進路状況
（１）中学校卒業後の進路

他の公立

入学者数 割合 高校

H20 31 29 93.5% 0 2 0

H21 18 14 77.8% 1 2 1

H22 27 21 77.8% 1 5 0

H23 31 27 87.1% 1 2 1

H24 16 14 87.5% 2 0 0

H25 15 11 73.3% 2 1 1

H26 9 8 88.9% 1 0 0

H27 8 5 62.5% 2 1 0

H28 14 11 78.6% 2 0 1

H29 6 6 100.0% 0 0 0

他の公立

入学者数 割合 高校

H20 31 27 87.1% 0 2 2

H21 32 28 87.5% 0 3 1

H22 15 12 80.0% 2 1 0

H23 32 26 81.3% 2 4 0

H24 25 18 72.0% 3 2 2

H25 13 10 76.9% 0 2 1

H26 19 16 84.2% 2 1 0

H27 16 13 81.3% 2 0 1

H28 10 8 80.0% 0 2 0

H29 10 6 60.0% 1 2 1

他の公立

入学者数 割合 高校

H20 38 31 81.6% 3 3 1

H21 22 22 100.0% 0 0 0

H22 31 27 87.1% 2 2 0

H23 22 19 86.4% 2 0 1

H24 26 26 100.0% 0 0 0

H25 15 12 80.0% 2 0 1

H26 16 15 93.8% 1 0 0

H27 18 16 88.9% 2 0 0

H28 19 16 84.2% 1 1 1

H29 15 14 93.3% 0 0 1

地区 年度 中卒者数
宇久高校

その他私立高校

宇久
地区

地区 年度 中卒者数
奈留高校

小値賀
地区

その他

奈留
地区

地区 年度 中卒者数
北松西高校

私立高校 その他

私立高校
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（２）高等学校卒業後の進路

国公立大 国公立大 国公立大

20年度 7 8 3

21年度 7 4 6

22年度 5 3 3

23年度 7 5 4 長崎大(3)､佐賀大

24年度 5 5 1

25年度 4 1 3

26年度 3 6 0

27年度 2 3 4

28年度 4 2 2

29年度 1 2 5

希望者数 内定者数 希望者数 内定者数 希望者数 内定者数

20年度 10 10 10 10 9 9 95.7%

21年度 8 8 22 22 16 16 95.8%

22年度 5 4 9 9 10 10 93.4%

23年度 5 4 6 6 15 15 96.9%

24年度 0 0 11 11 5 5 96.8%

25年度 2 2 4 4 6 6 97.9%

26年度 2 2 6 6 4 4 98.3%

27年度 3 3 4 4 5 5 98.7%

28年度 3 3 2 2 2 2 99.3%

29年度 1 1 6 6 1 1 99.1%

７年間計 39 37 80 80 73 73

県内
公立
全体

94.9% 100.0% 100.0%

100.0% 100.0% 100.0%

100.0% 100.0% 100.0%

100.0%

100.0% 100.0% 100.0%

80.0% 100.0%

長崎大､九州大､
長崎県立大

九州工業大､長崎県立大(2)

長崎大､九工大､広島大､
長崎県立大(3)

琉球大､長崎県立大(3)

長崎大､佐賀大､大分大､
大阪大､長崎県立大

長崎大(2)､九州大､
長崎県立大

長崎大、長崎県立大
長崎大、長崎県立大(2)、
熊本大、佐賀大

九州大、鹿児島大、
高知工科大、長崎県立大

佐賀大

熊本大、長崎県立大(2)
長崎大(3)､琉球大､
長崎県立大(2)

100.0%

100.0%

100.0% 100.0% 100.0%

100.0% 100.0% 100.0%

100.0% 100.0% 100.0%

80.0% 100.0% 100.0%

内定率 内定率 内定率

100.0% 100.0% 100.0%

長崎大､大分大､
長崎県立大

長崎大､京都大､
長崎県立大(2)

宇久高

宮崎大、長崎県立大
佐賀大、琉球大、
長崎県立大

九州大、熊本大、
佐賀大、長崎県立大

千葉大、広島大、山口大、長
崎県立大

長崎県立大 佐賀大、長崎大

　　②各高校の就職内定状況

奈留高 北松西高

長崎大､熊本大

長崎県立大

長崎大

長崎大、山口大、
長崎県立大

　　①各高校の大学等合格状況一覧

宇久高 奈留高 北松西高

主な大学 主な大学 主な大学

長崎大(2)､佐賀大､広島大､
長崎県立大(2)､九工大

長崎大､熊本大､大分大､
福岡教育大(2)

大分大､長崎県立大(2)

佐賀大(3)､広島大､
長崎県立大(3)
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４　児童生徒数・教職員数

（１）児童生徒数

地区 年度 高３ 高２ 高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１ ５歳 ４歳 ３歳 ２歳 １歳 合計

H20 39 28 29 18 27 33 18 18 13 7 17 9 14 17 13 12 8 320

H21 27 29 14 27 34 18 17 13 9 16 9 13 15 13 11 7 8 280

H22 29 14 21 31 17 19 11 8 16 8 12 15 11 9 7 7 8 243

H23 14 21 28 16 16 9 8 15 6 12 15 9 9 7 7 8 8 208

H24 21 28 14 14 8 8 15 7 13 15 9 8 9 6 8 9 3 195

H25 26 14 11 9 8 15 7 15 14 9 8 8 6 11 9 7 7 184

H26 14 11 8 8 15 6 14 13 10 8 8 4 13 8 8 10 4 162

H27 11 8 6 14 6 12 11 11 8 9 4 11 10 5 9 10 7 152

H28 8 4 11 6 14 6 11 8 8 4 9 7 5 9 8 6 5 129

H29 4 10 6 12 6 8 7 7 5 9 7 3 7 6 7 5 6 115

地区 年度 高３ 高２ 高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１ ５歳 ４歳 ３歳 ２歳 １歳 合計

H20 40 20 27 32 17 32 24 18 27 16 13 15 14 8 6 9 5 323

H21 20 26 29 15 32 23 16 25 15 13 14 13 10 8 10 6 4 279

H22 26 28 12 31 25 14 23 17 14 14 13 10 8 9 6 4 6 260

H23 27 11 27 25 14 21 17 14 13 12 8 8 10 4 5 5 11 232

H24 11 26 18 13 20 16 13 14 12 7 10 9 7 4 6 11 7 204

H25 26 19 10 19 17 11 13 12 4 10 7 5 5 3 11 7 6 185

H26 17 8 17 17 10 13 12 3 12 7 5 6 3 10 6 4 6 156

H27 8 16 13 10 11 12 3 8 7 6 5 3 11 6 4 7 3 133

H28 15 11 8 10 11 4 8 7 6 4 3 10 5 5 4 3 3 117

H29 10 7 6 12 4 7 8 7 4 4 10 6 6 4 6 3 8 112

地区 年度 高３ 高２ 高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１ ５歳 ４歳 ３歳 ２歳 １歳 合計

H20 40 35 31 22 31 21 28 13 17 22 18 15 20 14 13 9 14 363

H21 34 31 23 31 21 28 13 15 21 17 16 21 14 12 12 15 15 339

H22 31 22 27 22 26 13 15 20 17 16 22 12 11 10 16 13 15 308

H23 22 26 19 26 16 16 19 17 15 22 13 11 11 16 13 15 14 291

H24 26 19 26 16 16 19 17 16 23 12 11 11 15 14 15 14 12 282

H25 19 26 12 16 18 19 16 23 12 11 11 15 14 14 14 14 18 272

H26 26 12 15 18 19 16 22 14 11 13 16 15 16 13 15 17 12 270

H27 12 15 16 19 15 24 14 11 12 17 14 15 13 15 20 9 15 256

H28 15 15 16 15 22 13 11 12 14 14 16 12 14 21 11 14 22 257

H29 15 15 14 23 13 10 12 16 12 17 12 14 19 11 14 21 17 255

宇
久
地
区

奈
留
地
区

小
値
賀
地
区
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（２）教員配置状況

地区 学校名 年度 学級数
児  童
生徒数

校長 教頭 教諭等 教員計 養護 事務 栄養 職員計

H19 7(1) 93 1 1 9 11 1 1 13

H20 7(1) 70 1 1 9 11 1 1 13

H21 7(1) 60 1 1 9 11 1 1 13

H22 7(1) 56 1 1 7 9 1 1 11

H23 6(1) 51 1 1 7 9 1 1 11

H24 6 51 1 1 7 9 1 1 11

H25 4 47 1 1 5 7 1 1 9

H26 5 44 1 1 6 8 1 1 10

H27 4 44 1 1 4 6 1 1 8

H28 4 47 1 1 5 7 1 1 9

H29 4 38 1 1 5 7 1 1 9

H19 3 17 1 1 3 5 1 6

H20 3 12 1 1 3 5 1 6

H21 3 17 1 1 3 5 1 6

H22 3 14 1 1 3 5 1 6

H23 3 14 1 1 3 5 1 6

H24 3 16 1 1 3 5 1 6

H25 3 14 1 1 3 5 1 6

H26 3 13 1 1 3 5 1 6

H27 3 10 1 1 3 5 1 6

H28 廃校

H29 廃校

H19 3 77 1 1 9 11 1 1 1 14

H20 3 78 1 1 8 10 1 1 1 13

H21 3 79 1 1 7 9 1 1 1 12

H22 3 67 1 1 8 10 1 1 1 13

H23 3 41 1 1 8 10 1 1 1 13

H24 3 30 1 1 8 10 1 1 1 13

H25 3 32 1 1 8 10 1 1 1 13

H26 3 29 1 1 8 10 1 1 1 13

H27 3 32 1 1 8 10 1 1 1 13

H28 3 26 1 1 8 10 1 1 1 13

H29 3 26 1 1 8 10 1 1 1 13

H19 4 111 1 1 17 19 1 2 22

H20 3 96 1 1 13 15 1 2 18

H21 3 70 1 1 13 15 2 2 19

H22 3 64 1 1 13 15 1 2 18

H23 3 63 1 1 12 14 1 2 17

H24 3 63 1 1 12 14 1 2 17

H25 3 51 1 1 12 14 1 2 17

H26 3 33 1 1 12 14 1 2 17

H27 3 25 1 1 12 14 1 2 17

H28 3 23 1 1 12 14 1 2 17

H29 3 20 1 1 12 14 1 2 17

学級数の（　）は特別支援学級で内数

宇
久
地
区

宇久小学校

神浦小学校

宇久中学校

宇久高校
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地区 学校名 年度 学級数
児  童
生徒数

校長 教頭 教諭等 教員計 養護 事務 栄養 職員計

H19 8(2) 132 1 1 10 12 1 1 14

H20 7(1) 113 1 1 9 11 11

H21 7(1) 96 1 1 9 11 11

H22 7(1) 91 1 1 9 11 11

H23 7(1) 72 1 1 9 11 11

H24 7(1) 65 1 1 9 11 1 1 1 14

H25 6(1) 51 1 1 7 9 9

H26 5(1) 46 1 1 6 8 8

H27 3 32 1 1 4 6 6

H28 5(1) 38 1 1 8 10 10

H29 7(2) 39 1 1 8 10 10

H19 3 84 1 1 10 12 1 1 1 15

H20 3 81 1 9 10 1 1 1 13

H21 4(1) 70 1 11 12 1 1 1 15

H22 4(1) 70 1 11 12 1 1 1 15

H23 4(1) 60 1 9 10 1 1 1 13

H24 3 49 1 8 9 1 1 1 12

H25 3 47 1 8 9 1 1 1 12

H26 3 40 1 8 9 1 1 1 12

H27 4(1) 33 1 9 10 1 1 1 13

H28 4(1) 24 1 9 10 1 1 1 13

H29 4(1) 23 1 9 10 1 1 1 13

H19 4 98 1 1 14 16 1 2 19

H20 3 87 1 1 12 14 1 2 17

H21 3 75 1 1 12 14 1 2 17

H22 3 66 1 1 12 14 1 2 17

H23 3 65 1 1 12 14 1 2 17

H24 3 55 1 1 12 14 1 2 17

H25 3 55 1 1 12 14 1 2 17

H26 3 42 1 1 12 14 1 2 17

H27 3 37 1 1 12 14 1 2 17

H28 4 34 1 1 12 14 1 2 17

H29 3 23 1 1 12 14 1 2 17

学級数の（　）は特別支援学級で内数

奈
留
地
区

奈留小学校

奈留中学校

奈留高校
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地区 学校名 年度 学級数
児  童
生徒数

校長 教頭 教諭等 教員計 養護 事務 栄養 職員計

H19 8(2) 106 1 1 9 11 1 1 13

H20 7(1) 108 1 1 8 10 1 1 12

H21 8(2) 97 1 1 9 11 1 1 13

H22 8(2) 97 1 1 10 12 1 1 14

H23 7(1) 93 1 1 8 10 1 1 12

H24 7(1) 88 1 1 8 10 1 1 12

H25 7(1) 86 1 1 8 10 1 1 12

H26 7(1) 89 1 1 8 10 1 1 12

H27 7(1) 81 1 1 8 10 1 1 12

H28 6(1) 75 1 1 8 10 1 1 1 13

H29 7(1) 78 1 1 8 10 1 1 1 13

H19 2 6 1 2 3 1 4

H20 2 5 1 2 3 3

H21 2 6 1 2 3 3

H22 2 5 1 2 3 3

H23 2 4 1 2 3 3

H24 1 2 1 1 2 1 3

H25 1 2 1 1 2 1 3

H26 1 2 1 1 2 1 3

H27 1 2 1 1 2 1 3

H28 2 4 1 2 3 1 4

H29 2 5 1 2 3 1 4

H19 3 91 1 1 9 11 1 1 13

H20 5(2) 74 1 1 10 12 1 1 14

H21 4(1) 80 1 1 9 11 1 1 13

H22 4(1) 61 1 1 9 11 1 1 13

H23 4(1) 57 1 1 9 11 1 1 13

H24 5(2) 51 1 1 10 12 1 1 14

H25 3 54 1 1 8 10 1 1 12

H26 3 53 1 1 8 10 1 1 12

H27 5(2) 58 1 1 10 12 1 1 14

H28 5(2) 50 1 1 10 12 1 1 14

H29 4(1) 46 1 1 9 11 1 1 13

H19 4 110 1 1 17 19 1 2 22

H20 3 106 1 1 12 14 1 2 17

H21 3 88 1 1 12 14 1 2 17

H22 3 80 1 1 12 14 1 2 17

H23 3 67 1 1 12 14 1 2 17

H24 3 71 1 1 12 14 1 2 17

H25 3 57 1 1 12 14 1 2 17

H26 3 53 1 1 12 14 1 2 17

H27 3 43 1 1 12 14 1 2 17

H28 3 46 1 1 12 14 1 2 17

H29 3 44 1 1 12 14 1 2 17

小
値
賀
地
区

小値賀小学校

　大島分校

小値賀中学校

北松西高校

学級数の（　）は特別支援学級で内数
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５「小中高一貫教育推進本部会議」設置要領 

１ 目  的 

宇久、奈留、小値賀地区に導入している「小中高一貫教育」を円滑に推進するため

「小中高一貫教育推進本部会議」（以下「推進本部会議」という。）を設置する。 

２ 業  務 

 推進本部会議は、小中高一貫教育に関し、県及び関係市町の共通意思形成と連携を

図り、事業の円滑な推進を目指す。 

３ 組  織 

  推進本部会議は、次に掲げる者で組織する。 

(1) 県教育庁関係課（室）長（県立学校改革推進室長、義務教育課長、高校教育

課長）

(2) 佐世保市教育委員会担当者

(3) 五島市教育委員会担当者

(4) 小値賀町教育委員会担当者

(5) 関係市町立小・中学校校長

（同一地区に同一校種が複数校ある場合は、その代表者とする。） 

(6) 関係県立高等学校校長

４ 議長の職務 

(1) 推進本部会議の議長は、県立学校改革推進室長がこれを務める。

(2) 議長は、推進本部会議の会務を総理し、推進本部会議を代表する。

(3) 議長は、必要に応じて推進本部会議に他の見識者等の出席を求めることがで

きる。

(4) 議長に事故あるときは、議長の指名するものがその職務を代行する。

５ 庶  務 

推進本部会議の庶務は、県教育庁総務課県立学校改革推進室において処理する。 

６ そ の 他 

この要領に定めるもののほか、推進本部会議の運営に必要な事項は、議長が別に定

める。 

  （附則） 

この要領は、平成２０年４月１日から施行する。 

一部改正  平成２４年４月１日 

一部改正  平成２９年４月１日  

132



６「小中高一貫教育推進組織」 

 
（平成２４年度 ～ 平成２８年度） 

 
 
 

（平成２９年度 ～） 

 

 

小中高一貫教育推進本部会議 継続   地区推進委員会、地区推進部（協議）会 継続 
 小中高一貫教育研究部会 廃止      ※場合によっては、組織体制の見直し 

 
 

新たな県との連携・支援体制    

県の支援体制は、小中高一貫教育推進本部会議のみとなる。なお、アイランド・ 

チャレンジ事業対象校においては、以下の流れの検討を行う。 

 

                          各地区 

 

                  計画の提出 
                 

指導・助言 

                       

 

地元 

小中高一貫教育推進本部会議 

○県教育庁関係課(室)長 

（県立学校改革推進室、義務教 

 育課、高校教育課） 

○各地区教委担当者 

○各地区市町立小・中学校長 

○県立高等学校長 

小中高一貫教育研究部会 

○県教育庁関係各課(室)担当者 

○各地区市町立小・中学校教頭 

○各地区県立高等学校教頭 

 

※平成２８年度末まで 

地区推進委員会 

○市町教育委員会教育長 

○県立高等学校長 

○関係小・中学校長 

○関係各部会推進委員 

○関係学校ＰＴＡ会長等 

○地域代表者等 

地区推進部（協議）会 

○小中高教諭（部会ごとに随時 

 検討・協議） 

 ・教科・教務担当者部会 

 ・進路指導担当者部会 

 ・部活動顧問等担当者会 

 ・行事企画担当者部会 

 

協 
力 

 

   県 地元 

○○高校魅力化推進協議会 

○当該県立高等学校長 

○市町企画振興担当職員 

○地域支援団体代表者 

○県教育庁県立学校改革推進室 

事業検討委員会 

○県教育庁教育次長 

○県教育庁関係課(室)長 

○地方創生関係 有識者 

○大学関係者 等 

 

   県 地元 
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お わ り に 

 

 本県における小中高一貫教育推進のための組織として、県教育委員会では、平成 24

年度から「小中高一貫教育推進本部会議」を、また、本部会議の下部組織として、「小

中高一貫教育研究部会」を併せて設置し、関係市町との意思形成や連携を密にしながら

研究関連事業の円滑な推進に努めてまいりました。 

本報告書は、この 10年間、各地区の「研究部会」でまとめられた各年度の報告書と各

地区推進委員会で集められた検証データ等を取りまとめ、「本部会議」において、協議

のうえ整理したものです。 

全国学力・学習状況調査の結果等の検証データは、対象児童・生徒が少人数のため、

極端な数値を示す場合もあることから個別の数値を示さず、併せて、学校や個人が特定

されることがないよう配慮して掲載することといたしました。よって、検証は、３地区

の合計値や平均値に基づいたものとなっています。 

地方創生の時代の流れとともに、地元市町が主体となり、県と連携して事業を進めて

いくことが主流となってきております。県教育委員会が主導で進めてきた小中高一貫教

育も、更なる生徒減少への対応や、しまの小規模校の在り方を踏まえた検討が求められ

ていることから、今後は地元市町と協議を行いながら進めていくことといたしました。 

また、平成 28年度から、「アイランド・チャレンジ事業」として、地元自治体と県と

が連携して、しまの小規模高校の魅力化を進めるための事業計画策定に向けた協議を開

始いたしました。具体的には、県や地元市町、市町教育委員会や学校長、ＰＴＡ、同窓

会長、地域の代表者等で構成する魅力化推進協議会を各地区に組織して、協議、検討を

進めています。 

各地区の魅力化推進協議会で策定した事業推進計画については、県教育委員会に設置

する「事業検討委員会」での指導、助言を頂いた後、県と市町が協働して具現化を図る

こととしています。 

奈留地区においては、平成 29年度から奈留小中学校へ「しま留学」として全国から入

学生の募集をはじめたほか、平成 30年度からは、奈留高校においても「離島留学生」の
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募集を行うことといたしました。県と五島市は、留学生募集に向けた広報活動や留学し

てくる生徒の保護者へのホームステイ下宿代等の支援を行うこととしております。また、

宇久地区や小値賀地区においても、地元と連携した魅力化事業計画の検討を進めている

ところです。 

 現在、平成 28年４月の「学校教育法等の一部を改正する法律」施行による小中一貫

教育の制度化に伴い、３地区においては、平成 31年度からの「義務教育学校」または、

「小中一貫型小学校・中学校」への移行についての検討が進められており、地域の活

性化及び教育水準の維持向上については、地元の協力がより一層重要になってまいり

ます。 

今後も引き続き、地区推進委員会を中心に「小中高一貫教育」がますます活性化し、

地域の皆様のご理解とご支援をいただきながら、発展していきますことを祈念してお

ります。 

長崎県教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       宇久地区・奈留地区・小値賀地区 

長崎県小中高一貫教育調査研究報告書（10年間のまとめ） 

 

       発行年月日 平成 30年２月 

 

     長崎県教育庁総務課県立学校改革推進室 

     〒850-8570 長崎県長崎市尾上町 3-1 

     電話 ０９５－８９４－３３１７ 

     FAX  ０９５－８９４－３４７０ 
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